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　世界は、光に包まれていた。

　太たい平へい洋よう上に浮うかぶ巨きよ大だいな人工都市、エデン・ゼロ──

　莫ばく大だいな予算と時間をつぎこんで建造されたその洋上都市は、そこに住む五万の人々とともに消えゆこうとしていた。

「もう時間はないよ。早く逃にげたほうがいいね」

「……朱しゆ奈な」

　島を回る環かん状じよう鉄道の中心、ターミナル・ゼロ。

　駅前の広場に扇おうぎ状じようの緩ゆるい階段があり、少年と少女はそこで向き合っていた。

　止まることなく、島は震しん動どうを続けている。

　時折、爆ばく発はつ音のようなものも聞こえ、あちこちに白い光の柱が見える。

　エデン・ゼロは霊れい脈みやくの集中するポイントにつくられた都市だ。

　都市に恵めぐみをもたらすはずの霊脈が、暴走して地下から噴ふき上がり、街を蹂じゆう躙りんしている。

「島はもうもたない。私が港までの道をつくってあげる。だから、逃げなよ」

　黒い髪かみを背中まで伸のばし、白いセーラー服を着た少女が優やさしく言った。

「黙だまれ。今さら、命なんか惜おしむか……！」

　少年は敵意に満ちた声で言い──不意に、がくんと膝ひざが落ちた。

　彼はワイシャツに、制服のズボンをはいている。

　どちらも血で汚よごれていた。

　彼の頰ほおには傷があり、腹部からも血が溢あふれている。

「もうあの子は死んだんだよ。君が一いつ緒しよに死んでも、あの子は喜ばない」

「おまえがあいつを語るな！　おまえが、あいつを……食ったんだろうが！」

　少年は絶望とともに叫さけぶ。

　彼の一番の宝物だった妹は、つい数分前にその命を終わらせた。

　目の前にいる少女──紅べに河かわ朱奈に魂たましいを食われたのだ。

　朱奈は、少年の幼なじみだった。妹にとっても、生まれたときからの付き合いがある。

　だが、朱奈の正体は神しん魔ま──この世界を統すべる超ちよう越えつ者だった。

　彼女は気まぐれで人間に転生し、このエデン・ゼロに生まれ、少年や妹たちと十四年間生きてきた。

　正体を隠かくし、人間のフリをして。

　少年と妹を騙だまし続け、二人のそばで笑っていたのだ。

　そして──

　唐とう突とつに裏切った。

　正体をあらわにした朱奈は、妹の魂を食くらった。

　だが、それだけでは終わらなかった。

　妹の体内に宿っていた旧ふるき神々の一体、イヴの魂のかけら──紅こう玉ぎよくのイヴが姿を現した。

　強大な力を持つイヴの、六つに分割された魂の一つ。

　朱奈は、神魔のみが使える〝聖せい装そう兵へい器き〟エクスカリバーを使い、紅玉のイヴを消しよう滅めつさせた。

　エクスカリバーはイヴを消しただけではなく、エデン・ゼロをも破は壊かいし尽つくし、島は今や崩ほう壊かいして海中に没ぼつしつつある。

　少年のケガも、エクスカリバーの破壊に巻き込まれたときのものだ。

「だって、しょうがないじゃない」

「なに……？」

「あの子の魂、凄すごく美味おいしそうだったんだもの。ううん、本当に美味しかったなあ。喉のどを通るときの甘さといったらもう……」

「朱奈あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　少年は絶ぜつ叫きようした。

　今すぐにでも、朱奈に飛びかかって殺したい。

　だが、少年の全身には鎖くさりが巻きついていて、身動き一つできなかった。

　縛ばく鎖さ──人はみな、生まれながらにしてこの鎖で心身を拘こう束そくされ、神魔に抗あらがうことはかなわない。

「神魔……朱奈……おまえだけは……！」

　彼が朱奈と妹の異変に気づいたとき、すべては終わっていた。

　妹は食われ、イヴもまさに消滅するところだった。

　イヴはエクスカリバーで消され、魂を失った妹の肉体もまた失われてしまった。

　しかし、このままでは終わらせない。

　妹を食い、俺を裏切った報むくいは受けさせる──！

「おおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　少年は、魂の底から振ふり絞しぼったような絶叫を上げ──

　彼の右手から、両りよう刃ばの長ちよう剣けんがズズズズズと奇き妙みような音を上げながら現れる。

「逆ゲキ牙ガ……」

　朱奈は、驚おどろきもせずにつぶやいた。

　少年もまた、自分の手から唐突に現れた剣に驚かなかった。

　長剣を握にぎると、なにも考えずに大きく振った。

　ガキン、と奇妙な音を立てて──

　少年の全身に絡からみついていた縛鎖が切断され、砕くだけ散った。

「君も、今日からめでたくイヴの背徒ハイト……呪のろいとともに生きる身になったわけだ」

「知ったことか……！」

　少年は、刃やいばを振りかぶる。

　これがなんなのか知らない。だが、朱奈と戦うための力になると彼は理解していた。

　たとえ差し違ちがえてでも、妹の仇かたきは取る──！

「…………っ！　待って！」

　突とつ然ぜん、朱奈もまた叫んだ。

　少年はかまわずに朱奈に斬きりかかろうとしたが、彼も異変に気づいた。

　二人の間に、ゆらゆらと揺ゆれる、拳こぶし大だいほどの炎ほのおが浮かんでいた。

「……紅玉のイヴ！　まだ消えてなかったのね！」

　朱奈の手に、美しい拵こしらえの白く輝かがやく両刃の剣が現れる。

　あれこそ、このエデン・ゼロを壊かい滅めつに追いやったエクスカリバーだ──

「なっ……！」

　再び、朱奈が叫ぶ。

　同時に、炎はぱっと弾はじけて──少年のほうへと飛んでくる。

「なにっ……！」

　少年は大きく目を見開いた。

　彼の左目に、その炎が飛び込んでくる。

　目は熱く燃え上がり、全身が炎に包まれたかのようだ。

「うおおおおおおおおおおおおっ！」

　少年は刃を握ったまま、雄お叫たけびを上げる。

　彼の身のうちに、なにかとてつもないものが入り込んできている。

　それは、彼の復ふく讐しゆうの炎とまざり、大きく燃え上がっていく。

　少年は、いつまでも叫び続けた。








１章　後こう輩はいはアイドル






　かつて東とう京きようと呼ばれた都市、第６エデン。

　今は神しん魔まに仕える組織ＳＯＧソーグが統治する独立した街である。

　第６エデン、エリア池いけ袋ぶくろ。

　賑にぎやかな駅のあたりから二十分ほど外れた閑かん静せいな住宅街。

　その一角に、十二階建ての立派なマンションがあった。

　最上階の一室、２ＬＤＫの部屋。

　広いリビングに、少女のくぐもった声が響ひびいていた。

「ん……んんん……」

　ゆったりと座れる立派なソファの上で、少年と少女が口づけを交かわしている。

　少年は、髪はぼさぼさで、シャープな顔つきをしており、表情にはわずかな戸と惑まどいがあった。

　目を閉じて、少女の唇くちびるを受け入れている。

　少女は不思議な青色の髪をしていて、こちらも目は閉じられているが、それでも顔つきが整っていることは明らかだ。

　ソファに座った少年に、少女がしがみつくような体勢で唇を重ねている。

「んんん……」

　時折、二人の唇がわずかに離はなれ、少女の声と吐と息いきが漏もれる。

「はぁ……ジュカ……君……」

　少女──天あまヶが崎さき杏あん里りは静かに、甘くささやくように言って、また唇を重ねる。

「あっ……」

　そのとき、別の少女の声が小さく響いた。

「ちょ、ちょっと……杏里ちゃん、そろそろ私の番じゃないですか？」

「いたんですか、泥どろ棒ぼう猫ねこ──咲さく耶や先せん輩ぱい」

「最後まで言ってから言い直さないで！」

　ソファの下から顔を出している少女──二にノの宮みや咲耶が叫ぶ。

　咲耶は不満そうに杏里を睨にらみながら、彼女を押しのけてソファに座った。

「冴さえ木き君……」

　咲耶はゆっくりと目を閉じて、ジュカに顔を寄せる。

　二人の唇は重なり、彼女はぎゅっとジュカに抱だきつく。

「ん……んんん……」

　咲耶は、小さな声を漏らしながら、ほっそりとした足をジュカの足に絡からめてきた。

　ソファの上で、ジュカを身動きできなくしてから押し倒たおしてくる。

「咲耶先輩──いえ、泥棒猫は遠えん慮りよがないわね」

「そっちで言い直すんですか！」

　咲耶は、唇を離して杏里に抗こう議ぎする。

「まったく……年とし増まは変にテクニックだけあるから困るわ」

「杏里ちゃん、どんどん攻こう撃げき的になってますね……」

「別に」

　素っ気なく言いつつ、杏里は着ていたノースリーブのセーターに手をかけた。

　杏里は、ブラウスの胸むな元もとにリボンを結び、薄うすいピンクのセーター、チェックのミニスカートという姿である。

　彼女が通う聖せい十じゆう字じ学園の夏服だ。

　同じく聖十字学園の生徒である咲耶はセーターを着ておらず、ミニスカートの下に黒いストッキングをはいている。

「って、杏里ちゃん、なんで脱ぬいで……？」

　驚く咲耶の前で、杏里はセーターを勢いよく脱いだ。

　さらに、胸元のリボンをほどき、ブラウスのボタンを外して前をはだける。

「…………っ」

　ジュカは、思わず息をのんでソファに背中をぶつけるように下がってしまう。

　杏里は、分厚い服を着ていてもわかるほどの巨きよ乳にゆうだ。

　前を開いたブラウスから、白い清せい楚そなブラジャーに包まれた二つの大きなかたまりが見えている。

「テクニックに対たい抗こうするには……これしかないもの」

　杏里はそう言うと、床ゆかに両りよう膝ひざをついたまま、ジュカの腕うでに胸を押しつけてくる。

「あ、杏里……」

「もう、わたしの胸なんて何度も触さわったでしょう？」

「……回数の問題じゃない」

　ジュカは、そう言い返すのがやっとだった。

　杏里の大きな乳ち房ぶさの間に、ジュカの左腕が挟はさまれている。

　なんとも言えない柔やわらかな感かん触しよくが、腕に伝わってくる。

「う、うう……それなら私も……」
















　咲耶は、ジュカの足にまたがり、スカートがめくれ上がる。

　黒いストッキングに包まれた下着がちらりと見えてしまう。

「本当に、咲耶先輩ははしたない……」

「どの口が言うんですか！　どの口が！」

「この口よ」

　杏里はそう言うと、またジュカにちゅっと口づけた。

「あっ、また！」

「文句があるなら、もう少し胸を育てることね」

　杏里と咲耶は、互たがいを威い嚇かくするように睨み合う。

　その間も、杏里の胸が下着越ごしに腕に押しつけられ、咲耶のスカートの中が太ももに触ふれている。

「あのな……おまえたち、人にくっついたままケンカするな」

「それもそうね」

「そうですね」

　突然、杏里と咲耶がくるりとジュカのほうを向いた。

「ケンカするより、今はジュカ君と楽しまないと」

「え、ええ。もう私たちは、こうしないと我が慢まんできなくなっちゃいますし……」

　杏里と咲耶の顔が、ゆっくりと近づいてくる。

　顔を寄せ合うようにした二人の唇が、同時にジュカの唇に触れる。

　柔らかな感触を味わいながら、ジュカは二人にされるがままに──







「ふう……」

　ジュカは眠った杏里と咲耶を置いてベランダに出て、柵さくに肘ひじをつき、ため息をついた。

　二ノ宮鷹たか耶やの暴走とベヒーモスの出現という大きな事件が片付いて、数日。

　事件の裏側にいた神魔、サリエールが繰くり出した聖せい装そう兵へい器き〝ブリューナク〟によってジュカは瀕ひん死しの重傷を負わされた。

　都市を丸ごと一つ消してしまうほどの力を持つ聖装兵器の攻撃を受け、即そく死ししなかったのは奇き跡せき──いや、原形を留とどめていたことが奇跡だった。

　彼が助かる方法はただ一つしかなかった。

　それは、ジュカの体内に宿る〝狂きよう乱らんのアダム〟の力を解放すること。

　狂乱のアダムの力は、杏里と咲耶に宿る〝イヴのかけら〟と求め合うことで解放され、ジュカの傷は急速に回復し、おそらくいくつか失われていた内臓や骨まで元通りになっていた。

　しかし、その代だい償しようとして、杏里と咲耶に異変が起こった。

　彼女たちの中に宿るイヴを活性化させることで、アダムの力を解放したのだが──

　戦いが終わり、数日が過ぎて六月に入った。衣ころも替がえも済んでいる。

　そのあたりから、杏里と咲耶は突とつ如じよ発情してジュカを求め始めたのだ。

　さきほどのように、ひたすらジュカとの肉体的接せつ触しよくをはかろうとする。

　杏里はクールだし、咲耶はかなりの照れ屋だ。

　ジュカに好意を持ち始めているとはいえ、二人の性格から考えて積極的すぎる。

　杏里と咲耶の体内に宿るイヴのかけらが活性化した──それが原因だろう。

　というより、ベヒーモスとの戦いの直後あたりから、本人たちに異変が起きた自覚はあったらしい。

　二人とも、性への衝しよう動どうを錯さつ覚かくだと思い込み、自分をごまかしきれなくなると、必死に抑おさえ込んでいた。

　だが──その努力は長く続かなかった。

　杏里も咲耶も、正直に自分の異変をジュカに話し、ただちに対策が取られた。

　具体的には、杏里が住んでいたマンションに咲耶とジュカも住み込むということだった。

　ジュカは、背徒ハイトの一人であるハルが経営するコスプレ喫きつ茶さ〝レッド・リリィ〟に住んでおり、咲耶は一人でアパート住まいだったが、引ひっ越こしを余よ儀ぎなくされた。

　とりあえず、ジュカと多少イチャつくことで、二人の衝動は解消されるらしい。

　ちなみに杏里と住んでいたハルは、レッド・リリィの二階に戻もどっている。

「いやー、おさかんですね。もう目の毒ったらありゃしませんっ」

「…………」

　突とつ然ぜんの声にも、ジュカは驚おどろかなかった。

　ジュカが肘をついている柵、そのすぐそばに二本の足が見えた。

　肩かたまでの茶色い髪かみを、頭の左側でちょこんと結んだ少女だった。

　小こ柄がらな身体からだを聖十字学園の夏服に包んでいる。

　ブラウスにはネクタイを結び、スカートはかなり短い。

　そのネクタイは胸部の大きなふくらみを強調するかのように湾わん曲きよくしている。

「トーコ」

　ジュカと同じ背徒であり、同い年でもある少女だった。

　彼の持つアダムの力が危険であるため、背徒をバックアップする組織である〝バベル〟が寄よ越こした監かん視し役でもある。

「はいはい、みんな大好き、トーコさんですよっ」

「別に俺は好きじゃない」

　ジュカは、きっぱり言い切った。

「その手の台詞せりふはツンデレと解かい釈しやくすることでご褒ほう美びになります」

「おまえ、こんなところでなにをしてるんだ？」

　トーコの戯たわ言ごとを聞き流して、ジュカは確かく認にんする。

　ここはマンションの十二階である。

　トーコは、ベランダの柵に立っているのだ。一つ間ま違ちがえれば、地上までまっさかさまだ。

「もちろん、ジュカさんに会いに来たんですよ」

「普ふ通つうに玄げん関かんから入れないのか、おまえは」

「お三方の邪じや魔まになっちゃうじゃないですか。終わるのを待ってたんですよっ」

　要するに、ジュカと杏里と咲耶の秘ひめ事を覗のぞいていたらしい。

「あはは、そう怖こわい顔をしないでくださいよ。ちゃんと用があって来たんです」

「用？」

「例の〝桐きり美み原はらいつき〟の件です」

　トーコは、真ま面じ目めな顔になって言った。

「段取りがついたのか」

　桐美原いつき──

　杏里と咲耶に続いて、〝イヴのかけら〟の所有者──フラグメントと予想される少女だ。

　いつきは、咲耶と以前から面識があるという。

　神じん器き適てき性せい者しやでもあるいつきは、通常は一つしか使えないはずの神器を二つ扱あつかえる。

　咲耶は、神じん器き覚醒者マスターとして特とく殊しゆな適性者であるいつきの検査に立ち会ったことがあるそうだ。

　さらに、杏里は桐美原いつきとは従姉妹いとこ同士らしい。

　杏里の母親の妹が、いつきの母だそうだ。

　そして──

「いつきさんは、ジュカさんの後こう輩はいなんですよね？」

「ああ」

　ジュカがエデン・ゼロに住んでいた頃ころに通っていた中学の、一学年下にいつきがいた。

　エデン・ゼロは二年前に壊かい滅めつして海に没ぼつしてしまったが──いつきは、その直前に転校していたため、難を逃のがれていた。

　ジュカは、その後のいつきのことをなにも知らなかった。

　そもそも、ほぼ存在を忘れていたほどだ。

　まさか、ジュカの神魔への復ふく讐しゆうとイヴのかけら集めに桐美原いつきが関かかわってくるなど、夢にも思っていなかった。

「桐美原の引っ越し先も知らなかったからな。あいつは、どうしてる？」

「まあ、順を追って説明しますよっ。彼女、〝神器アイドル〟なんて言ってるくせに、表に出てくることが極きよく端たんに少ないんですよね。それも広報展開の一つかもですけど」

「桐美原は俺より一つ下だ。今は高校一年だろう。学校には行ってないのか？」

「一応、池袋にある女子校に今年の春──二ヶ月ほど前に入学してるらしいですね。楽しそうですねー、女子校。いい匂においとかしそうっ。一いつ緒しよに潜もぐり込みます？」

「桐美原に会えるなら、女子校だろうがなんだろうが行くさ」

　もちろん、ジュカは本気で言っているし、下心などは皆かい無むだ。

「あはは、そうしたいのは山々なんですけどね。桐美原いつきは、入学以降、まったく登校してないようです。芸能人ぶっちゃって、生意気ですよね」

「別に、そんなところに文句はないがな。となると、学校はダメか。自宅はどうだ？」

「住所は割り出しました。ここから割と近くにある高級マンションで一人暮らし中みたいですね。ちょこっと忍しのび込んできましたけど、家に帰ってる様子はありませんでした。あと、冷蔵庫に入ってたケーキが美味おいしかったですっ」

「……余計なことをするな」

　トーコは、さらりと恐おそろしいことをやらかしている。

　女の子の一人暮らしの部屋にたやすく侵しん入にゆうしているのだから。

「賞味期限ギリギリだったんで、処理してあげたんですよ。それはともかく、ですね」

　トーコは意味ありげに笑うと、ふところから二枚の紙切れを取り出した。

「なんだ、それは？」

「もちろん、桐美原いつきのライブチケットですよ。いやはや、ゲットするのは一苦労でしたよ。たぶん、人気があるというより売り出したばかりだから、キャパが小さい会場しか使えないんでしょうね」

「その辺はなんでもいい。少なくとも、そのライブに行けば桐美原がいるんだろう」

「いなかったら暴動起きますねっ」

　トーコは、どうでもいい答えを返してくる。

「ていうか、ジュカさん」

「なんだ？」

「一応、確認なんですけど、桐美原いつきさんに会っちゃってもいいんですね？」

「は？　今さらなにを言ってるんだ？」

　トーコには、すべて説明してある。

　桐美原いつきは、背徒が血ち眼まなこになって探している〝イヴのかけら〟の持ち主である可能性が高いのだ。

　会いに行かない理由など、一つも思いつかない。

「でも、ジュカさんと怪あやしい因いん縁ねんとかあるんじゃないですかっ？」

「そんなものはない」

「ホントにですかー？　ジュカさん、背徒になる前から女の子とあんなことやこんなこと、あったんじゃないですかねっ」

「話が抽ちゆう象しよう的すぎてわからん。別に、桐美原に会っても問題はない。ライブの場所と日時を教えろ」

「はーい。でも、私もついていきますからねっ」

「好きにしろ」

　桐美原いつきのライブなら、間違いなく本人がいる。

　だが、仮にも相手がアイドルだというなら直接会って話をするのは難しいだろう。

　その場合、桐美原いつきと接触するためには人手も必要になるかもしれない。

　それに、相手はイヴのかけらの持ち主である可能性が高いのだ。

　なにが起きるかわかったものではない。

　ジュカは、杏里と咲耶──二人のイヴのかけらの持ち主と接して、そのことは充じゆう分ぶんすぎるほど学習していた。
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　ライブ会場の入り口には、派手派手しい巨きよ大だいな看板が飾かざられていた。

　桐美原いつきのライブ会場は、池袋から電車で十五分ほどのところにある、ホールである。

「意外と客が入ってるな……」

「まあ、こんなものでしょう。会場はなかなか広いわね」

　ジュカの隣となりで、杏里がどうでもよさそうにつぶやいた。

　二人とも聖十字学園の制服姿だ。

　ライブに参加するにはあまりふさわしくない格好だが、ジュカも杏里も服装にこだわらないという共通の価値観を持っている。

　時刻は夕方の六時。

　下校してそのまま会場に来たので、制服のままが合理的だったというわけだ。

「割とプラチナチケットなのかもしれないわ」

　杏里は、ぼそりと言って、チケットを軽くかざしてみせた。

　トーコが同行する予定だったが、杏里がここにいるのは──彼女がトーコからチケットを譲ゆずり受けたためだ。

　別に杏里が脅おどしたわけではない。

　ただ、杏里がいつもの表情に欠ける顔でトーコにお願いしただけだ。

　そのトーコは、「ふえぇ、杏里さんにチケット巻き上げられましたよ……」と鬱うつ陶とうしい感じに噓うそ泣きをしていた。

　おそらく、トーコも不正入場して、その辺にいることだろう。

　背徒の優すぐれた感覚をもってしても探知できないほど、トーコは気配を消すすべに長たけている。ライブ会場の警備をごまかすなど、軽いはずだ。

　ジュカと杏里は、チケットを見せて会場内に入った。

　ホール内は緩ゆるい階段状になっており、一階と二階に分かれている。

　一番奥がステージになっているが、全体に薄うす暗ぐらい会場内でもそこは完全に真っ暗でなにも見えない。

　ジュカたちの席は、一階席の前方だった。

　かなりいい席だろう。

　トーコは、よほどえげつない手段を使ってチケットを入手したに違ちがいない。

「わたし、ライブって初めてだわ」

「俺もだ」

「まさか、初ライブが神器アイドルとか、わけのわからないものになるとは夢にも思わなかったけど」

「言っておくが、その神器アイドルはおまえの従妹いとこだからな」

「あなたの後輩でしょう」

　ジュカと杏里は、桐美原いつきという不可解な存在を押しつけ合う。

「ところで、いつきはもう犯おかしたの？」

「おまえ、ファンが大勢いるところで恐ろしい質問をするな……」

　杏里は、しれっとした顔だ。

　彼女のぼそりとした声は、周りに聞こえなかったらしく、誰だれも騒さわいでいない。

「トーコも誤解していたが、本当にあいつはただの後輩だ。どちらかといえば、仲は悪かった」

「そういう設定でイチャついてたの？」

「杏里、最近おかしいぞ」

　あからさまに咲耶に嫉しつ妬としていることは、ジュカもわかっている。

　それはまだ理解できるが、自分の従妹にまであらぬ誤解をするとは。

「桐美原は、俺の妹の友達だった。ガキの頃からの知り合いだが、歳としも性別も違うんだ。そうそう接点はない」

「……まあ、信じるわ」

「そういう杏里こそ、どうなんだ？　従妹ならあいつのことをよく知ってるのか？」

「いえ、そこまででもないわ」

　杏里は、小さく首を振ふった。

「実際、会ったのはほんの数回よ。天ヶ崎家主しゆ催さいの新年会とかで」

「なるほどな」

　天ヶ崎家は、政財界で名を知られた名家だ。

　政治家や官かん僚りよう、企き業ぎようの経営者からスポーツ選手、学者まで数多くの人材がこの家から輩はい出しゆつされている。

　それだけの家となれば、親族を集めてのパーティなどという催もよおしもあるのだろう。

「む……」

　ジュカはつぶやく。突とつ如じよ、会場内が真っ暗になったのだ。

　開演のアナウンスが流れ、会場のボルテージが上がっていく。

　むろん、ジュカの心は冷めたままだった。

「みなさん、こんにちはーっ！」

　これまた突とつ然ぜん、キンキンと頭に響ひびく声が聞こえ、ステージがぱっと明るくなった。

　金色の髪かみを二つに結び、ひらひらで露ろ出しゆつ度どの高い衣い装しようをまとった少女がステージに走り込んでくる。

「桐美原いつきでーすっ！　ではでは、さっそくいくよーっ！」

　挨あい拶さつはそれだけで、アップテンポな音楽が流れてきた。

　ステージの裏からバックダンサーたちも飛び出してきて、桐美原いつきが軽かろやかに踊おどり出す。

　イントロはすぐに終わり、いつきは踊りながら歌い始めた。

「…………」

　ジュカは、彼らしくもなく「うわっ」と妙みような声を出しそうになった。

　ステージに現れた少女は、間ま違ちがいなく彼が知る桐美原いつきだった──

　最後に会ったのは二年ほど前。ジュカが中学二年生、いつきが中学一年生のとき。

　元々、いつきは子供っぽい顔つきだった。

　十三歳、中学一年生の時点でも小学校三、四年生くらいに見えた。

　今も、いつきの顔つきはそこまで変化していない。

　子供っぽさが抜ぬけきらないが、そこがアイドルとしていいのだろうか。

　変わったところといえば、ショートカットにしていた髪を伸のばし、ツインテールにした髪型くらいだ。

　もちろん、それだけでもジュカにとっては印象はだいぶ変わるが……。

「確かにいつきだわ。アイドルデビューしたなんて、うちのお父様はご存じなのかしら」

「……それも問題だな」

　仮にも天ヶ崎家の親族ともあろう者が、芸能活動などして問題にならないのか。

　もっとも、それはジュカにはまったく関係ないことだった。

　あっという間に一曲目が終わり──

「さて……そろそろ行くか」

「待って、ジュカ君。あなた、なにをするつもり？」

　杏里が、素す早ばやくジュカの手首を摑つかんできた。

「もちろん、ステージに乗り込んで桐美原を拘こう束そくする。すぐに片付く」

「最近、ちょっと変わった気がしたけど、あなた変わってない」

　杏里はじとっとした目をジュカに向けていた。

「いくらなんでも、この状じよう況きようでステージに上がるのは無茶」

「そうか。まあ、そうだな……」

　ジュカはこくりと頷うなずいた。

「桐美原も神器適性者だからな。ステージを終えて疲つかれたところを狙ねらったほうが、簡単に捕つかまえられるか」

「そういう意味ではなかったのだけど……」

　杏里は、不満そうな口ぶりだ。

　ジュカも、なんとなく彼女が言わんとしていることはわかったが、常識人ぶるつもりはなかった。

　手段を選ばないつもりならいくらでもあるのだが。

「ん……」

　ふと、ジュカは顔を上げた。

　既すでに、いつきのパフォーマンスには飽あきている。

　華はなやかな歌とダンスに、観客は盛り上がっているが、ジュカの心は美少女にもアイドルにも揺ゆれない。

　しかし、ステージには大きな変化が起きつつあった。

「あれは……結界？」

　杏里がつぶやいた。

　そう、彼女の言うとおり、ステージを包むようにドーム状の結界が張られている。

「なかなか強力な結界ね……」

　杏里が持つ神器〝断だん界かいの十じゆう字じ槍やり〟は結界を張る能力を持つ。

　その結界のエキスパートとも言うべき杏里が言うのだから、間違いないだろう。

「なぜ、ステージに結界なんだ？」

　杏里と同じタイプの神器を持つ適性者が結界を張っているのだろうが、どうしてこのタイミングなのか。

　別に、観客がステージになだれ込んでいるわけでもない。

「たぶん……アレでしょうね」

「ん……？」

　杏里が、ステージの袖そでを指差した。

　そこから、なにか黒いかたまりがのそりと出てくるところだった。

　同時に、バックダンサーたちが蜘蛛くもの子を散らすようにステージから出て行く。

「あれは……まさか……」

　ジュカは、ぼそりとつぶやいた。

　全長二メートルほど、まるで重戦車のような強きよう烈れつな存在感を放つ黒いかたまり。

　それは、どこかクワガタにも似ている。

　二本の角つのを持ち、左右六本の足をゆっくりと動かしていつきに近づいていく。

「小さいが……もしかして、カインズか？」

　沈ちん黙もくのカインズ──

　普ふ段だんは地中の霊れい脈みやくを霊れい体たいの形で漂ただよい、ごくまれに地上に飛び出して実体化する。

　ジュカの力の源となっている〝狂乱のアダム〟の細さい胞ぼうから生まれた怪かい物ぶつでもある。

　霊脈が集中している第６エデンでは、カインズの出現はそれほど稀まれではない。

　そして、カインズの撃げき滅めつは神器適性者の仕事なのだ。

　霊と肉の二重構造の肉体を持つカインズには、通常の武器は役に立たず、神器でなければダメージを与あたえられないからだ。

「はいはい、来ましたね。さー、みなさんやりますよ！」

　ステージにいるいつきは、微み塵じんも動どう揺ようしていない。

　もう手を伸ばせば届く距きよ離りにいるようなカインズに、優やさしい視線すら向けている。

「なにをしてるんだ、あいつは……！　小型でもカインズはカインズだぞ！」

　ジュカは、また彼らしくもなく動じていた。

　先日会ったベヒーモスは、ビルのような巨きよ体たいの持ち主だった。

　それに比べればクワガタ型は可愛かわいいものだが──いや、まったく可愛くないが、危険ではあるだろう。

　カインズは、見境なくひたすら破は壊かいの限りを尽つくす怪物なのだから。

「慌あわてないで、ジュカ君」

「そうはいくか。殺されるぞ」

　ジュカは、杏里に鋭するどく言った。

「あの結界はカインズをステージ内に閉じ込めるためのものでしょうけど、客もステージには上がれないわ。それに……あの子を見て」

「…………」

　ジュカは、言われるままに、あらためていつきを見た。

　いつきは──胸むな元もとに下げていた十じゆう字じ架かを手に持ち、掲かかげている。

「主を讃えよアレルヤ──」

　いつきの言葉に呼応して、十字架が輝かがやき出す。

「桐美原いつきの名において、神しん威いの行使を許し給たまえ」

　十字架の輝きは、まぶしいほどになり──

「来たれ、〝凍とう滅めつの妖よう刀とう〟〝爆ばく炎えんの魔銃マガン〟──」

　十字架が突如二つに割れ、それぞれがいつきの両手に収まった。

　輝くそれらが、じわじわと形を変えていき──

　いつきの右手に日本刀、左手に大型の自動拳けん銃じゆうが握にぎられていた。

　日本刀は鞘さやに収まっておらず、刃やいばが妖あやしい輝きを放っている。

　拳銃はデザートイーグルという実在の大型拳銃に似たタイプで、銃じゆう身しんは顔が映りそうなほど磨みがき上げられたシルバーだ。

「うおおおおっ、いつきちゃーんっ！」

　観客たちが、ひときわ高い歓かん声せいを上げる。

　この連中は、いつきの命の危機だとわかっているのか──

　ジュカは、舌打ちしつつ、いつでも駆かけ出せる体勢を取った。

　背徒の身体能力ならば、観客たちの間を強ごう引いんにすり抜けて、一いつ瞬しゆんでステージへ到とう達たつできる。

　結界も、杏里のものほど強力ではなさそうだ。

　その気になれば破ることは難しくないだろう。

「さーあ、悪い怪物を退治しちゃうぞ！」

　最高に頭の悪いことを言いつつ、いつきが両手に持った武器を掲げる。

　それと同時に、クワガタ型カインズが彼女に向かって飛びかかる。

　ほんの一メートルもない距離を、巨体が跳ちよう躍やくして小こ柄がらないつきにおおいかぶさった。

　──と見えたが、いつきはあっという間にカインズから距離を取って、ステージの一段高くなっているところに上がっていた。

「わー、怖こわい怖い。今夜のカインズは凶きよう暴ぼうだね！」

　いつきは軽い調子で言いつつ、拳銃の引き金を絞しぼった。

　ドン、ドンと鈍にぶい音とともにマズルフラッシュが輝き、二発の弾だん丸がんが放たれる。

　本物のデザートイーグルは男の腕力でも、片手で撃うてるような代しろ物ものではない。

　発はつ砲ぽう音と銃身の跳はね上がりを見る限り、爆炎の魔銃も相当な反動がありそうだが、いつきは平気な顔をしている。

「グアアアッ！」

　二発の弾丸は、カインズの胴どう体たい部に続けて命中した。

　かと思うと──

「ファイア！」

　いつきが叫さけんだのと同時に、命中した部分が炎をはき出しながら爆はぜた。

　カインズの巨体に、二つの風穴が空き、炎がごうごうと燃えている。

「ウオオオオオッ！」

　しかし、カインズは怯ひるまずに再びいつきに向かって駆け出した。

　そして、頭から生えている二本の角がいきなり伸びて、いつきの身体へ直進していく。

「うわっと！」

　いつきは軽く言うと、跳とび上がって空中でくるりと回転して角から逃のがれる。

　スカートが重力に引かれてめくれ上がってしまう。

「おおおおおおおっ！」

　観客たちが今までにない一体感を見せ、会場が震ふるえるほどの歓声が上がった。

　いつきの白い太ももがあらわになり、スカートの下──短いスパッツが見えている。

　下着が見えたわけでもないのに、観客たちのボルテージは最高潮に達したようだ。

「じー」

　杏里が突つき刺ささるような視線を向けてきている。

　あらぬ疑いをかけられているようだ。むろん、ジュカはいつきのスカートの中に興味はない。

「ふっ！」

　いつきは着地すると、日本刀の切っ先をステージの床ゆかにこすりつつ走り出した。

　その後ろを、カインズが脚あしをちょこまかと動かして素早く追いかけていく。

「あれは……」

　ジュカは、すぐに異常に気づいた。

　日本刀がこすった軌き跡せきに、白いもやのようなものがかかっている。

　その軌跡をなぞるように走っていたカインズが──

「凍こおってる……？」

　杏里が、小さく首を傾かしげている。

　彼女が言ったとおり、カインズの脚から胴体までが白く凍りついていた。

　カインズは、氷に搦からめ捕られるようにして身動きできなくなってしまう。

「なるほどな……」

　ジュカは、納なつ得とくする。

　いつきの神器のうち、拳銃は撃ち込んだ弾たまを爆ばく発はつ炎えん上じようさせる能力。

　日本刀は、触ふれたところを凍らせ、そこに接せつ触しよくした対象をも凍らせてしまうようだ。

「というわけで、バイバーイ！」

　いつきは可愛く言って、まるで映画のように拳銃を斜ななめに構えて一発撃った。

　その銃じゆう弾だんはカインズの頭部らしきところに当たって──再び爆発、炎上する。

　カインズの頭は綺き麗れいに吹ふき飛び、すぐに肉体が崩ほう壊かいし始める。

「……ずいぶんとあっさり仕留めたな」

「わたしもあれくらい軽い」

「杏里は特別だろう」

　ジュカは、やや呆あきれつつ言った。

　杏里は、優ゆう秀しゆうな神器適性者だ。

　ジュカは、彼女がもっと巨きよ大だいなカインズを一いち撃げきで葬ほうむるところを目もく撃げきしている。

「まったく性質の違ちがう能力を二つ持っているというのは便利ね。パフォーマンスのために少し遊んだんでしょうけど、最初にカインズを凍らせてしまえば、あとはあの銃で簡単にトドメが刺せたはず」

「だろうな」

　ジュカは頷うなずき、警けい戒かい態勢を解いた。

　神器には様々な能力がある。中には大して役に立たない能力もあるだろう。

　いつきは能力を二つ持っている上に、さっき杏里が言ったとおりの使い方をすれば相手をたやすく完かん封ぷうできる。

　身のこなしを見る限り、基き礎そ的な戦せん闘とう能力もありそうだ。

　かなり戦闘に特化した神器適性者といえるだろう。

「それにしても……」

「ええ、コロシアムのグラディエーターって感じね」

「悪あく趣しゆ味みな見み世せ物ものだな」

　神器アイドル、というものがなんなのか、おぼろげに理解はできた。

　要するに、歌って踊おどれる神器適性者によるバトルを演じる、ということらしい。

　だが、悪趣味だと思っているのは、ジュカと杏里だけのようだ。

　周りはおおいに盛り上がっている。

「盛り上がってはいるが、それだけのためにいつきは命いのち懸がけのパフォーマンスをしているのか……？」

「神器適性者のアピールをしているのかも」

　杏里は、さらりと答えた。

「なんのためにだ？」

「神器適性者を集めるため。正確には、その候補者を。アイドルっていうキャッチーな存在を使って宣伝することで、いつきに憧あこがれた人が神器アイドルを目指すかもしれないわ」

「神器適性者のなり手なんていくらでもいるんじゃないのか？」

「訓練は厳しい。神器を扱あつかえるようになれば得られるものも多いけど、誰だれでも使えるようになるわけじゃないわ。恐おそれる人も多いと思う」

「神器適性者のイメージを変えよう、という戦略か」

　この第６エデンの支配者であり、神器適性者を育成しているのはＳＯＧという組織だ。

　神魔に絶対的忠誠を尽つくす人間たちで構成されている。

　咲耶もつい数日前まではＳＯＧのメンバーだった。

　強大な戦力である神器覚醒者を抱かかえていることからわかるように、ＳＯＧは武力集団でもある。

　そこに危険さを感じる人間も少なくないだろう。

　そのイメージを変えるための〝神器アイドル〟、というところか。

「いつきの人気が上がれば、適性者候補も増えるかもしれない。悪い手ではないでしょう。売れれば単純にお金も儲もうかるし。ＳＯＧにも活動資金は必要なのよ」

「まあ、いくら忠誠を尽くしても神魔が金をくれるわけじゃないだろうしな」

　もし可能でも、神魔が勝手に金銭をバラまけば経済のバランスが崩くずれてしまう。

　回りくどくはあるが、〝神器アイドル〟の売り出しは少なくとも損にはなっていない。

「ん……？」

　ふと、ジュカはまた異常に気づいた。

　ステージ左右の袖そでから、さっきと同じカインズが次々に現れる。

　その数は、七体。

　三体ほどは、さっきいつきが仕留めた個体よりも大きい。

「はいはい、どんどん行ってみようか！」

　だが、ステージ上のいつきは気にした様子もなく、再び日本刀と拳けん銃じゆうを構える。

　音楽が流れ始め、いつきはリズムに乗って軽かろやかに、舞まうように戦う。

　拳銃を撃ち、カインズを爆発炎上させ、凍らせて拘こう束そくする。

「よっと！」

　スカートをひらひらと揺ゆらしつつ、日本刀を一いつ閃せんさせてカインズを両断してしまう。

　斬きられたカインズは、全身が完全に凍り──すぐに粉々に砕くだけ散った。

　あっという間に、いつきは六体のカインズを葬り──

「はい、ラスト！」

　いつきは笑えみさえ浮うかべて拳銃の銃じゆう口こうを最後のカインズに向けて。

　そこで、ぴたりと動きを止めた。

　それは、奇き跡せきとも言うべきことかもしれない。

　たまたま、いつきが銃口を向けた先──その射線の向こうに、ジュカの顔があったのだ。

　数千人の観客の中、たった一人──ジュカといつきの視線が絡み合ってしまう。

「…………っ！」

　ジュカの視力は、いつきが目を大きく見開き、息を吞のむ姿を捉とらえていた。

　今まさに引き金を絞ろうとしていた指の動きが止まるところも。

「はうっ！」

　いつきが悲鳴を上げる。

　一いつ瞬しゆんの油断を、カインズは見み逃のがさなかった。

　いつきの小さな顔を串くし刺ざしにしようと、二本の角つのを伸のばす。

　かろうじて、いつきは身体からだをひねり、続けて三発撃った。

　しかし、弾丸はあらぬ方向に逸それ、ステージを包む結界にぶつかって爆発する。

「うっ……！」

　いつきは角はかわしたものの、体勢を崩してしまう。

　そのときには、カインズは既すでに次の行動を起こしていた。

　すなわち、全速で直進しての体当たりだ。

　あまりに直接的すぎる攻こう撃げきだが、カインズの重量はおそらく百キロを超こえている。

　直ちよく撃げきすれば、よくて重傷──悪ければ潰つぶされて即そく死しだ。

「いつき……！」

　瞬しゆん時じに、ジュカの身体が蒼あおと翠みどりの光を発する。

　両りよう膝ひざを軽く曲げ、客席から弾はじかれたように飛び出す。

　ステージまでの距きよ離りは三十メートルほど。

　ジュカは一度のジャンプでその距離を飛び越こえた。

　狂乱のアダム──神魔を数千体倒たおしたという怪かい物ぶつの力をジュカはダウンロードしており、その身体能力は背徒の限界を超えている。

　跳ちよう躍やくしつつ、ジュカは右手を広げ──そこから刃やいばが飛び出す。

　逆ゲキ牙ガ──背徒がみずからの魂たましいから生み出す武器である。

　神器と同じく、霊れい体たいを断たつことも可能だ。

　たいていは剣けんの形を取っており、ジュカの逆牙も例外ではない。

　飾かざり気けのない無骨な柄つかに、鏡のように曇くもりのない銀色の巨大な刃。

　右手に握にぎった両りよう刃ばの長ちよう剣けんの名は〝斬ざん神しん絶ぜつ魔ま〟という。

「うおおっ！」

　ジュカは斬神絶魔を一閃させ、結界を斬り破る。

　パリンとガラスが割れるような音とともに結界が破れ、ジュカはステージへと着地する。

　着地と同時にジュカは斬神絶魔を振ふるい、一刀でカインズを両断する。

「グアアアッ！」

　カインズは悲鳴を上げ、霊体と肉体を同時に切断されて消しよう滅めつしていく。

　その消えていくカインズのそばに──いつきがぺたりと座り込んでいた。

　彼女の目は、まっすぐにジュカを見つめていて──

「せん……ぱい……？」

「池袋、第三公園。待ってる」

　ジュカは短く言うと、再びアダムの力を発動させて跳躍した。

　あっという間に会場の非常口に達すると、そこにいた警備スタッフを押しのけて飛び出す。

　走りながら、ジュカはいつきの視線を思い出していた。

　あの視線に込こめられていたのは驚おどろきと──恐きよう怖ふ。

　なぜ、ここにいるのか──と、いつきの視線は語っていた。

　エデン・ゼロとともに海に消えたはずの男が突とつ然ぜん現れた。

　いるはずのないものが、目の前にいる。

　それは、きっと彼女にとっては恐ろしいことだったのだろう──







「ジュカ君は、あっさり人を置き去りにするのね」

「……まだ言ってるのか」

　ジュカは、隣となりに立つ杏里に目を向ける。

　池袋の第三公園。

　遊具は滑すべり台だいがある程度だが、そこそこ広い。

　二人は、その中央あたりにある木のそばに立っていた。

　ジュカは以前、咲耶と一いつ緒しよにこの公園に来たことがあった。

　そのときと同じく、あちこちでカップルがイチャついている気配がする。

　時間は夜の十時を過ぎたところだが、ずいぶんと盛り上がっているカップルもいるらしく、妙みような声が聞こえてくる。

　もちろん、ジュカは杏里とイチャつくためにここに来たのではない。

「ライブも中止になったんだし、問題はないだろう。ちゃんと出口の近くで待ってたしな」

「やるならやると言ってからにしてくれないかしら」

「一刻を争う状じよう況きようだっただろう」

　当然、さきほどジュカがステージに飛び出していつきを救ったときの話だ。

「ふーん。あなたにしては、ずいぶん慌あわててたと思ったけど」

「……桐美原に死なれたら困るだろう。場合によっては、イヴのかけらが失われる」

　イヴのかけらは、所有者が死ぬとどこかへ飛び出して行ってしまう。

　どこへ飛び去ったかは、神魔ですら追つい跡せきしきれないのだ。

「噓うそっぽいわね。いつきを助けたくて必死に見えた」

「……気のせいだ」

　ジュカにとっては、桐美原いつきはよく見知った人間だ。

　背徒が神魔を殺すことだけを目的としているといっても、感情がないわけではない。

　確かに、イヴのかけらを確保する以上の感情が働いていたことは否定しきれなかった。

　だが、なんとなくそれは認めたくなかった。

「別に責めてるわけじゃないわ」

　杏里は、わずかに微笑ほほえんで言った。

「わたしの従妹いとこを助けてくれてありがとう」

「……どういたしまして」

　間ま違ちがいなく責めているように聞こえたが、冗じよう談だんだったらしい。

　杏里は真顔で冗談を言うので、大変にわかりにくい。

「と、来たみたいよ」

　杏里は視線を公園の入り口に向けた。

　そこに一台のワゴン車が停とまり、女の子が降りてきた。

　女の子はセーラー服姿で、白いマスクをつけている。

　彼女は振り向いてワゴン車の中に向かってなにか言ってから、ジュカたちのほうへと駆かけ寄って来た。

「……って、え？　あれ？　杏里……お姉ちゃん？」

「久しぶり、いつき」

　杏里は無表情で軽く手を上げた。

　もちろん、現れたのは桐美原いつきだ。

　マスクをつけているのは、一応芸能人だから顔を隠かくしているのだろう。

「え？　え？　どういうこと？」

「不思議なことはないでしょう。わたしも第６エデンに住んでることくらい、知ってるはずよ」

「そ、そうだけど……」

　いつきはぱちぱちと瞬まばたきしている。

「そうじゃなくて、なんで先せん輩ぱいと一緒にいるの？」

「彼とは付き合いがあるからよ。主に身体の付き合いだけど」

「ええぇっ!?」

　いつきは、その場でぴょんと跳とび上がった。

「あのな、杏里……冗談はほどほどにしろ」

「噓は言ってないわ」

「ちょ、ちょっと！　あたし、まーったく話についていけないんだけど!?」

「あまり騒さわぐな、桐美原。周りがびっくりしてる」

　ジュカは片手を上げて、いつきを制した。

　何組かのカップルが公園を出て行くのが見えた。

　せっかくのいいムードを、いつきの大声で台無しにされたからだろう。

　ジュカがここを選んだのは、人に見とがめられずに話ができるからと思ったのだが、間違いだったかもしれない。

「そ、そうだね。えーと、杏里お姉ちゃんは……」

「ああ、わたしはあなたに挨あい拶さつしておこうと思っただけだから。その辺にいるわ。話が終わったら教えて」

　杏里はそう言うと、数メートル離はなれたところのベンチに座った。

　スマホを取り出して、いじり始める。

　本当に、話に加わるつもりはないらしい。

「……相変わらずマイペースだね、杏里お姉ちゃんは」

「おまえが、天ヶ崎家の親しん戚せきなんて知らなかった」

　ジュカは、ぼそりと言った。

「関係ないよ。あたしの伯母おばさんが玉たまの輿こしで天ヶ崎家にお嫁よめに行っただけだし」

「そうか……」

「だいたい、先輩はあたしのことなんか興味なかったでしょ」

　いつきは、ジュカの顔を覗のぞき込みながらにやりと笑う。

「まあ、そのとおりだな」

「認めるんだ！　先輩こそ相変わらずだよ！　全然変わってない！」

「おまえも騒がしいな、桐美原」

「きりみはらぁー？　なんだよ、その呼び方。前みたいに、いつきでいいよ。偉えらそうにそう呼べばいいじゃん。あたしも──」

「もう、俺は前の名前は捨てた。今は、冴木ジュカだ」

「さえき……じゅか？」

　いつきは、きょとんとしている。

　背徒は、ジュカに限らずに背徒になる前の名前を捨てる。

　ジュカもトーコも、七つの大罪と呼ばれる最強の背徒の一人であるハルも本名ではない。

「なんか、わけのわかんないことになってるんだね」

「おまえも、神器適性者なら知ってるんじゃないか？　俺は背徒だ」

「…………！」

　いつきは、びくりと身体からだを強こわ張ばらせた。

　その反応を見るに、やはり背徒のことを知っているらしい。

　杏里は背徒のことは知らなかったが、おそらくいつきはＳＯＧとも深く関かかわっている。

　背徒と敵対する組織の一員ならば、知っていて当然だろう。

「さっきの変な武器は──逆牙ってやつ？」

「ああ」

「本当に……わけのわかんないことになってるんだね」

　いつきは、少しだけ顔を伏ふせて──

　いきなり、飛びつくようにしてジュカに抱だきついた。

「…………!?」

「……先輩、先輩生きてたんだね」

「なにを……今さらなにを言ってるんだ？」

　ジュカは、いつきの柔やわらかさを胸に感じつつ言った。

「さっき、本当にびっくりしたんだよ。だって……エデン・ゼロの人たちはみんな死んだって聞いてたから……」
















「……幽ゆう霊れいじゃない」

　ジュカは、なんとかそれだけ言った。

　いつきが驚くのも無理はない──いや、幽霊だと思われても不思議はない。

　エデン・ゼロは神魔が聖装兵器エクスカリバーで破は壊かいし、完全に海に沈しずんだのだ。

　ジュカも後で知ったことだが、エデン・ゼロが存在していた海域で、日本をはじめとするいくつかの国によって合同で調査が行われたらしい。

　調査結果は、生存者なし。

　エデン・ゼロは崩ほう壊かいし、いくつかの漂ひよう流りゆう物が太平洋側の海岸に流れ着いたほかは、跡あと形かたも残さずに海に沈んだ。

　ジュカは、エデン・ゼロの崩壊を目まの当たりにしている。

　彼も自分以外にあの崩壊で生き残れた人間がいるとは、とても思えなかった。

「……あーちゃん」

「…………」

「先輩、あーちゃんは……」

「死んだ」

　ジュカは、顔を埋うずめたままの質問に即そく答とうした。

　あーちゃん、というのはジュカの妹のあだ名だ。

　名前の一部を取ったもので、そんな風に呼んでいるのはいつきだけだった。

「死ん……だ……」

　いつきは、ゆっくりとジュカの顔に埋めていた顔を離し、一歩後ろに下がる。

「ゼロが消えたときに……？」

「ああ」

　またもや、ジュカは即そく座ざに答えた。

　ジュカの妹が死んだのは、正確にはエデン・ゼロが沈んだときではない。

　妹は、ジュカの幼なじみだった紅べに河かわ朱しゆ奈なに魂たましいを食われて死んだ。

　神魔は、人の魂──特に美しい少女の魂を好んで食くらうのだ。

　妹は朱奈に魂を食われ、その身に宿していたイヴのかけらが飛び出し──そのかけらを消すために、朱奈はエクスカリバーを使ったのだ。

　朱奈は、エデン・ゼロを滅ほろぼすつもりはなかったらしい。

　いわば、イヴのかけらを消しよう滅めつさせるついでにエデン・ゼロは壊かい滅めつさせられたのだ。

　だが、そこまでいつきに説明する必要はないだろう。

　いつきも、朱奈のことは知っている。

　ジュカだけではなく、妹にとっても朱奈は幼なじみだった。

　その妹を通して、いつきも朱奈とは面識があったのだ。

　ただでさえ、いつきには妹の死は大きなショックだろう。

　殺したのが朱奈だと知れば、余計にショックを与あたえてしまうことになる。

「そう……か。あーちゃんは、やっぱり死んじゃったんだ……」

　いつきの肩かたが小刻みに震ふるえている。

　ジュカの妹の死を、もちろんいつきも知っていたはずだ。

　少なくとも、都市が全ぜん滅めつしたという調査結果を疑う理由などなかっただろうから。

「……先輩は」

「…………？」

　いつきが顔を上げ、ジュカの目を見つめてきた。

　彼女の瞳ひとみには、わずかに涙なみだが浮うかんでいる。

「先輩は、どうして生きてるの？」

「言っただろう、俺は背徒だ。そう簡単には死なない」

　それも、噓うそではないが正確ではなかった。

　確かにエデン・ゼロが沈むときに背徒として覚かく醒せいしたが、彼が脱だつ出しゆつに成功したのは──どういうわけか、紅河朱奈が彼に脱出ルートをつくったからだ。

　だが、それもまた説明しても意味のないことだ。

　そもそも、ジュカにも朱奈の行動は理解できないのだから。

「あ、は……」

「いつき？」

「あは、あはははははははははははははっ！」

　突とつ然ぜん、いつきが狂くるったように笑い出した。

「いつき、なにを笑ってる……？」

「あははっ、あははははははっ、いやー、もう……笑うしかないよ、先輩」

「なにを言ってるんだ？」

「先輩こそ、なにをしてたんだよ」

　いつきは、笑え顔がおのままで言った。

「あーちゃんは死んだのに、先輩がのうのうと生きてるって。こんなのもう、笑うしかないよ。先輩、よく生きてるね」

「…………」

「ううん、一人でも生きてたことはきっといいことなんだろうね。あたしも嬉うれしいよ。それが……あなたでなければね」

「……おまえがどう思おうが自由だ」

　桐美原いつきは、妹の親友だった。

　エデン・ゼロに住んでいた頃ころはしょっちゅうジュカの家に遊びに来ていた。

　友人というより、仲のいい姉し妹まいのように思えたものだ。

　ジュカが記き憶おくしている限り、妹はいつきがエデン・ゼロを去ったあとも毎日のように電話やメールで話していた。

　妹の死が、いつきにとってどれだけの衝しよう撃げきだったか想像することも難しい。

「いつき、あなたなんてことを……！」

　不意に、杏里が厳しい顔でつかつかと近づいてきた。

「なに、杏里お姉ちゃん。先せん輩ぱいは自由だって言ってるよ」

「彼はそう言うに決まってるでしょう。妹さんが亡なくなって、誰だれが一番苦しんだか──」

「そんなの、あたしの知ったことじゃないよ！」

　無表情で怒りを見せる杏里にも怯ひるまず、いつきは素す早ばやく言い返した。

「先輩は──この人は、あーちゃんを助けもせずに自分だけ！　どうして、あーちゃんが死ななきゃいけなかったんだよ！」

「エデン・ゼロは神魔の攻こう撃げきで海に沈んだのよ。助けるなんて──」

「それでもあたしは、あーちゃんに生きていてほしかった！」

　いつきは鋭するどく言うと、踵きびすを返して──

　歩き去ろうとして、ぴたりと足を止めた。

　なんだろう、とジュカは不思議に思った。

　別に、彼としては言い返したいことはなにもない。

　いつきの言い分はだいたい正しい。

　まったくもっていつきの言うとおりで、なぜ妹が死んで自分が生き残ってしまったのか。

　生き残ったからこそ復ふく讐しゆうができるのだが、それも自分が死んでいれば必要のないことだった。

　いつきに訊ききたいことは、いくらでもある。

　ただ、今日のところはあきらめるしかないと思っていたのだが。

　なぜ、いつきは立ち止まっているのか。

「いつき？」

《仕方ありませんね》

「…………！」

　ジュカと杏里が同時に反応する。

　いつきが、彼女の声で──彼女ではない者の言葉を語った。

　ジュカの左目がずきずきと痛み始める。

　イヴのかけらに反応する──〝アダムの左ひだり眼め〟の能力のせいだ。

《私は、黄おう金ごんのイヴ……》

　振ふり向いたいつきは、わずかに金色の光を放っていた。

　これまでにも二度──いや、ジュカは三度同じ存在を目もく撃げきしている。

　妹に宿っていた〝紅こう玉ぎよくのイヴ〟、杏里の〝蒼そう穹きゆうのイヴ〟、それに咲耶の〝翠すい緑りよくのイヴ〟。

「いつき、おまえはやはり……」

　いつきがイヴのかけらを宿している可能性があるからこそ、ジュカも彼女に接せつ触しよくを図はかったのだが。

　まさか、こうもあっさりとイヴが現れるとは──

《そちらの方には蒼穹のイヴが宿っているのですね。それに、あなた──紅玉のイヴのかけらがわずかに宿っているのですか》

「なぜ、なにもしていないのにイヴのかけらが……？」

　ジュカの妹と杏里のときは、彼女たちの魂が神魔によって引きずり出されたときに、イヴのかけらが姿を現した。

　咲耶は長く彼女の心を縛しばっていた兄から解放されると、イヴが覚醒した。

　かけらの所有者によって、覚醒のパターンは違ちがうらしいが……。

《いつきは、私との同調が上手うまくいかなかったのです。そちらのイヴは、上手く少女の魂と同調しているようですけど》

「わたし？」

　杏里が首を傾かしげている。

《私たちイヴは、存在を神魔に探知されないために少女の魂に潜ひそんでいます。普ふ段だんは、ほぼ少女の魂と同化しているのです。ですが、私はいつきの魂と相あい性しようがよくないらしく、わずかなズレがあります。なんとか気配だけは消せていますが……》

「そのズレのせいで、あんたはさっさと覚醒したということか」

《はい。それに、そのズレで、魂が二つあるとＳＯＧに判定されたようです》

「なるほどな……」

　どうも、ジュカにはいつきの能力は強力すぎたようにも思えた。

　神器にイヴの能力がプラスされているのだとしたら、ありえないことではない。

「いや、そんなことはいい。黄金のイヴ。おまえが出てきたなら、話は早い」

《残念ですが、私はあなたに力を貸すことはできません》

　イヴは、ジュカの言葉を先読みしたかのように言った。

《私がこうして話せているのは、ズレのおかげです。まだ完全に覚醒したわけではありません》

「だが、おまえは表に出ている。今はまだ見つかっていなくても、神魔やＳＯＧに存在を探知されるのは時間の問題だ」

　なにより、いつきは神器アイドルとして活動している。

　まだ知名度は低いが、ＳＯＧのバックアップがあるなら、いずれ人気が出てしまうだろう。

　有名になればなるほど、いつきの正体──イヴのことまで神魔に知られる可能性が高くなる。

「神魔にバレれば、イヴのかけらは消される。エデン・ゼロでのことを知ってるなら、それはわかるだろう」

《いつきも、どうなるか私には保証できません》

「だから、俺がいつきとおまえを保護する。もう、二人いるからな。三人になるのも同じだ」

「そういう扱あつかいは微び妙みようだけど」

　杏里が、嫌いやそうにつぶやいた。

《私は、いえ──私たちは少女たちの身体からだを借りています。優先されるべきは、少女たちの意思なのです。いつきの気持ちが、私の気持ちです》

「いつきが……俺を拒きよ絶ぜつするなら、おまえもってことか」

　黄金のイヴは、こくりと頷うなずく。

《少し長く表に出すぎました。これ以上は危険です》

「待て。最後に一つ」

《なんでしょうか》

「もし、いつきが俺に協力するなら？」

《……あなたに努力が必要ですよ》

「わかってる」

　ジュカが頷くと、黄金のイヴは少しだけ黙だまり込んで──

　彼女も、こくりと頷いた。

《では──また会えることを祈いのっておきます》

「神も祈るのか？」

《私たちは、神の座を追われたのですよ》

　そう言うと、がくりと黄金のイヴ──いつきの身体がふらりとよろめいた。

「…………っ」

　ジュカはとっさにいつきの身体を支える。

　黄金のイヴが意識を閉じ、いつきの意識もまだ眠ねむったままのようだ。

「……やっぱり、いつきには甘いわね」

「イヴを宿した身体だ。ケガでもされたら困るだけだ」

　ジュカは、杏里に答えた。

　それもまた本心ではあるが、やはり自分でもいつきを気にしすぎていると思った。

　あるいは、非ひ業ごうの死を遂とげた妹への贖しよく罪ざいなのかもしれない。

　いつきを大切にすることで、妹を守れなかった後こう悔かいを少しでも消そうとしている。

　いや、いつきだけではない。

　妹と同じ、イヴのかけらの所有者たちを守ることは、あくまで自分の心を慰なぐさめるためなのかもしれない。

　いつきの責める声が、今もジュカの頭に響ひびいている。

　復讐の日々の始まりは、故郷が崩ほう壊かいしたあの日──

　妹を死なせるという罪を犯おかしてしまったことが。

　いつきだけでなく、イヴのかけらの少女たちの運命も狂くるわせてしまっているのだ──
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「ふむふむ、なるほど、なるほどー」

　トーコはこくこくと頷いた。

　桐きり美み原はらいつきのライブの翌日。

　放課後になり、ジュカは昨日あったことをトーコに説明していた。

　別にジュカはトーコの部下ではないので報告の義務などない。

　だが、いつきのことを調べてもらい、チケットを取ってくれたという借りがある。

「ライブが中止になってしまって残念でしたが、そんなことがあったんですねっ」

「おまえ、やっぱりライブに潜もぐり込んでたんだな……」

「私は、どこにでも潜せん入にゆうできますからっ」

　トーコは嬉うれしそうに言った。

　彼女は、ジュカも気づかない間に同じクラスに転入していたこともあった。

　目立つ外見でありながら、ステルス性能の高い少女なのだ。

「……ここも勝手に侵しん入にゆうしてるわけだしな」

　ジュカは、周りを見た。

　ここは、聖せい十じゆう字じ学園にある屋内プールだ。

　トーコは、プールサイドになぜか置かれているデッキチェアに偉えらそうに横になっている。

　しかも、水着姿だ。

　白のビキニで、下は可愛かわいらしいフリルがついたスカートのようなものをはいている。

「嫌ですねっ、ちゃんと学園の許可は取りましたよ」

「絶対に噓うそだろう……」

　水泳部員でもないトーコに使用許可が下りるわけがない。

　もっとも、ジュカとしても人に聞かれないほうが都合がいいので、貸し切り状態のプールはロケーションとしては悪くない。

「まあまあ、細かいことは気にせずに。でも、ちょっと予想外の状じよう況きようですねっ」

「そうだな、いつきがそう簡単に協力してくれるとは思わなかったが……」

「ていうか、杏あん里りさんや咲さく耶やさんみたいに、ジュカさんが適当にいつきさんをだまくらかしてモノにすれば、それで終しゆう了りようと思いますけどね」

「人聞きの悪いことを……」

　別に、ジュカは杏里と咲耶を騙だましたわけではない。

「まったく、ジュカさんってば照れ屋さんなんですから。私は褒ほめてますよ？」

「そうは聞こえない。というより、おまえに褒められても裏があるようにしか思えない」

「人聞きが悪いこと言ってるのは、ジュカさんもですよ。もー、怒おこりました。ジュカさんには罰ばつとして日焼け止めを塗ぬってもらいますっ！」

　トーコはそう言うと、くるりとうつぶせになって、ビキニの紐ひもを外し、背中を剝むき出だしにする。

　トーコの豊かな乳ち房ぶさが、デッキチェアとの間でぐにゃりと潰つぶれている。

「屋内で日焼け止めはいらないだろう。だいたい、トーコはツラの皮も厚いし、脂し肪ぼうも多いんだし、真夏の外でも不要なはずだ」

「わー、女の子を正面から傷つけてきますねっ。そういうところ、好きですよ」

「バカか」

「罰だから、必要かどうかは関係ないんですよっ。それに、ジュカさんには貸しがあるはずです」

「……ちっ」

　トーコからの借りなど踏ふみ倒たおしても心は痛まないが、彼女が有能なのは事実である。

　本業はジュカの監かん視しではあるものの、イヴ探しへの協力も厭いとわないようだ。

　今後のことを考えれば、トーコと友好的に付き合っておく必要はある。

「あ、日焼け止めはこちらにございます」

　トーコは、デッキチェアの横に置かれたテーブルを指差した。

　缶かんジュースの隣となりに、小さなビンがあった。

　ジュカはできるだけ不ふ機き嫌げんな顔を見せないように、ビンを手に取って、中の液体をてのひらに軽く注いだ。

「あんっ」

　ジュカがトーコの背中に軽く手をのせると、わざとらしい嬌きよう声せいが響いた。

「さすが、美少女を二人はべらせてるだけあって、慣れた手つきですねっ」

「……まあな」

　ジュカは、面めん倒どうになって突つっ込まなかった。

　ただひたすら、奴ど隷れいのようにトーコの背中に日焼け止めを塗っていく。

「あ、んっ、ああっ……ジュカさんっ……凄すごいっ……」

「…………」

　ジュカは、逆ゲキ牙ガで心臓を貫つらぬいてやりたい衝しよう動どうに、必死に抗あらがう。

「はああ……素す敵てきです、ジュカさん……」

「これ、いつまで続けるんだ？」

「まだ背中だけじゃないですか……。前も下のほうも残ってますっ」

「バカを言うな」

「いえいえー。貸しを返してもらってるんですから、どんなバカなことだろうと、エロなことだろうとっ」

「トーコっ！」

　突とつ然ぜん、プールに甲かん高だかい声が響いた。

　ジュカが振ふり向くと、プールの入り口に一人の少女が立っている。

　燃えるような赤い髪かみを伸のばし、頭の左右にリボンを結んだ少女だ。

　異様に布面積の少ない、青と白のボーダー柄がらのビキニを着ている。

「あんたが水着を用意するって、なによこれ！　胸とか半分くらい見えちゃって──って、ルーキー!?　なんであんたまでいるの!?」

「ハルか」

　赤い髪の少女は、ハル。

　背徒ハイトの頂点に立つ、七つの大罪の一人──〝憤ふん怒ぬ〟の称しよう号ごうを持つ。

　ジュカと同い年の十七歳だが、背徒としての力量ははるかに上だ。

「ハルか、じゃないでしょ。あんたまでいるなんて、聞いてないわよ！」

「あははっ、言いませんでしたからっ」

　トーコが、チェアに横になったまま笑う。

「こ、こいつ……」

　ハルはトーコを睨にらみつつ、二つのふくらみがほとんど見えているビキニの胸むな元もとを隠かくしながら後ずさる。

「まあ、こっちへ来てください。それとも、最強の七つの大罪ともあろう者が、ヒラの背徒の私たち二人から逃にげます？」

「くっ……べ、別にルーキーごときに見られてもどうってことないしね！」

　そう言いつつ、ハルは胸を隠す手は外さずに、つかつかと近づいてくる。

　ずいぶんと安い挑ちよう発はつに乗っているが、最強の背徒がこんなことでいいのか、ジュカには大いに疑問だった。

「ていうか、あんたらなにしてんのよ。なんでプールで日焼け止め？」

「こいつの、いつもの悪ふざけだ」

　ジュカは、トーコの背中から手を離はなして一歩下がった。

「実は、いいところだったんです。ハルさん、来るの早いですよっ」

「知るか。で、なんなのよ」

「ハルさんにも、たまにはリラックスしてもらおうと思いまして」

「は？　なによ、それ。別にあたし、疲つかれてないわよ」

　ハルは、左手を腰こしに当てて偉そうに言う。

「そうですかね？　なんか最近毎日、夜中に第６エデンをうろうろしてるみたいじゃないですか」

「……なんのことかしら」

　ハルは噓が苦手なようだ。

「あの人を捜さがしてるんでしょ？　ダメですよ、あまり無茶をしたら」

「あんたには関係ないわ」

　ハルは、トーコをキツい目で睨みつける。

　ジュカも、すぐに「あの人」の意味を察した。

　先日のベヒーモスの大暴れの裏にいた、サリエールという上級神しん魔ま。

　ハルは、どうやらサリエールと浅からぬ因いん縁ねんを持つらしい。

　彼女のサリエールへの殺意と憎ぞう悪おは、相当に深いもののようだ。

　その憎にくい相手が、この第６エデンにいるのだ。

　ハルがサリエールを求めて、夜な夜な徘はい徊かいしてしまうのも無理はない。

「関係はないですけどねっ。私、ハルさん好きですから。あんな化け物とケンカしてほしくないんですよ」

「う、うるさいわね。あんたに好かれても嬉しくないわよ」

　ハルは、異様なほど早口で言った。

　正面から好きだなどと言われて、照れているようだ。

「それに、別にサリエールをすぐにどうこうしようとは思ってないわよ。条件が整わなきゃ、あいつとやり合うのは厳しいからね」

「…………」

　ジュカは、その「条件」の意味もわかっている。

　ハルもサリエールも、みずからの力に制限をかけているらしい。

　二人とも戦せん闘とう能力が高すぎるあまり、もし全力で戦えば周囲もタダでは済まないからだ。

　ハルとサリエールが正面から衝しよう突とつすれば、街を丸ごと巻き添ぞえで消しよう滅めつさせるかもしれない。

　背徒も神魔も、それは避さけたいと思っている。両者とも、第６エデンを破は壊かいするつもりはないのだ。

「だから、別にトーコに気き遣づかわれるいわれはないの。用がそれだけなら帰るわよ」

「ああん、待ってくださいよ」

　トーコは甘えた声を出す。

「実は他ほかにも用があるんですよ。えーと……よいせっ」

　トーコは水着の紐を結び直し、むくりと身体からだを起こす。

「ハルさん、ちょいとお耳を拝借」

「なんなのよ。普ふ通つうに言えばいいのに……」

　ぶつぶつ言いつつ、ハルはトーコの口元に耳を寄せる。

　かと思えば──

「え……？」

　突然、ハルががくりと両りよう膝ひざをつき、トーコのデッキチェアにもたれかかるような体勢になる。

「ちょっ……な、なにこれ……？」

「いえーい。ハルさん、マジちょろいですねっ」

　いつの間にか、トーコの手に三本の刃やいばがついた奇き妙みようなナイフが握にぎられていた。

　三頭の蛇トライ・エツジ──トーコの逆牙である。

　ジュカも最近になって聞いたのだが、三頭の蛇には〝毒〟の能力があるらしい。

　刃の内部から毒を染しみ出させ、斬きりつけることで相手に流し込む。

　その毒はいくつも種類があり、神経を麻ま痺ひさせるものから、巨きよ体たいを持つカインズをも一いち撃げきで即そく死しさせる猛もう毒どくまであるそうだ。

「トーコ、おまえなにしてるんだ……？」

「ふふふ、ジュカさん。それはこれからのお楽しみですよっ」

　トーコは、にやりと笑うとハルの身体をデッキチェアに横たわらせた。

「こら……あんた。なに企たくらんでんの……よ」

「まずは、お話をしましょ。ああ、ご安心を。死ぬような毒じゃありませんから。ハルささんなら、一時間もあれば動けるようになりますよっ」

「だから、いったいなんのために……」

　ハルは全身が麻痺しているようだが、口だけは動くようだ。

「まあまあ。昨日のことを説明しましょう。新しいフラグメント──イヴのかけらの所有者を見つけたんです」

「……前に聞いた、桐美原いつきって女のこと？」

「ですですっ」

　トーコが、嬉うれしそうにぽんぽんとハルの肩かたを叩たたく。

　それから、昨日あったことを一通り説明する。

「……話はわかったわよ。でも、なんであたしが毒を盛られるのかさっぱりわからないんだけど？」

「いえ、話は簡単ですよっ。近くで見ましたけど、桐美原いつきはさすがに可愛かわいいですねっ。杏里さんと咲耶さんも相当ですが、また別の可愛さでしたよ。さすがはアイドルに選ばれただけのことはありますねっ」

「まだ話がわからないんだけど」

　ハルが殺意を込こめた目でトーコを睨む。

「最近、ジュカさんも杏里さんと咲耶さん相手に手慣れてきましたからね。なんか、調子乗っていつきさんにもさくっと手を出しちゃうかも。なんせ、お知り合いってことですし、あっさり一線を越こえちゃう可能性がありますよ！」

「おまえは、ぺらぺらとなにをしゃべってるんだ……」

　ジュカは心外だった。

　杏里と咲耶を相手にいろんなことをしているのは事実だが、女好きのように言われるのは納なつ得とくがいかない。

「いやいや、ジュカさん。案外、自分ではわからないものですよ。人間、調子に乗ってとんでもないことをやるものです」

「……お調子者のおまえが言うと、説得力がないでもないな」

「そういうことですっ」

　トーコはあっさりジュカの嫌いや味みを肯こう定ていする。

「ちょ、ちょっと。いったい、それがどうしたっていうのよ……」

　ハルは、ぐぐぐとトーコに向かって手を伸ばす。

「うわ、さすがハルさん。もう動けるんですか。えいっ」

「ぐっ」

　トーコは、さっと再び三頭の蛇を取り出して軽く振った。

　ざくっと、ハルの腕うでがわずかに切られる。

　よほど上手く加減したのか、一ひと滴しずくの血も出なかった。

「ト、トーコ……覚えてなさいよ……」

「ハルさんが回復する頃ころには、私は地球の裏側まで高飛びしてますよっ」

　俺の監かん視しはどうなるのだろう、とジュカは思いつつも突つっ込まなかった。

「というわけで！　わくわくドキドキ！　ハルさんのサービスシーンの始まり始まりですっ！」

「サ、サービスシーン？　あんた、なに言って──」

「ハルさん、水着のブラのひもをちょいとずらしてみてください」

「……わかったわ」

　ハルはこくりと頷うなずくと、いきなり右側のブラひもを外した。

　ブラ自体がわずかにずれて、もうほとんど胸が見えそうになっている。

「ハル……おまえ、なにして……？」

「なにしてるんだか、わからないわ」

　ハルは、ぼそりと言った。わずかに顔が赤く染まっている。

「おー、さすがハルさん。かなり強力なやつなんですけどねっ。まだ我をなくしてませんね」

「……トーコ、おまえハルになにを仕込んだ？」

　ジュカは呆あきれて言った。

　ただ、身体を麻痺させただけではなさそうだ。

「とある二つの毒を混ぜると、面おも白しろい効果が出るんですよ。意識の操作──つまり一種の催さい眠みん状態ですねっ。今なら、ハルさんは言われるがまま、どんなエロいことも命令できちゃいますっ」

「お、おまえな……」

「というわけで、ハルさん。ジュカさんにたっぷりサービスしてあげちゃってください」

「なにを命令して──」

　ジュカは、そう言いかけて。

　がくりと膝ひざをついてしまう。

「な、なんだ？」

「やっと効いてきましたか。思ったより時間かかりましたね」

「お、おまえ……俺にも毒を……」

　いったいいつ攻こう撃げきをくらったのか、ジュカは気づきもしなかった。

「自じ慢まんじゃないですが、私は隙すきを衝つくことに関してはずば抜ぬけてますので」

「本当に自慢できないな……」

　ジュカは減らず口を叩くのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　わかりきっていたが、トーコは油断できない……。

「まあ、簡単に説明しますと、ジュカさんがいつきさんに手を出さないように、私とハルさんで身体を張って欲よく望ぼうを吐はき出させちゃおうというお話です」

「トーコ、おまえはまたバカなことを……」

「そのバカなことをやるように、バベルから命令されてますから」

　トーコは、ジュカににっこりと微笑ほほえむ。

　彼女はジュカの監視役であり、イヴのかけらの少女たちの貞てい操そうを守る役目も担になっているのだ。

「でも、ジュカさん、真ま面じ目めですから。私だけじゃなかなか欲よく情じようしてくれませんからね。ここは、萌もえポイント高いツンデレ美少女のハルさんにご出しゆつ陣じん願おうというわけです」

「おまえは、面白がってるだけだろう……うっ」

　ジュカは、思わず妙みような声を上げてしまう。

　いきなり──ハルが、ぺろりと頰ほおを舐なめてきたからだ。

「んー、ちゅっ」

「ハ、ハル……」

　さらに、ハルは、ちゅっちゅと何度も頰に口づけてくる。

　しかも、水着のブラの片方はさらに外れ、胸がほとんど見えてしまっている。

「あたし、おっぱい小さいけど……形は悪くないでしょ？」

「だから、ハルまでなにを言って……！」

　どうやら、ハルはトーコの命令どおりにジュカに必死に〝サービス〟しているらしい。

「ほら……すごく柔やわらかいわよ……」

　ハルは身体は動くようになっているらしく、ジュカの手を取った。

　それから、自分の胸へとジュカのてのひらを押しつける。

「ふあっ……ル、ルーキー……どこ触さわってんのよ……」

「おまえが触らせてるんだろう！」

　操あやつられているせいか、ハルは行動も言動もメチャクチャだ。

　ハルの胸の柔らかさと、ふくらみの先せん端たんの感かん触しよくまで伝わってきて、ジュカまでおかしくなりそうだった。

「んんっ……あっ……ルーキーの手、熱い……」

　ハルはうっとりしつつ、ジュカの手を動かして自分の胸を揉もませるようにする。

「ふああ……あたし、変になってる……」

「自覚があるならやめ──」

　ハルは、もちろんやめなかった。

　自分の胸を強ごう引いんに揉ませつつ、ジュカの首筋に舌を這はわせてくる。

　ジュカの首筋に、なんともいえない快感が走ってしまう。

「ル、ルーキー……いい気になるんじゃないわよ。あたしは、ただイヴのかけらのためにやってるだけなんだから……」

「トーコにやらされてるだけだろう……」

　ジュカは、だんだん反論もできなくなってきた。

　ハルの責めが執しつ拗ようで、しかも身体からだが動かないために逃にげることもできない。

「このあたしが、ここまでしてるんだから、ありがたく思いなさいよ……」

　ハルは、ほぼ剝むき出しの胸を、強くジュカの顔に押しつけてくる。

「で、でも、あたしは初めてなんだから、あんまり変なことは……」

「変なことをしてるのは……おまえだ……」

　ジュカの口元に、ハルの胸の先端、桃もも色いろの突とつ起きが近づいてくる。

「くっ……」

「さあ、ジュカさんも観念して。欲望のままにハルさんをむさぼってくださいねっ」

　完全にトーコは傍ぼう観かん者になって、嬉しそうにはやし立てている。

　そうしている間にも、ハルは胸の先端をジュカの唇くちびるに押しつけ、頭を抱かかえるようにしてくる。

「さあさあ、もっと。誰だれも触ったことのないハルさんのおっぱいを楽しみ放題ですよっ」

「ト、トーコ。おまえ、もうやめ──」

　ジュカが言いかけたそのときだった。

　突とつ然ぜん、プールの水が爆ばく発はつしたかのように弾はじけた。

　大きな水柱が上がり、プールサイドにまで盛せい大だいに水がかかる。

「…………っ！」

　ジュカは突然何者かに抱だきかかえられ、そのまま重力に逆らって飛び上がった──いや、その何者かがジュカを抱えたまま跳ちよう躍やくしたのだ。

　プールの反対側には十メートルの飛び込み台があり、ジュカとその何者かはそこに着地していた。

「……咲耶？」

「あ、危ないところでしたね、冴さえ木き君。ホントに背徒の人たちは油断できません」

　ジュカを抱えて跳とんだのは、咲耶だった。

　半はん袖そでのブラウスにチェックのミニスカートと、聖十字学園の夏服姿だ。

「こらー、咲耶さん。いけませんよっ、ジュカさんを勝手にさらうなんて」

「毒を盛っておいて、なに言ってるんです……」

　咲耶はトーコを半開きの目で見ている。

　もちろん、咲耶はジュカとともに行動する二人の背徒と互たがいに紹しよう介かいは済ませている。

「あんまり妙なことすると、私も本気出しますからね？」

　咲耶はジュカを片手で抱かかえており、もう一方の手には弓を握にぎっている。

　彼女の神じん器き──空くう絶ぜつの魔ま弓きゆうだ。

　神器適てき性せい者しやの上位存在、神器覚醒者マスターである咲耶の戦せん闘とう能力は極きわめて高い。

　最強のカインズ、タイプ・ベヒーモスを一いち撃げきで仕留めてしまったほどだ。

　ヒラの背徒であるトーコはもちろん、七つの大罪であるハルとも互ご角かく以上にやり合えるかもしれない。

「ふっ、いつだってかかって来ていいですよ、咲耶さん。ハルさんが相手になります」

「……そうですね。私、トーコちゃんとはあまりケンカしたくないです……」

　どうやら、咲耶はトーコに苦手意識があるようだ。

「なんでもいいんだが……助かった、咲耶」

「咲耶〝先せん輩ぱい〟です」

　咲耶は、きっぱりと言った。

　未いまだに咲耶は、たまに思い出したように先せん輩ぱい風かぜを吹ふかそうとする。

「まったく、誰も彼も油断も隙もないですね……いえ、そんなことはいいんです。ちょっと困ったことが」

「俺もまさに困ってたところだ」

「それ以上のことです。いいから、一いつ緒しよに来てください」

「ん？」

「杏里ちゃんとお店に出てたんですけど」

「レッド・リリィに？」

　レッド・リリィは、ハルが経営しているコスプレ喫きつ茶さである。

　ジュカと杏里もバイトとして働いており、最近はなぜか咲耶まで店に出ている。

「ちょっと、私ではどうしようもなくて──」

　どうやら、咲耶は本当に困っているようだ。

　すぐそこに、店のオーナー兼けん店長であるハルもいるのに、なぜジュカを必要とするのか。

　ジュカは不思議に思いつつも、この状じよう況きようから解放されるのなら、行き先が地じ獄ごくであってもかまわない気分だった。







　コスプレ喫茶、レッド・リリィ。

　その店は、池いけ袋ぶくろ駅から徒歩二十分ほどのところにある。

　あまり立地条件はよろしくない上に、競争の激しい土と地ち柄がらであるが、開店以来、客足は悪くない。

　店長のハルが美少女ツンデレで、さらにクール系巨きよ乳にゆう美少女の杏里もいる。

　最近加わった残念美少女の咲耶、それにハルが集めた店員たちも美び人じん揃ぞろいで、ちょっとエロいコスチューム姿の彼女たちが見られるとあって、リピーターもかなり多いのだ。

「いったいどうなってるんだ？」

　ジュカは、思わず首を傾かしげてしまう。

　まだ毒から回復していないので、ぎこちない動きになってしまったが、それはともかく。

　レッド・リリィの周囲に──大勢の人間が群がっているのだ。

「なんだ？　とうとう店長の横暴に民衆が叛はん旗きを翻ひるがえしたのか？」

「いえ、別にハルちゃんの横暴も民衆に迷めい惑わくをかけるレベルではないかと」

　咲耶が、苦く笑しようしながら答えた。

「そうじゃないんです。とりあえず、お店に入りましょう」

「……ああ」

　咲耶と二人で、店の裏口へと回る。

　店員用の控ひかえ室しつを通り、店内のホールへ通じるドアを少し開けると──

「いつき……!?」

　ホールの中央、席と席の間の通路に桐美原いつきが立っていた。

　そして、いつきの正面には杏里の姿がある。

　いつきは半袖のセーラー服にクリーム色のベスト、紺こん色いろのミニスカートという制服姿。

　杏里は、ネコミミをつけ、胸を強調するエプロンドレスというコスプレだ。

　なぜか二人は向かい合って、互いを睨にらみつけている。

　しかも、店内は異様に客が密集しており、それぞれ相席しているのか、空いている席は一つもない。

「杏里お姉ちゃん……あたし別に、お姉ちゃんに用はないんだけどな」

「ジュカ君に用があるんでしょう。それなら、わたしを通してもらう必要があるわ」

　二人とも、かなり険悪な雰ふん囲い気きだった。

「……というか、杏里は俺のなんなんだ？」

「知りませんよ……」

　ジュカは咲耶と二人で呆あきれてしまう。

「とにかく、さっき突然いつきちゃんが現れて、こんな調子なんです。冴木君が来ないと収まらないと思ったので、お迎むかえに行ったんですよ」

「なるほど。ある意味、いつきに助けられたというわけか……」

　あのままでは、ハルとトーコの二人相手にどんなことになっていたか。

「それはわかったが、外だけじゃなくて店の中までなんであんなに客が集まってる？」

　ジュカは、咲耶のそばに顔を寄せてささやく。

「う……え、えーとですね……」

　咲耶が、なぜか顔を赤くしながら答える。

「それは……もちろん、あの二人だからです」

「あの二人だから？」

「だって、いつきちゃんは神器アイドルじゃないですか。あまり一いつ般ぱんには知られてませんけど、ファンは百や二百じゃないんですよ。ネットでこのお店にいるって情報が拡散してるみたいです」

「なるほどな……」

「杏里ちゃんは、今やこのお店のアイドルですし。その二人が睨み合ってるとか、お客さんから見れば興きよう味み津しん々しんでしょう」

「……杏里といつきがガチでやり合い始めたら、レッド・リリィなんて軽く吹き飛ぶぞ。のんきに見物してる場合じゃないと思うがな」
















　もっとも、周りに集まっている野次馬たちは、いつきはともかく杏里の能力のことまでは知らないのだろう。

　二人とも、強力な神器適性者だ。

　もし正面からぶつかったらと思うと、ぞっとする。

「仕方ない……」

　ジュカもできれば逃げたかったが、そうもいかないようだ。

「咲耶はここで待ってろ。おまえまで来ると、余計に話がこじれそうだ」

「え？　ここは、私の年上としての威い厳げんも利用していいですよ？」

「咲耶にそんなものはない」

「ひどいです！」

　わめく咲耶を放置して、ジュカは店内に入った。

　新たな登場人物に、店内の客たちがざわめいた。

「なにしてるんだ、杏里──いつき」

「あっ、せんぱーい！　やっと来たんだね！」

　いつきが、ジュカの姿を認めて、ぴょんぴょんと飛び跳はねる。

「あああ……先輩って呼んでもらえるの、いいですね……」

　背後から咲耶のうらめしそうな声が聞こえたが、ジュカは無視する。

「ジュカ君。あなたが出てこなくても、わたしだけで始末できたのに」

「始末するな……」

　どうも最近、杏里は物ぶつ騒そうになってきている。

「杏里お姉ちゃん、もう行っていいよ。あたしが用があるの、先輩だけだからね」

「そうはいかないわ。あなた、なにを企たくらんでるの？」

「やだなあ、企むなんて人聞きの悪い」

　いつきは、わざと可愛かわいらしいポーズを取ってにっこり笑う。

　おーっ、と周りから歓かん声せいが上がった。

「この前は、せっかく再会した先輩によくない態度を取っちゃったから。反省して、謝りに来たんだよ。こんなとこでバイトしてるの、意外だったけど」

　いつきは、店内を見回しながら言う。

　おそらく、ＳＯＧソーグに頼たのんでジュカについて調べてもらったのだろう。

「そういうわけで──ごめんね、先輩」

　いつきは、小さく頭を下げた。

「……別に謝るようなことじゃない」

「そうはいかないよ。きちんとお詫わびさせてもらわないと」

「…………っ」

　突とつ然ぜん、いつきがジュカに腕うでを絡からめてきた。

　ふにゃり、と慎つつましいふくらみの感かん触しよくが伝わってくる。

　それと同時に、周りの客たちから悲鳴のような叫さけびが上がった。

　いや、店の外からも絶ぜつ叫きようが聞こえてくる。

「お、おい。いつき……」

「へっへっへ、あたしは奔ほん放ぽうなアイドルとして売っちゃおうかな。別に処女性にはこだわらないよ？」

「お、おまえな……」

「なにしてるんですか、いつきちゃん！」

　今度は、咲耶が現れてジュカといつきの間に割って入ってきた。

　素早く着き替がえたらしく、黒くろ髪かみによく似合う巫女みこ姿になっていた。

　なぜか袴はかまはミニ丈たけで、白くまぶしい太ももがあらわになっている。

「あれ、咲耶ちゃん？　なんで……って、そういえば先輩の愛人なんだっけ」

「愛人でもないし、咲耶〝ちゃん〟でもありません！」

　しつこくジュカの腕にしがみついているいつきに、咲耶が吠ほえた。

　どうやら、ジュカと咲耶の関係までＳＯＧに調べられているようだ。

「……咲耶、いつきにまでナメられてるのか？」

「一番ナメてるのは冴木君ですけどね……」

　咲耶が、じとっとうらめしそうな目を向けてくる。

「ていうか、リアルに先せん輩ぱいにナメられちゃってるんだよね、咲耶ちゃん」

「そ、そんなことは……ないですよ。わ、私はまだ清い身体からだですし……」

　咲耶が、ふいっと目を逸そらした。

　彼女がまだ処女であることは、ジュカもよく知っている。

　もちろん、そんなことは言わないが。

「ふーん。咲耶ちゃんと会うのも久しぶりだけど、いろいろあったみたいだね。ＳＯＧも抜ぬけたとか聞いたし」

「え、ええ」

　咲耶は、以前にいつきが神器適性の検査を受けていたときに知り合ったらしい。

　神器覚醒者である咲耶は、いつきより格上なのだが、あまり尊敬はされていないようだ。

　ちなみに、ジュカも咲耶に好感は持っているが、年上である彼女に特に敬意は払はらっていない。

「あー、でも。これじゃ、杏里お姉ちゃんと咲耶ちゃんのほうが有利だね」

「有利？」

　杏里がきょとんとする。

「ここ、コスプレ喫きつ茶さなんだもんね。じゃあ、衣い装しようとかいっぱいあるんだよね。ちょっと、借りてくるよ」

「なに？」

　ジュカが聞き返したときには、いつきは絡からめていた腕を離はなして走り出していた。

　控え室に飛び込み、ドアを閉める。

「……あいつは、なぜあんなに行動力があるんだ？」

「勝手に衣装借りたらハルが怒おこらないかしら？」

「ていうか、私は先輩なのに先輩なのに……」

　ジュカ、杏里、咲耶が閉まったドアを見ながら言う。

　それから、ざわつく店内で待つこと三分──

「お待たせっ！」

「うおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　開いたドアから、ぴょん、といつきが飛び出してきて、店内を揺ゆるがすような歓声が上がった。

　現れたいつきは、ピンクの可愛らしいメイド服姿だった。

　形は普ふ段だんハルが着ているものとほぼ同じだが、胸むな元もとを大きく開けている。透すき通るような肌はだと、小さなふくらみが半分近く見えた状態だ。

　スカートは限界に挑ちよう戦せんしているかのように短く、ご丁てい寧ねいにスリットまで入っている。

　おまけに、なぜか赤いフレームの眼鏡めがねまでかけていた。

「どうかな？　こういう格好、初めてだから似合うかわからないけど」

　あざといほど可愛らしい口調で、いつきは言った。

　客たちはますますヒートアップし、店を取り囲んでいた連中がなんとか店内に入ろうと入り口のあたりが大混雑している。

「……いつき、おまえいったいなんのつもりなんだ？」

「だから、お詫びだよ」

　ジュカの質問に、いつきは微笑ほほえみながら答える。

「先輩のバイト先を盛り上げてあげようと思って。ちょっと、歌ったりしちゃおうかな。あの、音楽って流せます？」

　いつきは、近くにいたウェイトレスに質問する。

　ウェイトレスが頷うなずくと、いつきは一曲リクエストを出した。

　すぐに、店内にその曲が流れ始める。

「じゃ、行くよ！」

　いつきは両りよう腕うでを広げ、その場で軽かろやかにステップを踏ふみながら歌い出した。

　マイクもなしに、見事な声量で店内に歌声を響ひびかせる。

「…………」

　ジュカは、正直なところ感心していた。

　ライブで観みたときにはあまりピンとこなかったが、こうして間近で声を聴きくと、いつきが本物だというのがよくわかる。

　神器アイドルなどと聞くと、イロモノのように思える。

　しかし、いつきはきちんと歌やダンスを学んでおり、高いレベルに達しているようだ。

「……可愛いわね」

「くっ……確かに……」

　杏里と咲耶が、ひそひそと話している。

　いつきと険悪だった二人も、認めざるをえないようだ。

　確かに、桐美原いつきは〝アイドル〟だ。

　自分を可愛く見せる方法を、よく知っているのだ。

　歌いながら笑顔を見せ、動きが不自由になる狭せまい店内でもダイナミックに踊おどり、スカートの裾すそを揺らして太ももを見せつけている。

「…………」

　杏里と咲耶、ハルとトーコというとびきりの美少女たちを見慣れているジュカでも、思わず視線を釘くぎ付づけにされてしまう。

　二年間でジュカは別人のように変わった。

　どうやら、その二年でいつきも大きく変化したようだ。

　元気で生意気な後こう輩はいだったいつきは、アイドルという別の生き物になっていた。

「……どうもありがと！」

　一曲歌い終えると、いつきは周りに手を振ふった。

　客たちのテンションは最高潮に達しているようだ。

「こらあ！　あたしの店で何事よ！　あたし抜きで盛り上がるんじゃない！」

　と、そのとき店の入り口にいた客たちを押しのけてハルが店内に入ってきた。

　うしろには、トーコもくっついている。

「ぐっ……！」

　ハルは、ジュカの顔を見ると、たちまち真っ赤になる。

　どうやら、トーコの神経毒で操あやつられていたときのことは覚えているらしい。

「い、一回やらせてあげただけで、調子に乗るんじゃないわよ、ルーキー！」

　店内が、ざわめき始める。

　杏里と咲耶からも、殺意に似たなにかがジュカに向けられてくる。

　ハルは恥はずかしさのあまり混乱しているのだろうが、誤解を招きすぎる発言だった。

「一回やらせたって……あっ、やばっ。この人、七つの大罪か」

　いつきがぺろりと舌を出した。

「あの人はまずい。先輩、行こっ」

「なに？」

　ジュカが聞き返したときには、またいつきが腕を絡めてきていた。

　彼女の柔やわらかさに一いつ瞬しゆん動どう揺ようした隙すきを衝つかれ、ジュカは引っ張られて連れ出される。

　いつきは控ひかえ室しつのドアを開け、そのまま部屋に飛び込む。

「あっ、ジュカ君！」

「いつきちゃん、なにしてるんですか！」

　ジュカの耳に、杏里と咲耶の慌あわてた声が聞こえた。

　だが、そのときにはジュカは既すでに裏口から店の外へと連れ出されていた──







　レッド・リリィを出て、走ること十分ほど。

　ジュカはいつきに引っ張られるようにして、とある高層マンションへと足を踏み入れた。

　杏里のマンションに劣おとらない立派な建物で、セキュリティもしっかりしているようだ。

　エレベーターに乗り込むと、いつきはなにやらパネルを操作し、最上階──屋上へと上がった。

「先輩、ほら見て。なかなかいい景色でしょ」

「……まあな」

　いつきは、にこにこ笑いながら、屋上の縁ふちへと近づいていく。

「あたし、ここに住んでるんだよ。ＳＯＧの偉えらい人たちが用意してくれたんだけど」

「さすがはアイドル……いい待たい遇ぐうだな」

「まだ売れてないけどね」

　また、いつきがぺろりと舌を出す。

　子供のような仕草だが、そういえばこれはいつきのクセだった──と、ジュカは思い出す。

「だから売れるために、毎日レッスンであまりここには帰ってないんだよね」

「……さっきは、ずいぶんな人気だったじゃないか」

「そうでもないかな。ああいうお店のお客さんはマニアな人も多いもん。今は、一人のマニアが情報を書き込めば、あっという間に拡散して人が集まるんだよ」

「意外に謙けん虚きよだな」

「あたしは、慎つつしみ深いよ。先輩が知らないだけ」

「まあ……そうか」

　そう、あくまでいつきは、〝妹の友達〟だ。

　付き合いは長かったが、ジュカも決して多くを知っていたわけではない。

「そうだよ。あたしは、いつもあーちゃんの後ろにいた。みんな、あーちゃんを見てた。あたしのことを見てる人なんていなかったよ」

「……いつき」

　もう一つ、ジュカは思い出した。

　エデン・ゼロにいた頃ころから桐美原いつきは派手な性格の女の子だった。

　それでも──いつも隣となりにいる友人が、ジュカの妹があまりにまぶしすぎて。

　いつだって、いつきにはどこか陰かげがあったように思う。

「アイドルをやらないかってＳＯＧに言われて受けちゃったのは、誰だれかに見てもらいたかったからかもね」

「だから……俺もおまえを見つけられた」

「ううん、どのみちあたしは先せん輩ぱいと会ってたと思うよ。会えてよかったなんて言えないけど、きちんと知らなくちゃいけないことを知れた」

「…………」

　ジュカには、いつきの思おも惑わくが理解できない。

　ライブのあとに会ったときは、あれほど敵意をはっきり見せていたのに。

「そう、ちゃんと知りたいんだよ。あーちゃんのことを」

「あいつのことを……」

「正直、先輩と話すのはキツい。けど、あたしは知らなくちゃいけないから」

　いつきは、ゆっくりとジュカのそばへと近づいてくる。

　お互たがいにあと一歩の距きよ離りまで近づき、いつきはジュカの顔を見上げてくる。

「あーちゃんのことを知ってるのは、もう先輩しかいない。勝手なことを言ってるのは、わかってるよ」

「そんなことは……別にいい」

　いつきに罵ののしられても、それは当然のことだと思う。

　自分だけが生き残ったことを、わざわざ人に責められるまでもなく、自分で自分を責めてきた。

　だから、いつきのことを勝手だなどと思わない。

「ありがとう、先輩。今だけは、神殺しの背徒と神魔に仕える神器適性者って関係は忘れたいんだよ。いい？」

「……いいだろう」

　つまり、二年前、いつきがエデン・ゼロを離はなれる前の関係に戻もどりたいということだ。

　もう、ジュカにとって過去というのは、〝妹が朱しゆ奈なに食われて死んだ〟ということ以外は意味を持たない。

　ただ、復ふく讐しゆうのために生き、胸に抱かかえているのは復讐の動機のみだ。

　だが──今だけならば。

「言っておくが、おまえは信じないかもしれないぞ」

「信じるよ」

　いつきは、即そく座ざに答えた。

「先輩は、ちょっとシスコン気味の怪あやしい人だから。あーちゃんのことでは噓うそはつかないよね」

「……そんな信じ方はされたくないな」

　まったく信用されていないよりは、マシかもしれないが。

「先輩、文句が多いよ。それで、教えてくれるの、くれないの？」

「だんだん偉そうになってるな。まあいい。俺が知ってる限りのことは教えよう」

　紅べに河かわ朱奈のことは、話さないつもりだったが……。

　いつきが知りたい、というなら隠かくすことでもない。

　ジュカは、いつきの目を見つめ、ゆっくりと語り出した──







「そんな……朱奈先輩が……」

　ジュカが話し終えると、いつきはわずかによろめいた。

　やはり、見知った人間に──正確には神魔だったが──親友が魂たましいを食われて死んだ、などという話はショックが大きすぎたようだ。

「さっきも言ったが、信じられなくても仕方ない。実際にこの目で見た俺だって、現実とは思えないほどだからな……」

　それくらい、紅河朱奈というのはあまりに身近な存在だった。

　ジュカだけでなく、いつきにとっても同じだろう。

　紅河朱奈は、人々の中心にいる存在だった。

　ジュカたちが通っていた中学でも、朱奈のことを知らない者などいなかった。

　特にいつきは、ジュカの妹を通して朱奈になつき、しょっちゅう一いつ緒しよに遊び回っていたはずだ。

　もちろん、妹と朱奈が長い付き合いで姉し妹まいのように仲が良かったことも知っているだろう。

「朱奈先輩が神魔……しかも、〝聖天に舞まう者〟の〝一いちの座ざ〟……」

「俺が知っているのはここまでだ」

　ジュカは、冷静に言った。

　二年前の事件のことは、落ち着いて思い出せるようにはなっている。

　一時は、朱奈の顔を思い浮うかべるだけで、怒いかりのあまりに全身の血液が燃え上がりそうだった。

　朱奈と直接顔を合わせれば、我を忘れてしまう。

　それでも、思い出すだけならば冷静でいられるようにはなった。

　あれから二年の時が流れたからか。

　あるいは、神魔との戦いを経験したからかもしれない。

　だが、つい先日の朱奈との再会。

　そして、サリエールとの戦いでは、逆上するあまり、ジュカは結局なにもできなかった。

　神魔と直接接せつ触しよくできるチャンスは、そう多くない。

　そのチャンスを逃のがさないために、冷静に状じよう況きように対処しなくては……。

「せ、先輩」

「ん？　ああ」

　思わず、自分の考えにふけってしまっていた。

　ジュカは、我に返っていつきに視線を戻す。

「先輩の話が本当だとして……どうして、あーちゃんは魂を食べられたの……？」

「……おまえも知ってるだろう。神魔は、美しい少女の魂を好んで食くらう。それ以上の意味があるとは思えない」

「で、でも……」

　いつきは、なにか戸と惑まどっているようだ。

　ジュカが言うのもなんだが、妹は愛らしい少女だった。

　朱奈でなくとも、他ほかの神魔に見つかれば狙ねらわれることになっていたかもしれない。

「もし朱奈先輩が神魔だったとしても、よりによってあーちゃんを……た、食べちゃうなんて……やっぱりちょっと信じられないよ」

「だが、事実だ」

　ジュカは、ゆっくりと言った。

「俺も、記き憶おくは曖あい昧まいだ。あいつが……あいつの魂が食われたあとのこと以外はほとんど覚えてない。なぜ、あんなことになったのか、今でもよくわからないんだ」

「だ、だったら……！」

「もし、あいつが生きていたら、どんなことをしてでもゼロから連れ出してる。置き去りにして、自分だけ助かったりするものか……！」

「…………っ」

　いつきが息を吞のんだ。

　もちろん、こんな主張をしたところでなんの証明にもならない。

　しかし、ジュカにとってはあまりにも自明のことだった。

　もしも妹が生きていれば、ジュカはどんな手を使っても崩ほう壊かいするエデン・ゼロから救い出しただろう。




「にゃふふ、相変わらずのシスコンだなー」




「なっ……！」

「えっ……!?」

　いきなり響ひびいた声に、ジュカといつきは同時に振ふり向いた。

　屋上を取り囲む鉄てつ柵さくの上──ジュカたちから数メートル離れたところに、彼女はいた。

　つややかな黒い髪かみを背中まで伸のばし、白いセーラー服を着た少女。

　膝ひざ丈たけのスカートを風に揺ゆらしながら、危なげなく鉄柵の上に立っている。

「朱奈……！」

「朱奈、先輩……！」

　ジュカといつきは、またもや同時に反応した。

　少女の名は、紅河朱奈。

　ジュカとその妹の幼なじみにして、いつきにとっては親しい先輩。

　そして、神魔の頂点に立つ〝聖天に舞う者〟の〝一の座〟。

　名実ともに最強の神魔である。

「にゃふふふ、そんなにびっくりしなくてもー。私の話をしてたから、出てきてあげたのに」

「ふ、ふざけ……ふざけるな、朱奈！」

　ジュカは、思わず朱奈に飛びかかろうとして──必死に自分を抑えつける。

　これでは、また前回の繰くり返しだ。

　最強の神魔である彼女の戦せん闘とう能力は、ジュカをあっさり瀕ひん死しにまで追い込んだサリエールをはるかに凌りよう駕がするはず。

　正面からぶつかるのは、危険などというレベルではない。

「あ、今回はおとなしいね、ジュカ。さすがに学習したかな？」

「おまえを殺すためだ、朱奈……！」

　憎にくしみに突つき動かされるだけでは、絶対者の頂点に立つ者にはかなわない。

　ジュカにも朱奈の力の上限はまるで見えないが、自分との差くらいはわかっている。

「おっと、そっちにも挨あい拶さつを忘れてたね。いつき、久しぶり。ずいぶん垢あか抜ぬけたね」

「しゅ、朱奈先輩……本当に、あなたは……」

「うん、ジュカが言ったことはだいたい正しいよ。一部欠けてはいるけど、噓は一つも言ってない」

「そんな……そんなこと……！」

　いつきは両りよう拳こぶしをかたく握にぎり締しめ、ぶるぶると肩かたを震ふるわせている。

　最悪の形で、いつきは親友の死の事実を確信させられてしまったのだ。

　どれだけショックを受けていることか……。

「本当は、二人の前に現れるのはもっと先の予定だったんだけどね。でも、サリエール君もいまいち使えないし。あいつ、お気に入りと遊ぶことばっか考えてるから、ダメダメだにゃー。それに、ジュカもずいぶんと力をつけてるみたいだしね」

「だいぶ、裏側でコソコソ動いてるらしいな、朱奈……」

「私が表に出たら、一発でいろいろ終わっちゃうもの。それじゃ面おも白しろくないでしょ？」

「勝手に一人で遊んでろ。おまえが油断していても知ったことじゃない。俺はおまえを後ろからでも刺させるぞ……！」

「ひどいね、ジュカ。これでも幼なじみじゃない」

「だったら、最後まで幼なじみのままでいればよかったんだ……！」

　ジュカは、どうしようもない怒りがこみ上げてくるのを感じた。

　冷静に対処しなければならないとわかっている。

　それでも自分の感情を完全にコントロールすることなど、できない。

「にゃはは、いいよ、ジュカ。それでいい。人は心のままに生きてこそだよ。そうでなくちゃ、面白くない。だからこそ、私もまた人という存在へと転生したんだから」

　朱奈は、鉄柵の上に立ったまま、嬉うれしそうに笑っている。

「憎ぞう悪おと殺意に満ちた君は最高だよ、ジュカ。背徒はそういう人たちが多いけど、ジュカほど暗い感情に支配されている子は珍めずらしいよ。君と会えただけでも、人に転生した甲か斐いがあったってものだね」

「……朱奈」

　ジュカは静かに言って、右のてのひらを広げた。

　ゆっくりと、斬ざん神しん絶ぜつ魔まの刀身が現れる。

「おまえは、人間じゃない。神魔だ。人の魂たましいを食らい、人を縛ばく鎖さで縛しばる化け物だ」

　ジュカは斬神絶魔を右手だけで握り、構えを取った。

「私は神魔の力を持った人間なんだけどね。ま、違ちがいはわからないか」

「わかるわけがない。人の魂を食うだけで、おまえを人間だとは認めない」

「残念。まあ……そうだね」

　にっこりと、朱奈は微笑ほほえむ。

「人間は不自由なものだよね。自分の中に最高に美味おいしい魂って食べ物があるのに、食べることも愛めでることもできない。にゃはは、可哀かわい想そうに」

「…………っ！」

　ジュカは逆牙の柄つかを潰つぶれるほど握り締めた。

　全身の力を足に集中させ、野生の獣けもののように朱奈に飛びかかるべく──

「朱奈先せん輩ぱいっ！　本当にあなたが！　あなたがあーちゃんをっ……！」

　だが、一いつ瞬しゆん早くいつきが動いていた。

　いつの間にか、凍とう滅めつの妖よう刀とうと爆ばく炎えんの魔銃マガンを出現させ、朱奈に向かって全速力で走っている。

　まるで神器覚醒者のような、人にん間げん離ばなれしたスピードだった。

「朱奈先輩っ……！」

「なんだかデジャヴだなあ。ちょい前にも、こんな感じでジュカに襲おそいかかられたっけ」

　妖刀を振りかざすいつきにも動じず、朱奈はのんびりと言った。

「あたしは先輩ほど甘くないっ！」

　いつきは剣けんを振りつつ、拳けん銃じゆうの照準も定め、引き金に指をかけ──

「なっ──!?」

　そこで、ぴたりといつきの動きが停止した。

　いつきの手足、首、胴どう体たいに数本の鎖が巻きついているのだ。

　鎖は空中から突とつ然ぜん現れており、いつきの身体からだを完全に拘こう束そくしてしまっている。

「こ、これ──縛鎖!?」

　いつきの絶望的な叫さけびが響く。

　すべての人類が神魔によって、この見えざる鎖で囚とらわれている。

　普ふ段だんは目には見えないが、神魔の意思によって具現化することが可能なのだ。

「そのとおり。神器適性者だろうと、イヴのかけらの持ち主だろうと、人はみんなこの鎖で縛られてる。神魔わたしたちには抗あらがえないんだよ」

「くっ……!?　な、なによ、イヴって！」

「あれ？」

　くるっ、と朱奈がジュカの顔を見る。

「なんだ、いつきにイヴのこと教えてないの？　この子も所有者フラグメントなんでしょ？」

「いつきには、まだ自覚がない。イヴが目覚めてないのはおまえもわかってるだろう」

「いったい、なんのこと!?」

　いつきは縛鎖に囚われたまま、じたばたとしている。

　縛鎖は人の心をもコントロールできるが、今は肉体のみを縛られているようだ。

「まあいいよ、いつき。どうせすぐにわかることだから」

「だったら今すぐ教えろーっ！」

　いつきは、必死に両手に握った刀と銃を振り回そうとしている。

　しかし、仮に腕うでを動かせても、縛鎖は逆牙以外では断たち切れない。

「ああ、そうだ……私も実は二年間、まったく食べてないんだよね……」

「…………っ！」

　ジュカは、背筋が凍こおりつくのを感じた。

　一瞬で、朱奈の意図が読めてしまったのだ。

　二年前に朱奈が食べたもの──それは、妹の魂に他ならない。

「いつき、君の魂もなかなか美味しそうだね。文句なしに処女だし。さすが、今時のアイドルは潔けつ癖ぺきなものね」

「くっ……！」

　すうっと朱奈がいつきに近づき、その頰ほおを撫なでた。

　神魔は人の魂を取り出し、丸まる吞のみにしてしまう。

　朱奈がその気になれば、いつきの魂など一瞬で──

「ふざけるなよ、朱奈……もう二度と、俺の前で魂は食わせない！」

　ジュカの身体を蒼あおと翠みどりの螺ら旋せん状の光が駆かけ上がっていく。

　蒼そう穹きゆうのイヴと翠すい緑りよくのイヴの覚醒によって、ジュカが得た力。

　アダムの左ひだり腕うでとアダムの右みぎ脚あし──

　数千体の神魔を葬ほうむった狂きよう乱らんのアダムの力、その一部がジュカの体内に満ちていく。

　ジュカは斬神絶魔を構え、弾はじかれたように飛び出す。

「へえ、もうアダムの力を使いこなしてるのね！」

　朱奈がにやりと笑うのが見えた。

「ナメるな……！　モード変へん換かん！　時よ、加速しろ！」

　斬神絶魔の刀身に、赤い幾き何か学がく模様のようなラインが走る。

　アダムの力に加え、逆牙に秘ひめられた能力──封ふう神じんモードを解放。

　時間を加速させ、神魔をも凌駕するスピードで移動する。

　ジュカが持つすべての能力を解放し、すべてを込こめて斬きる。

「朱奈ぁぁぁぁっ！」

　ジュカは朱奈の眼前に肉にく薄はくし、雄お叫たけびを上げる。

　あまりのスピードに、空気との摩ま擦さつでみずからの肉体が消しよう滅めつしそうなほどだった。

「うおおおおおおおおおっ！」

　ジュカは斬神絶魔を大きく振ふり上げた。

　朱奈と身体がくっつきそうなほどの間合いからの一いち撃げき。

　いくら最強の神魔といえど、かわせるはずがない──

「やっぱり、君はそうだったんだね──あの子も言ってたとおりだよ」

「なに……？」

　朱奈のつぶやきに、ジュカが戸と惑まどいの声を出したそのとき。

　ドオッと風が渦うず巻まくような音とともに、ジュカの身体ははね飛ばされていた。

「なっ……!?」

　吹ふき飛ばされたジュカは、屋上の鉄てつ柵さくに激しく衝しよう突とつしてしまう。

　息が詰つまるほどの痛みに襲われ、ジュカはなすすべもなく倒たおれる。

　鉄柵は大きく曲がり、屋上の向こうへとはみ出してしまっている。

「しゅ、朱奈……貴様……」

「でも、まだまだだね、ジュカ。君ではまだ、私には届かない。あの子の仇かたきを討うちたいっていうなら──力が足りない！」

「…………！」

　立ち上がろうとしていたジュカは、凄すさまじい力の波動に圧あつ倒とうされる。

　朱奈の身体から、身体が押しつぶされそうなほどの圧力が放たれている。

「こ、これは……」

　屋上の床ゆかがめくれ上がり、ふわりと浮ういたところで砕くだけていく。

　いや、それだけではない。

　このマンション全体が──周囲の建物が大きく震しん動どうしている。

「もう霊れい脈みやくが反応しちゃったか。これだから、世界ってやつは脆ぜい弱じやくだよね。私が少し力を出しただけで崩くずれそうになるんだもんね」

「くっ……！」

　朱奈の力が桁けた外はずれなことは、ジュカもわかっていた。

　彼女のほうはまだ、能力を使っていない。

　最強の神魔である朱奈は、時間を停止させる能力を持っている。

　それを使う前に、出し惜おしみをせずに一撃で斬り伏ふせる。

　ジュカに勝ち目があるとすれば、それだけだったのだが──

「くそっ……アダムの力でもまだダメなのか……！」

「せ、先輩……」

　いつきもまだ、縛鎖に囚われたままだ。

　彼女の中には、イヴがいる。

　黄おう金ごんのイヴと契けい約やくして、さらにアダムの力を手に入れれば──

　だが、朱奈を目の前にして契約を交かわせるのか。

　そもそも、黄金のイヴはジュカがいつきの協力を取りつけなければ、力を貸してくれない。

　ジュカはまだその条件を満たしていないのだ。

「ちぇ、しまったな。ジュカが面おも白しろすぎて、つい力を使っちゃった。ただでさえ、最近は霊脈が不安定だったのに」

　朱奈は、困ったように周りを見み渡わたしている。

「これじゃ、サリエール君あたりが喜びそう。まあ、いいか。ちょうど霊脈の力も使いやすくなったことだし、ちょっとこの力をもらって──」

　朱奈は、さっと手を振った。

「きゃ……！」

　いつきを縛しばっていた縛鎖が緩ゆるみ、彼女はぺたりと地面に座り込む。

「役者も揃そろってるしね。見に行こうか」

「……なにをだ？」

「もちろん、始まりだよ。行こう。時の彼方かなたへ──」

　朱奈はにっこり笑うと、両りよう腕うでを大きく広げた。

　その朱奈の身体から、まぶしい光が放たれる。

　ジュカは思わず目を閉じてしまい──

　不意に、周囲から重力が消失したような感覚に襲われる。

　いったいなにが──

　そんなことを考える余よ裕ゆうもなく、ジュカの意識は遠ざかっていった。







　意識が途と切ぎれていたのは、ほんの一瞬。

　次の瞬しゆん間かんには、ジュカは目を開いていた。

　そして──彼は空中に浮かんでいた。

「なっ、なんだこれは……？」

　地上から二十メートルほどだろう。

　並の人間ならば、目もくらむほどの高さだった。

「どっ、どうなってるの!?」

「いつき……」

　ジュカのすぐ隣となりに、いつきも浮かんでいた。

　空中でじたばたと暴れていて、ツインテールとスカートの裾すそが揺ゆれている。

「どうもこうも……」

　ジュカは、眼下の景色を見る。

　そこは、彼にとってあまりにも見慣れた場所だった。

「エデン・ゼロ……」

　二年前に壊かい滅めつし、海に没ぼつした人工都市。

　島を回る環かん状じよう鉄道の中心にある巨きよ大だいな駅、ターミナル・ゼロ。

　その駅前の広場だ。

「ここは、二年前のゼロよ」

「朱奈……！」

　ジュカといつきの間、わずか一メートルほど上に朱奈が浮いていた。

　楽しげに、にこにこと微笑ほほえんでいる。

「でも、ちょっと間ま違ちがっちゃった。時間移動は久しぶりだからね」

「時間移動……!?」

　ジュカはぎょっとする。

　あらためて、駅前の景色に視線を向けた。

　ちょうど通勤通学の時間帯らしく、駅に大勢の人間たちが吞のみ込まれていく。

　ジュカにとっても、にぎわうターミナル・ゼロはやはり見慣れた景色だった。

「た、確かに……ここって、ターミナル・ゼロだよ……」

　じわり、といつきの目に涙なみだが浮かぶ。

　失われた故郷の景色を見てしまえば、涙も出るだろう。

「感動してるとこ悪いけど、また移動するよ」

　朱奈はそう言うと、ぱちりと指を鳴らした。

　また、周囲から重力が消失した感覚に襲おそわれる。

「くっ……」

「うあっ……」

　ジュカといつきが短い悲鳴を上げ──

　次の瞬間、また二人は──いや、朱奈も含ふくめた三人は空中に浮かんでいた。

　景色はさっきと同じ、ターミナル・ゼロの上空。

　しかし、さっきと違ちがい、人の姿は見えない。

　それに──

「あいつは……」

「あ、あああ……あーちゃん!?」

　ターミナル・ゼロ前の広場にある扇おうぎ形がたの階段。

　その一番下に、白いセーラー服を着た少女が立っていた。

　肩かたまで伸のばした黒くろ髪かみを、頭の左側で結んでいる。

　きりりと引き締しまった、小こ柄がらな身体からだに似合わない凜りんとした顔つき。

「なぜ、あいつが……」

　見み間ま違ちがえようもない。

　ジュカの妹──朱奈に魂たましいを食われて死んだはずの少女だった。

「そうよ。まだ彼女が生きていた時間に戻もどって来たの」

　朱奈が、淡たん々たんと語る。

「さあ、始まるよ。ジュカ、あなたの妹の。いつき、あなたの親友の。〝紅ぐ蓮れんのマリア〟と呼ばれた人類最強の戦士の戦いがね」

「まさか……！」

　ジュカは目を大きく見開いた。

　地上に立つジュカの妹は、右手に一ひと振ふりの長ちよう剣けんを握にぎっていた。

　ジュカは、金色の拵こしらえを持つ美しいその剣に見覚えがあった。

　エクスカリバー──かつて朱奈が振るい、エデン・ゼロを壊滅させた聖せい装そう兵へい器きである。

「言っておくけど、あれは違うよ。聖装兵器の使い手を育成するためだけにつくられた島、エデン・ゼロ。この都市の頂点を極きわめた者に与あたえるべくつくられた、限りなく聖装兵器に近い模造品──エクスカリバー・ゼロ」

「…………」

　ジュカは、妹が握る剣を見つめる。

　確かにエクスカリバーによく似ているが、本物が放っていた禍まが々まがしいほどの強きよう烈れつな威い圧あつ感かんがない。

　あれは模造品フエイクなのだろう。

「といっても、そこらの神器なんか比べものにならない力があるけどね。もちろん、使いこなすには神器覚醒者以上の才能と訓練が必要になるよ。私が知る限り、あれを使えるレベルに達したのはこの世でただ一人──紅蓮のマリア」

「うるっさい！　そんなことどうでもいい！」

　いつきは、殺意を込こめた目で朱奈を睨にらんでから、地上の少女に目を向けた。

「あーちゃん！　あたしだよ！　桐美原いつき！　必ず助けてあげるから……！」

　アイドルとして鍛きたえた声量で叫さけぶ。

　しかし──

　ジュカの妹はぴくりとも反応しなかった。

　ただ正面を見み据すえ、彫ちよう像ぞうのように身動き一つしない。

「無む駄だだよ、いつき。いくら私でも、存在そのものを過去に連れてくることはできないから」

「えっ……？」

「霊脈の力を借りても、時間移動させられるのは、〝意識〟だけ。今の私たちはとても曖あい昧まいな存在。どんなに呼びかけても、ここにいる人たちには届かないよ」

　朱奈も、眼下の〝紅蓮のマリア〟を見つめている。

「もちろん、この時空の物質に触ふれることもできない。ジュカの逆牙もいつきの神器も、私の聖装兵器だって使えないよ」

「そんな……！　そ、それじゃ……！」

　もう、ジュカだけでなくいつきもわかっているはずだ。

　この時間は、運命のあのとき。

　エデン・ゼロが壊滅する直前なのだ──

「ジュカ、いつき。あなたたちに真実を見せてあげる。紅蓮のマリアがなんのために戦ったのか──」

「貴様……っ」

　ジュカはぎりっと歯は嚙がみする。

　しかし、朱奈が真実を話していることは間違いない。

　エデン・ゼロが消える前。

　つまり、妹が魂を食われる直前でもあるのだ。

　ジュカが妹のもとに駆かけつけたとき、既すでに彼女は朱奈に魂を食われるところだった。

　彼は、どういういきさつがあって、妹の魂が食われたのか見ていない。

「──来たわね」

　突とつ然ぜん、妹──紅蓮のマリアがつぶやいた。

　彼女が見据える正面──駅のほうから、一人の少女が歩いてくる。

　紅蓮のマリアと同じ、白いセーラー服に長く伸ばした黒い髪かみ。

　紅河朱奈だった──

「にゃふふ、待たせちゃったかな？　それとも、来ないほうがよかった？」

「はは、ご冗じよう談だんを」

　紅蓮のマリアは、薄うすく笑った。

　二人は、五メートルの距きよ離りを置いて対たい峙じする。

「ボクとしたことが、ずっと気づかなかった。まさか、朱奈姉さん。あなたが──」

「…………っ」

　ジュカは、目の奥が熱くなるのを感じた。

　毎日耳にしていた、あの子の声。

　そして、もう二度と聞くことができなくなった声。

　それが──今、あまりにはっきりと聞こえてくる。

　そう、妹には自分を〝ボク〟と呼ぶクセがあった。

　幼い頃ころのジュカをマネして、妹はそんな一いち人にん称しようで自分を呼んでいた。

　両親が何度注意しても止やめず、結局中学生になってもあらたまらなかった。

「あなたは、たわむれに人に生まれ変わった神魔。それも、頂点に立つ〝聖天に舞う者〟の〝一の座〟」

「よくそこまでわかったね。さすが、紅蓮のマリア。いろいろと物知りだね。それに、カンもいい」

「いいや、自分のカンの悪さにがっかりしてるところよ。ボクはあなたのことだけじゃなくて──お兄ちゃんのことにも気づいてなかった」

　ジュカは、思わずきょとんとしてしまう。

　俺のこと──？

　いったいなんの話なのか、見当もつかない。

「神魔、あなたたちの目的は数千年前に討うち漏もらしたイヴのかけらの収集。そして、狂乱のアダム、かな？」

「さあ、どうかな？」

　紅蓮のマリアの言葉に、朱奈は首をすくめてとぼける。

「アダムは神魔たちにとって、数千の同どう胞ほうを葬ほうむった仇きゆう敵てき。〝楽園〟の地下に封ふう印いんしてるって話だけど──消しよう滅めつさせたいなら、どうにでもできるでしょ。わざわざ生かして地下に貴重品みたいに置いてる理由がわからない。ううん、わからなかった」

　紅蓮のマリアは、エクスカリバー・ゼロを両手で構える。

「アダムの因子を継ついでいるのはカインズたちだけじゃない。人の中にも、アダムの因子を宿す者たちがいる──」

　エクスカリバー・ゼロを構えたまま、彼女は腰こしを沈しずめていく。

「そして、この地上でもっともアダムの因子を濃こく受け継いだ者──ボクのお兄ちゃん。あなたがお兄ちゃんのそばにいることを偶ぐう然ぜんだとは……言わせない！」

　紅蓮のマリアは走り出すと、朱奈に向けてエクスカリバー・ゼロを一いつ閃せんさせた。

　光の残像を描えがきながら、エクスカリバー・ゼロの刃やいばが朱奈の首をわずかにかすった。

「…………っ」

　後ろに跳とんだ朱奈は、わずかに驚おどろきの表情を浮うかべていた。

　マリアの剣が首をかすったからではない。

「縛鎖を万ばん能のうだなんて思わないことだね」

　不敵な表情で語るマリアの全身には、縛鎖が巻きついていた。

　しかし、マリアはまるで気にした様子もなく、エクスカリバー・ゼロを軽く振ふる。

「凄すごいね。まさか、縛鎖をものともしないなんて。さすが、紅蓮のマリア。鍛え方が違う？　それとも、そのエクスカリバーのまがい物の力？」

「どっちもよ。ボクは絶対に、絶対に──お兄ちゃんをあなたには渡わたさない！」

「昔から思ってたけど、君たちってとんだブラコン、シスコン兄妹きようだいだよね」

　朱奈は本気で呆あきれた顔で言った。

「朱奈姉さん。あなたのことも、本当のお姉さんみたいに思ってた」

「……ありがと」

　朱奈は、わずかに微笑ほほえみを浮かべた。

　その笑みに、マリアはわずかに怯ひるんだようだった。

　朱奈の言葉が本心だと感じた──ということだろうか。

「……今からでも遅おそくない。朱奈姉さん、あなたが神魔としての自分を捨てて、ボクたちの幼なじみとして生きてくれるなら」

「わかってるでしょ」

　朱奈は、短くそう言っただけだった。

　それでマリアも理解したようだった。

　二人は──言葉以上のなにかで通じ合っている。

　幼なじみとして長い時を重ねてきたためか──

「だったら、やるしかない。お兄ちゃんはボクが守る……！」

「安心していいよ。君が消えても、彼は私のものにしてあげるから」

「上等だよ、朱奈姉さん……！」

　紅蓮のマリアが握るエクスカリバー・ゼロが、白く輝かがやき始める。

　そして、朱奈の手にも──まったく同じ剣が現れる。

　エクスカリバー──神魔のみが操あやつれる、本物の聖装兵器だった。

　紅蓮のマリアと紅河朱奈、二人の間で殺気が満ちていく。

　ジュカは、ただそれを見ていることしかできない。

　言葉を発することも忘れていた。

　初めて知った、驚くべき事実──妹と朱奈が争っている原因が自分にあること。

　いや──それよりも。

　ただ、妹と朱奈が命を懸かけて戦おうとしている情景が、あまりにも衝しよう撃げき的すぎた。

　他ほかの誰だれよりも長い時間を重ねてきた二人が、殺し合うなどと。

　もちろん、ジュカはこの戦いの結果を知っている。

　それでも、彼は願わずにはいられなかった。

　妹には、死んでほしくない。

　朱奈に魂たましいを食われるなどという最さい期ごを迎むかえてほしくない──

　だが、その願いが叶かなわないことも──やはりもう決定されたことなのだ。








３章　グラン・ノア浮ふ上じよう






　あたたかな風が吹ふいていた。

　ジュカのぼさぼさの髪が乱れ、制服のワイシャツの裾すそが揺ゆれる。

「戻もどって……る？」

　ジュカは、あたりを見回す。

　さっきまでいた、いつきに連れ込まれたマンションの屋上だった。

「せ、先せん輩ぱい」

　そのいつきも、レッド・リリィのメイド服姿で、ジュカのすぐ隣となりに立っていた。

　金色のツインテールが、風に大きく揺れている。

「先輩……さっきのは、夢じゃないよね……？」

　ジュカは、黙だまって頷うなずいてみせた。

　朱しゆ奈なは、神しん魔まの頂点に立つ者だ。

　意識だけ過去へ連れて行った──など与よ太た話ばなしにしか思えないが、朱奈ならばそれくらいのことができても不思議はない。

「……っ、朱奈がいない……？」

　ジュカは、よほどぼんやりしていたらしい。

　今になって、朱奈の姿が消えていることに気づいた。

「ホントだ。あの女、いったいどこへ……」

「……あいつは神しん出しゆつ鬼き没ぼつだ」

　ジュカは、以前にも朱奈が突とつ然ぜん現れて、突然消えるところを見ている。

　それこそ、不思議でもなんでもない。神魔ならば誰でも可能な芸当だ。

「俺たちにあれを見せるのが目的だったのか……」

　二年前の真実──

　ジュカの妹、紅ぐ蓮れんのマリアは朱奈の正体を見破り、戦いを挑いどんでいた。

　ただ魂を食われたのではなく、朱奈との勝負に敗れていたのだ。

　もちろん──戦いに負けたからといって、妹が魂を食われなければならない理由にはならない。

　朱奈を許すことなど、決してできない──

「だが、いったいなんのために。なぜ、俺にあれを見せた……？」

「紅蓮のマリアの真実。さっきのを見なきゃ、あたしも先輩も知ることはなかった……」

「…………」

　まさか、親切心ではないだろう。

　朱奈は妙みようにジュカを気にかけているようだが、好意を持たれているとは思えない。

　そんなものを持たれても、おぞましいだけだが……。

「先輩、たぶん考えてもダメだよ」

「なに？」

　いつきは、真しん剣けんな顔でジュカを見つめている。

「相手は神魔、それも頂点に立つ奴やつなんでしょ。だったら、朱奈先輩は人間のあたしたちと考え方が違ちがうんだよ」

「……俺は背徒ハイトだがな」

　とはいえ、復ふく讐しゆうに生きる背徒も、感情を失ったわけではない。

　当然、考え方は人のそれと大きく変わらないのだ。

「でも……あたしたちが見た二年前のあーちゃんの姿は本物だよ。あたしには、わかる。あれは、あーちゃんだよ」

「ああ……」

　それはジュカも否定できない。

　妹は優やさしい少女だったが、揺るぎのない強さも持っていた。

　だからこそ、紅蓮のマリアと呼ばれるほどの使い手へと成長できたのだ。

　さっき見た妹の姿からは、ジュカがよく知る強さを感じた。

　あれは、本物の妹だった──

「せんぱいっ……」

「…………！」

　突とつ如じよ、いつきがふらりとよろめくようにしてジュカにしがみついてきた。

　そのまま、彼の胸に顔を埋うずめる。

「……いつき？」

「ごめん、先輩……」

　いつきはジュカの胸に顔を強く埋めたまま、くぐもった声で言った。

「今さら、こんなこと言って、勝手なのはわかってる……」

「なんの……話だ？」

「わかってるくせに。先輩はだいぶ変わったけど、素す直なおじゃないところは変わってないよね……」

　いつきは、わずかに顔を上げる。

「あーちゃんは、そういう素直じゃないところが可愛かわいいってよく言ってた」

「……初耳だ」

「あたしは同意できなかったけどね。素直じゃないってところは認めるよ」

「別に、妹相手に素直になる必要はないだろう」

　それを後こう悔かいしている、というのはある。

　あんなに早い別れが来るのなら、もっと言うべきことを言っておけばよかった。

　どれだけ、ジュカが妹を可愛がっていたか。

　たった一人の宝物として、どれほど大切にしていたか。

　失って初めてわかることがある──そんなことを、身体からだを裂さかれるような痛みとともに知りたくなどなかった。

「あーちゃんは……本当に先輩のことが好きだった」

「それは──」

「そうなんだよ。もちろん、男の子としてじゃないと思う。でも、あーちゃんが一番好きな人は、間ま違ちがいなく先輩だったよ」

「…………」

　仲のいい兄妹だったか、と訊きかれるとジュカにも自信はない。

　妹は強気で生意気で、口うるさかった。

　聖せい装そう兵へい器きの使い手の育成という狂きよう気きに挑んでいた街で、大きな可能性を持った少女だった。

　そのことへの羨せん望ぼうがなかったとはいえない。

　だが、妹が自分を蔑さげすんでいたかといえば──答えはノーだ。

　妹は、心優しい女の子だった。

「けどね、あたしも知らなかった。あーちゃんが──命を懸けて守ろうとするくらい、先輩のことが好きだったってことまでは……」

　いつきは、少しだけ寂さびしそうに言って。

　ジュカの背中に腕うでを回して強くしがみついてきた。

「あーちゃんは、先輩が生き延びたことを恨うらんでなんかいない。もちろん、わかってたけど……ううん、わかってなかった」

　いつきは、ジュカの胸に額を押しつけ、わずかに首を左右に振ふった。

「今ならわかるよ。あーちゃんは、先輩が生きていることを誰よりも喜んでると思う。これからも、生きてほしいと願ってると思う」

「…………っ」

　ジュカは、言葉に詰つまってしまう。

　ついこの前にも、杏あん里りと咲さく耶やに「生きろ」と言われた。

　今のジュカには、生きることは復讐することと同義だ。

　だが、自分が生きることにそれ以外の意味もあるとしたら──

「あたし、あーちゃんの代わりになんかなれない」

「なに……？」

「だけど、代わりになれなくても、そうしたい。できなくても、やりたい。あたしは、あーちゃんにできないことをやる。あーちゃんが生きてたら、きっとやってたことを、あたしがやるよ」

「いつき、おまえ……」

「あたしが、先輩を守るよ。あーちゃんは先輩を守るために戦った。その意志を無む駄だにしないために。それに……」

　いつきは、顔を上げてくすりと笑った。

「先輩、バカだから。無茶して、死んじゃうかもしれない。そんなの、ダメなんだよ。あーちゃんは自分の仇かたきを討うってもらうことより、先輩が生きてくれることのほうがずっと嬉うれしいよ」

「……俺は、仇を討つ。そのために生きてる」

「先輩はそれでいいよ。あたしは、あーちゃんの遺志を継つぐために生きる。ＳＯＧソーグとか神魔とか、どうでもいい」

「おまえには、縛ばく鎖さがある。殺されるぞ」

「知ったことじゃないよ」

　いつきは、にっこりと笑った。

　それはまるで、エデン・ゼロにいた頃ころに妹に向けていた笑えみのようだった。

「死ぬかもしれないから戦わないなんて、あたしにはそんな選せん択たく肢しはないよ。もちろん死にたくはないけどね」

「おまえは……」

　どうやら、いつきは本気らしい。

　縛鎖をものともしない紅蓮のマリアが、朱奈にはかなわなかった──その意味がわからないほど、バカではないはずだ。

　それでも戦うというのなら──ジュカが反対する理由はない。

　そもそも、ジュカ自身、いくら背徒の力を得たとはいっても敵は絶対者。

　絶望的ではないにしても、勝ち目は限りなく低い。

　だが、ジュカにもまた〝戦わない〟などという選択肢はない。

「……勝手にしろ、とは言わないぞ。おまえは憎にくたらしいガキだが、それはそれとして朱奈に食わせたくはない」

「ものっすごいバカにしてるよね……もしかして、ねちねち嫌いや味み言ったこと、根に持ってる？」

「いや、根に持つほどおまえに興味はない」

「おおいっ！　先せん輩ぱい、そういうはっきり言うところが気に入らなかったんだよ！」

「初めて知った。特に参考にはならんが」

　いつきは妹のことが好きすぎて、兄であるジュカをも敵視しているのかと思っていた。

　ジュカの性格にも問題があったとは、意外である。

「こほん、んんうっ、んっ、んーっ！」

「……ふわ？」

　いきなり聞こえた咳せき払ばらいに、いつきがきょとんとする。

　ジュカが咳が聞こえた方向に目を向けると。

「ところで、いつまで抱だきついてるのかしら、その三流アイドルは？」

「こ、こら、いつきちゃん。アイドルが男の子に抱きついちゃいけません」

　屋上の出入り口そばに、聖せい十じゆう字じ学園の制服姿の杏里と咲耶が立っていた。

　二人は、風に揺ゆれるスカートを押さえながら、ジュカたちに近づいてくる。

「……おまえたち、どうしてここが？」

　ジュカは二人に問いかける。

　レッド・リリィの店内からいつきに強ごう引いんに連れ出され、ここに来るまで尾び行こうなどはなかったはずだ。

「これよ」

　杏里は手に持っていたスマホを、ジュカのほうに向けた。

『ふっふっふー。監かん視し役をナメちゃいけませんよ、ジュカさんっ』

　スマホから甲かん高だかい声が聞こえてくる。

　スピーカーモードになっているらしい。

　もう聞き慣れたトーコの声だった。

「監視役ってな……おまえ、俺の身体にＧＰＳでも仕し込こんでるんじゃないだろうな？」

『この私の粘ねん着ちやく性を甘く見てはいけません。ジュカさんがいつどこでなにをしているか、なんでもお見通しっ、なのですよっ』

「俺の最大の敵はトーコのような気がしてきたな……」

　別にジュカは人に見られて困ることはしていないが、さすがに四六時中見張られていては愉ゆ快かいではない。

『ていうか、ルーキー！　あんた無事なの!?』

「ん？　ハルか？」

　スマホから聞こえてきたのは、いつもの攻こう撃げき的な口調──

「無事？　なんの話だ？」

『とんでもない神魔の気配がしたわ！　どうせ、あんたのところに現れたんでしょ！　まったくトラブルメーカーなんだから！』

　ハルは、そこまで言うと──

『ぶ、無事なのよね？　またこの前みたいに串くし刺ざしになってないでしょうね？』

　小声で、ゆっくりと付け足した。

　ハルは凶きよう暴ぼうで傲ごう慢まんだが、実は心優しく面めん倒どう見みがいい。

　おそらく、自分の命が危険になっても、ジュカや杏里たちを見捨てるようなことはしないだろう。

「ああ、俺はなんともない。桐きり美み原はらいつきもな」

「……なんか先輩、周りが女だらけだよね」

「なりゆきだ」

　なぜか、いつきが半目でじろりと睨にらんでくる。

「エデン・ゼロにいた頃は、あーちゃんと私と朱奈先輩くらいしか女の子の話し相手なんていなかったのに……くそっ、ハーレム気取りかっ！」

「おまえ、口が悪くなってるぞ」

　ジュカには、なにがそんなに気に障さわっているのか、さっぱりわからない。

「ああ、そういえば」

　いつの間にか接近していた杏里が、さりげなくいつきをジュカから引き離はなす。

「そうですね、杏里ちゃん」

　同じく近づいていた咲耶が、さらにいつきを遠くへと押しやる。

「いつきちゃん、あなたは昔の冴さえ木き君を知っているんですよね？」

「冴木君って……ああ、先輩のことか。もちろん。幼なじみってほどじゃないけど、付き合いはけっこう長いよ」

　いつきが、事も無げに答える。

　ジュカの記き憶おくでは、長いといっても五年程度だ。

「え、えーと……昔の冴木君ってどんな子だったんでしょう？」

「別に興味があるわけじゃないけど、知っておきたい」

　杏里と咲耶は、いつきを取り囲むようにしている。

「おまえたち、いったいなにを訊きいてるんだ……」

「結局、ジュカ君はこの子も落としちゃったんでしょう？　ジュカ君一いち味みの一人になったのなら、遠えん慮りよはいらないわよね」

「一味って、おまえな……」

　ジュカは呆れつつ言った。杏里と咲耶はまるで自分の恋こい人びとのようだ。

　一線を越こえていないだけで、いろいろなことをしておいて──この二人は自分とは関係ないなどとはとても言えないが。

「ちょ、ちょっと待って、杏里お姉ちゃん！　べ、別にあたし落ちてなんか……！」

「思い切り抱きついてたように見えたけど？」

「そ、それは……っていうか、杏里お姉ちゃんってまさか先輩と……本当に……？」

「デキてるわ」

「おい！」

　思わず、ジュカは口を挟はさんでしまう。

「最後の一線は越えてないけど……むしろ、それ以外は全部やった」
















「えっ、ええええええっ……！」

　いつきは目を大きく見開き、絶句している。

「あと、そういうことするときは、いつもこの二号──咲耶先輩も一いつ緒しよ」

「そっ、それって３ぴ──うああああ！」

　いつきは、今度は耳まで真っ赤にして叫さけんだ。

「いえいえ、待ってください！　誰だれが二号ですか！」

「二号っていうのは、愛人という意味よ」

「知ってます！」

「意外と耳みみ年どし増まね。咲耶先輩、年上だけあって下げ世せ話わな言葉もよくご存じよね」

「こういうときだけ、年上扱あつかいしますよね……」

　咲耶は涙なみだ目めになって、しょんぼりしている。

　ジュカは黙だまったままだ。

　下手に口を挟むと、巻き込まれてろくな目に遭あわないのは明白だからだ。

『あのー、盛り上がってるところ悪いんですけど』

　まだ通話が切れていなかったらしい。

　杏里が手に持っているスマホから、トーコの声が聞こえてきた。

『桐美原いつきさんも連れて、お店に戻もどってきませんか？　そこにいる三人がどれだけレアな存在か、わかってますよね？』

「ああ、そうだったな」

　ジュカもうっかりしていた。

　ここには、六つのイヴのかけらの持ち主──

　そのうちの三人が揃そろっている。

　既すでに一人、ジュカの妹は死んでしまった。

　杏里、咲耶、いつきはもう失えない五人のうちの三人なのだ。

　ジュカは三人を守るためならどんなことでもするが、一人でできることには限りがある。

　早くハルとトーコに合流するのが賢けん明めいだろう。

「わかった、すぐ戻──」

『ルーキー！』

　ジュカが言いかけたそのとき、スマホの向こうからハルの鋭するどい声が飛んできた。

『ヤバイ！　早くそこを離れて！』

「ん？　ハル、なにを……」

　ジュカは、また言葉を途と切ぎれさせた。

　屋上の床ゆかが小さく震しん動どうしていることに気づいたのだ。

「これは……まさか、朱奈が……？」

　ジュカは、周囲を見み渡わたした。

　だが、見慣れた幼なじみの姿はどこにもない。

「ジュカ君……霊れい脈みやくが乱れてる。この前の特異点のときみたいな波動を感じる」

「なんだと？」

　杏里が、真ま面じ目めな顔になっている。

　もう、咲耶やいつきのことは気にも留めていないようだ。

「はい、確かに感じます。これは……特異点が現れたときと酷こく似じしています。あちらのほう……でしょうか」

　咲耶が、南の方向を指差した。

　特異点──地中にいくつも流れている霊脈が集中するポイントに、太く強きよう烈れつな霊気オドが一気に流れ込み、地上に溢あふれ出すことだ。

　先日は、その特異点から強力なカインズ、ベヒーモスが出現した。

　まさか、ベヒーモスほどのカインズがまた現れるとは思えないが──

「えー、確かに霊脈は乱れてるけど、あたしよくわかんない……」

「いつきちゃんにはまだ無理ですよ。力は強くても、経験が足りませんから」

　戸と惑まどっているいつきに、咲耶が優やさしく答えた。

　バカにしているわけではなく、事実を教えただけなのだろう。

　それがわかっているからか、いつきも反論などはしない。

「咲耶、詳くわしいポイントがわかるか？」

「方向はわかりますけど、距きよ離りがかなりあるので難しいです」

　咲耶は、南を見つめつつ答えた。

　彼女は神じん器き覚醒者マスターであり、神器や霊気の扱いに関してもっとも長たけている。

　その咲耶でも無理なら、ここにいる誰にも詳しよう細さいはわからないだろう。

『ルーキー！　聞こえる!?』

「ああ、聞こえてる。わかった、すぐにそちらに戻る。距離がある、というならすぐにどうこうはないだろう」

『いいえ、ダメ！　ああもう、まだるっこしい！　あたしがそっちへ行く！』

「途と中ちゆうで合流するってことか？」

『行くって言ったでしょ！』

　ハルはそう叫ぶと──

『うわわ、ハルさーん!?』

　トーコの悲鳴のような声が聞こえた。

　ジュカが、杏里たちと思わず顔を見合わせ──

「はい、お待たせ！」

「…………っ！」

　マンションの屋上にいた全員が、驚おどろきのあまりに声も出ない。

　空から、ハルが降ってきたからだ。

　レッド・リリィでのハルのユニフォームであるメイド服を着て、スカートの裾すそを乱しながら、あざやかに着地を決める。

「ハ、ハル、おまえどこから……？」

「あんた、人の話を聞いてないの？　行くって言ったじゃない。だから、来たのよ」

「来たって、どうやって……」

　ジュカもさすがに冷静ではいられない。

　いつきに引っ張られて、小走り程度だったとはいえ、レッド・リリィからこのマンションまで十分はかかったはず。

　ハルが最後にスマホの向こうで話してから、せいぜい三十秒ほどしか経たっていない。

　しかも、このマンションはどう見ても二十階以上の高さがある。

　いったい、どうやってこんなところまで──

「能力を封ふう印いんしてても、七つの大罪よ？　このくらいで驚かれちゃ困るわ」

　ハルは自じ慢まんするでもなく、当然のように言った。

　ジュカには聖天に舞まう者以上に、七つの大罪のことをよく知らない。

　単純な身体能力の問題とはいえ、これほどの化け物とは──

「ハル。あなたがここまで急いだってことは、よっぽどのことがあるの？」

　杏里がぼそりと言った。

　さすがにここ最近、多くの修しゆ羅ら場ばを経験したからか、杏里はあまり動じていないようだ。

「ふん……あたしだって、サリエールのことばかりコソコソ嗅かぎ回ってたわけじゃないわ。ちゃんと、七つの大罪としてやることはやってたっつーの」

「ハル、いったいなんなんだ？」

　ジュカは、咲耶が示した方向を見ながら言った。

　確かに、なにか──圧あつ迫ぱく感かんのようなものがビリビリと伝わってくる。

　ハルが大おお慌あわてで駆かけつけてくるだけのなにかが、あの方向にあるのだ。

「ＳＯＧが世界中の霊脈が集中する土地に、第１から第６までの神しん聖せい都と市しをつくってるのは、霊気が高い人間が生まれやすくて、神器適てき性せい者しやを育てるのに適しているから。けど、それだけじゃない」

　ハルは、淡たん々たんと説明する。

「たいした計画でもないけどね……ＳＯＧの連中は、この土地に溢れる霊気を利用して、生み出そうとしているのよ」

「生み出す……？」

「各都市によって、つくっているものはそれぞれ違ちがうわ。この第６エデンで建造されているものは──」

　そこまで言って、ハルは言葉を切った。

　それから、ジュカが見つめている方向を指差す。

「説明するより、見たほうが早いでしょ。アレよ」

「なんだ……？」

　ジュカは、じっと目をこらした。

　その方向に、確かになにかがある。

　南の空、かなり日が傾かたむきつつあるそこに黒い点のようなものが見えた。

「あ、あれは……!?」

　ジュカの隣となりで、咲耶が息をのんだ。

　その大きな瞳ひとみが、淡あわいグリーンに輝かがやいている。

　彼女は霊気の探知に長けているだけではなく、はるか長ちよう距きよ離りを見通す、人にん間げん離ばなれした視力を持っているのだ。

　咲耶には、あの黒い点がもっとはっきりした姿に見えているのだろう。

「あれは、鳥……？　ううん、まさか……船？」

「船、だと？」

　咲耶は、ジュカの疑問にも答えずにひたすら空を凝ぎよう視ししている。

「そうね、船というのが正確なんでしょうね。空を飛ぶふざけた船だけど」

「どういうことだ、ハル」

「グラン・ノア」

　ハルは、空を厳しいまなざしで睨にらみながら言った。

「数千年前、旧ふるき神々と神魔の間で戦争が起きた。その結果は知ってのとおりだけど……人じん智ちを超ちよう越えつした戦いは、この地上をも巻き込んだのよ。地上は荒あれ、多くの人命も失われたわ。そのときに、旧き神々が人類を守るために地上に差し向けた船が──ノアの方はこ舟ぶね」

「ノア……」

　ジュカには、初めて聞く名だった。

　旧き神々と神魔の戦争については、ジュカだけでなくほとんどの人間が知らない。

　あまりに遠い過去の話だから、というだけでなく神魔が人に多くを伝えるのを嫌きらったのではないだろうか。

　神魔はイヴを残して旧き神々を滅ほろぼしたが、神魔もまた狂きよう乱らんのアダムや旧き神々の反はん撃げきで尋じん常じようではない被ひ害がいを受けたはずだ。

　支配者である神魔は、自分たちの失態を隠かくそうとした可能性はある。

　彼らは人とは異なる感情の持ち主ではあるが、恥はじという概がい念ねんがあってもおかしくはない。

「あそこに浮ういてるのは、そのノアの模造品よ」

「そんなものをつくってどうするんだ……？」

　ジュカは、ハルに問いかける。

「ノアは元々、旧き神々が神魔と戦うためにつくったものでもあるのよ。別に、旧き神々も地上の人間たちを救うためだけに船を差し向けたんじゃないわ。そんな美味うまい話、神話でもありえないのよ」

　ハルはつまらなそうに言って、肩かたをすくめる。

「ノアは人間の霊気を吸って稼か働どうする船。もちろん、武装もしてるわ。人の霊気を吸い続け、人の命をエネルギーにして神魔を討うつの。そこそこの戦果を上げたみたいよ」

「旧き神々は、人を駒こまにしたのか……」

　ジュカは、初めて聞く話に驚いた。

　旧き神々については、イヴ以外は名前も知らない。

　人々を武装した船に乗せて神魔に立ち向かわせるとは。

　あくまで人間の価値観から見ればだが、人道的とは言いがたい。

「そのノアをＳＯＧが再生させたのよ。この新しいノアは人の霊気じゃなくて、地中の霊脈を吸い上げるシステムをつくったんでしょうね」

「特異点から溢れた霊気を吸い上げてる、ということか……」

　地中の霊脈の乱れは、ジュカがアダムの力を使ったせいでもある。

　つまり、グラン・ノアの動力源が確保されたのはジュカのせいとも言えるのだ。

「ルーキー、アダムの力はしょせんきっかけよ。この第６エデンはバカみたいに霊脈が集中してる土地なんだから。背徒と神魔がぶつかってりゃ、遅おそかれ早かれ特異点は現れてたわよ」

「……ああ」

　ジュカは頷うなずいた。

　その彼の手を、杏里と咲耶がそっと握にぎってきた。

　いつきには事情がよくわからないだろうが、心配そうな顔をしている。

「それに、ごちゃごちゃ考えてる余よ裕ゆうはないわよ。あのバカみたいな船は、こっちに近づいてきてる。そうね、咲耶？」

「え、ええ……ゆっくりですけど、確かにこっちに来てます」

　咲耶は、やや顔色を悪くしながら頷いた。

　霊気を探知し、遠えん距きよ離りを見通す彼女は危機を明確なものとして捉とらえているのだろう。

「……ん？　ふっ、なるほど。それにしたって、いきなりあんなものを持ち出してくるなんておかしいと思ったけど……そういうことか」

　ハルは突とつ然ぜん嬉うれしそうに言って──にやりと笑った。

　彼女もまた、咲耶と同じく、ジュカたちには見えないものが見えているらしい。

「…………」

　ジュカは、だんだん大きくなっていく空中の黒い点を睨む。

　遠すぎてまだわからないが、グラン・ノアとやらはかなり巨きよ大だいなようだ。

　あれがＳＯＧの船ならば、目的は背徒であるジュカとハル。

　あるいは──

　ジュカは、イヴのかけらを宿す三人の少女を見た。

　既すでに、イヴはこの第６エデンで何度か姿を現している。

　ＳＯＧにいつ気づかれてもおかしくはなかったが──

　そのときが訪おとずれたのかもしれない。







　それは、翼つばさを広げた鳥に酷こく似じしていた。

　全体は光こう沢たくのある白。

　太陽の光を反射して、キラキラと輝いている。

　全長は三百メートルほど。

　翼を含ふくめた全ぜん幅ぷくは二百メートルくらい。

　首を伸のばした鳥の頭部に見える部分を含めると、全高は八十メートルといったところだろう。

　池いけ袋ぶくろから南へ四キロほどの上空。

　新しん宿じゆく近くに、それは浮いている。

　その鳥の頭部に似た部分──艦橋に、一人の青年の姿があった。

　艦橋は階段状になっており、四つのオペレーター席がある。

　その一番上にキャプテンシートがあり、一人の青年が偉えらそうに深く椅い子すに座っている。

「ふふふ。なんだ、ちゃんと動くじゃないか」

　青年は楽しげに言った。

　姿形からは、二十代前半に見える。

　長めに伸ばした銀色の髪かみに、恐おそろしいほど整った顔。

　もう夏だというのに、キャメルのロングコートを着ている。

　コートの胸ポケットには、蜘蛛くもをかたどったマークが刻まれていて、上品なコートにはあまり似合っていない。

「まあ、乗り心地ごこちはいまいちかね」

　青年の名はサリエール。

　高位の神魔であり、聖天に舞う者への目通りも許されるほどの実力者だ。

　気まぐれな性格で、ＳＯＧのオブザーバーという地位に就ついている。

　本来は下級の神魔が務めるような役回りだが、彼はその仕事を楽しんでいるようだ。

　サリエールの興味は、面おも白しろいかどうかという一点に集中している。

　たとえ実力に見合わない下働きのような仕事でも、自分を満足させてくれればそれでいいのだ。

「あ、あの。サリエール様……」

「はい、なにかな？」

　サリエールはキャプテンシートの隣に立つ若い女性に微笑ほほえみかけた。

　その女性の名は、久く住ずみという。

　元々は、警察の対カインズ部隊〝トバルカイン〟の隊員だった。

　久住は、先日のベヒーモス出現の際に神器覚醒者に協力したらしい。

　その功績を買われ、ＳＯＧのメンバーに抜ばつ擢てきされて、グラン・ノア計画に参加することになったのだ。

「なに……というか、疑問が多々あるんですが」

「もうすぐ忙いそがしくなりそうだから、早めに解決したほうがよさそうだね。それで、なんだい？」

「まず、どうしてグラン・ノア計画のメンバーに選ばれたばかりの私が艦橋にいるんでしょうか？」

「君は、副長に選ばれたからだよ。適当に私をサポートしてくれればいいさ」

「て、適当……」

「ベヒーモスを殲せん滅めつした神器覚醒者を助けたんでしょ？　そのときと同じ役割を果たしてもらえれば」

「い、いえ。私、二にノの宮みや咲耶を狙そ撃げきポイントに運んだ程度なんですけど……」

　久住が答えたそのとき、ぐらりと船体が傾かたむいた。

　キャプテンシートの隣のテーブルに置かれていた書類がばさばさと床ゆかに落ちる。

「おーっと。まだ安定しないね。出力が上がらないのかな？」

「機関部。どうなってますか？　特異点は消えてないでしょうね？」

　久住は疑問を一時放ほうり出して、近くのパネルから船内通信で問いかける。

『特異点からの霊気の吸収は問題なし。霊気は主機関の補助に使っているだけですので、そちらが停止しても問題ありません。主機関の出力を五パーセント下げて安定させています』

　機関長からの通信が返ってくる。

「主機関の安定を最優先に。こんな街中で墜つい落らくでもしたら冗じよう談だんではすみません」

『了りよう解かい』

　機関長は短く答えて通信を切った。

　久住もそれ以上は追つい及きゆうしない。機関長の仕事の邪じや魔まになるだけだからだ。

「……というわけです、サリエール様」

「というわけ、というと？」

　ニヤニヤしながら久住の通信を聞いていたサリエールが答える。

「グラン・ノアは未完成なんですよ！」

「うん」

「……い、いえ。うん、ではなくてですね」

「大だい丈じよう夫ぶ、わかってるさ」

　サリエールは、地上に降りて長い時間を生きている神魔である。

　超ちよう越えつ者といえど、人の世界に疎うといわけではない。

　これほどの大型空中戦艦が、人の手に余る代しろ物ものだということも、充じゆう分ぶんに理解している。

「グラン・ノアの完成度は四十五パーセント程度。こうして浮いているのが奇き跡せき、だというんだろう？」

「そ、それがおわかりなら！　なぜ、無理矢理動かすようなことを！」

「面白そうだったから」

「…………っ」

　サリエールが笑顔で言うと、久住は絶句してしまった。

　なかなかいい表情だ、とサリエールは感心する。

　アダムの少年やイヴのかけらの少女たちとわずかに接点がある、というだけで副長として彼女を選んだのだが、その選せん択たくは正しかったと思う。

　サリエールにとって、有能かどうかはどうでもいい。

　なにか一点でも、自分の興味を引くようなものを持っているかが重要なのだ。

「それにさ、主機関の立ち上げに必要なエネルギーとして、特異点から噴ふき出す霊気はうってつけでしょ？　めったに現れない特異点なんだから、これを利用して起動実験というのは、悪い手ではないはずだよ」

「そ、そうですが……いくらなんでも無茶が過ぎます。船内は、まだ工事中の区画も少なくないんですよ」

「主機関と航行システムが作動していれば問題ないさ」

　サリエールは、さらりと答えた。

　グラン・ノア計画は、ＳＯＧの最重要機密に属する。

　ほとんど強ごう奪だつ同然に持ち出してきたが、主機関の実験中だったということもあって、スタッフも揃そろっていたのが幸いした。

　こうして、ＳＯＧの建造基地を飛び立って、目標に向かって進んでいる。

　サリエールにはなにも文句はなかった。

「久住、君は心配性しようすぎるよ。心配しなくても、もし墜落しようが主機関が吹ふき飛ぼうが、船内のスタッフは私が責任をもって助けてあげるから」

「そ、そういう問題ではなくてですね……！」

　そういう問題ではなかったのか、とサリエールには意外だった。

　この久住という女性は、墜落して第６エデンに被ひ害がいが出ることを本気で心配しているのかもしれない。

　心配するまでもなく、この第６エデンには被害が出ることになるのだが。

「サリエール様。目標を確かく認にん。正面モニターに出します」

　オペレーターの一人が報告する。

　サリエールはキャプテンシートの正面に設置された大型ディスプレイに目を向けた。

　そこには、マンションの屋上に立つ少年少女たちの姿が映し出されている。

「よしよし、揃ってるね……あれ、トーコって子がいないか。ちょっと残念だね」

「二ノ宮咲耶さんと……ベヒーモスのときにもいた子たち？」

　隣となりで、久住が首を傾かしげている。

「まあ、いないものはしょうがない。二連装霊れい子し砲ほう、発射準備」

「ちょっ、サリエール様!?」

「了解、二連装霊子砲、発射準備」

　オペレーターが操作を開始する。

　このグラン・ノアは、もちろん武装している。

　武装もまだ不完全ではあるが、最低限のものは揃っているのだ。

　二連装霊子砲は、両りよう翼よくの上にそれぞれ一基ずつ配置されている。

「照準システム、問題なし。いけます」

「んじゃ、撃うって」

「サ、サリエール様っ！　ここは市街地ですよ！」

「あそこにいるのは、神魔とＳＯＧの敵だよ。多少の損害はやむなしだ。はい、撃って」

「了解」

　オペレーターは当然のように頷うなずいた。

　久住には見えないだろうが、オペレーターの身体からだには縛鎖が巻きついている。

　オペレーターとしての思考力、判断力を維い持じしつつ、サリエールの命令に絶対服従しているのだ。

「二連装霊子砲、発射！」

　オペレーターが叫さけぶと、船内が震しん動どうし、艦橋の窓が白く染まった。

　サリエールは微笑みとともに、放たれた霊気のかたまりを見送った──







「冴木君っ、来ます！」

「わかってる！」

　咲耶が鋭するどく警告を発したとき、ジュカは既すでに動いていた。

　背徒は例外なく、逆ゲキ牙ガで縛鎖を断たち切り、自由を手にしている。

　ジュカもまた同じだが、彼の場合はどういう理由か縛鎖の一部が左ひだり腕うでに残ったままになっているのだ。

　しかもそれはジュカの意思によって自在に動かすことができてしまう。

　自分を縛しばっていた鎖など頼たよりたくもないが、戦せん闘とうには有用であることも事実だった。

「行けっ！」

　ジュカは、左腕の鎖を素す早ばやく伸のばし、杏里と咲耶、いつきの三人を自分とまとめてぐるぐる巻きにしてしまう。

　さらに鎖を伸ばし、マンションから数十メートル先、隣のビルの屋上を囲む鉄てつ柵さくに結びつけ、三人を自分に鎖で巻きつけたまま屋上から──跳とんだ。

「きゃっ！」

「ちょっ、冴木君！」

「せんぱーいっ！」

　杏里たちが一いつ斉せいに叫んだが、ジュカは気にも留めなかった。

　三人が落ちないように鎖をきつく締しめつけつつ、今度は鎖を縮め、隣のビルの屋上へと飛び込んだ。

　同時に、背後で凄すさまじい爆ばく音おんが響ひびく。

　後ろを振ふり返る余よ裕ゆうもなく、屋上の床を転がり、すぐに縛鎖を左腕に戻もどす。

「くそっ！」

　三人を解放してから、ようやくジュカはさっきまでいたマンションの屋上に視線を向けた。

　屋上どころか、マンションの上層部が数階分吹き飛んでしまっている。

　凄まじい煙けむりが上がり、砕くだかれた破は片へんが地面へと落下しつつある。

「グラン・ノアの砲ほう撃げきか。いきなり撃ってくるとはな……！」

　ジュカは、かなり接近してきているグラン・ノアを睨にらみつけた。

　近いといっても、まだ二キロ以上は離はなれているだろう。

　だが、あの空中戦艦の射程距きよ離り内には余裕で収まっているようだ。

　さっきは、グラン・ノアがきらりと光ったと思ったら、次の瞬しゆん間かんには砲撃がマンションを直ちよく撃げきしていた。

　狙ねらいもなかなか正確らしい。

　続けて何発も撃たれたら、ジュカも杏里たちをかばって逃にげ切れるかどうか……。

「こらっ」

「ん？」

　ジュカのすぐそばにある鉄柵の上にハルが立っていた。

　いつもの足クセの悪さを発揮し、ジュカの肩かたを踏ふみつけている。

「あんた、あっさりあたしだけ見捨ててくれたわね」

「あの程度の攻こう撃げきでハルを殺せるわけがないだろう」

「そうだけど、なーんか納なつ得とくいかないっつーか……」

　ハルは、ぐりぐりとジュカの肩を強く踏みつけてくる。

　メイド服のスカートが揺ゆれ、青と白のボーダー柄がらのパンツが見えているが、本人は気づいていないようだ。

「まあ、いいわ。しかし、次を撃ってくる気配がないわね」

「撃たないんじゃなくて、撃てないなら助かるんだがな」

　グラン・ノアは変わらずに微び速そくで接近してきている。

　ジュカの視力ではまだ砲ほう塔とうは見えないが、撃てるのなら次々に撃ってきても不思議はない。

　まさか、一度撃っておいて、周囲に遠えん慮りよしているということもないだろう。

「いや、当てるつもりもなかったか？　だったら、ＳＯＧにしては遊び心のあることだな。神魔に忠誠を尽つくす連中が──」

「ルーキー、気づいた？　そうよ、あんたが言ったとおり。遊んでんのよ。あのバカでかいお船に乗ってる奴やつはね」

「……あいつか？」

　ジュカは思い出す。

　アダムの力を使うジュカの猛もう攻こうにも、にやにやと笑っていたあの神魔を。

「たぶんね。あいつのことなら、あたしはよく知ってる。サリエールは待ってるのよ」

「なにを？」

　ハルは、ジュカの質問にちょいちょいと地上を指差した。

　ビルの下、地上では車や人々が一斉に逃げ出している。

　カインズが多く出現するこの第６エデンでは、避ひ難なん訓くん練れんも日常的に行われているのだろう。

　多少混乱はしているが、速すみやかに避難が進んでいるようだ。

「第６エデンの住民の避難を？　なぜ、神魔がそんなことを気にする？」

「サリエールは気にしないわよ。あたしが気にするってことを、あいつも知ってんの」

　ハルは嫌いやそうに言って、鉄柵から床ゆかへと降りる。

「あんなバカでかいもの飛ばして、砲撃までくらわしてんのよ。これだけ派手にやれば、相当に広こう範はん囲いで避難するでしょ。街がまるごと無人になるわ」

「……それで、どうなる？」

「魔術を伝えし者アザゼルの第十一封ふう印いん術式──第一式及および第二式を解除」

　ハルは、わずかに両りよう腕うでを広げ、つぶやいた。

　彼女の髪かみと、メイド服のスカートがふわりと舞まい上がる。

　ハルの全身を包み込むように、不可思議な青い文字が浮うかぶ。

「これは……」

「あ、あれは魔術文字──神魔の術です。それもとんでもなく高度な……魔術を伝えし者の術式なんて、そんなものを使ってまで封ふうじてるっていったい……」

　ジュカが驚おどろき、咲耶は彼女の顔を見つめながら震ふるえる声で言った。

　さすがに咲耶は世界で十二人しかいないという神器覚醒者であり、ＳＯＧでも特別な扱あつかいを受けていただけのことはある。

　知識も、背徒としては半人前のジュカとは比べものにならない。

「第三、第四式……ああもうまだるっこしい！　一気に第九式まで解放っ！」

「…………っ」

　ジュカは、咲耶の手を引きつつ、後ろに下がった。

　杏里といつきをかばえる位置に立つ。

「ハ、ハル……！」

　ハルの身体からは暴風のような圧力が放たれ、ジュカは目を開けているのも難しいほどだった。

「……ふうっ、まあこんなものかしら」

　ハルの身体から放たれていた圧力は一いつ瞬しゆんで消え、彼女は小さく息を吐はいた。

　ジュカは目を見開いて、ハルの姿を見つめる。

　圧力は消えたが──ハルの身体の奥深くから、凄まじい力を感じる。
















　まるで、体内に太陽でも宿しているかのような──

「ハル、おまえ……どうするつもりだ？」

「決まってんじゃん」

　ニヤリ、とハルは不敵な笑えみを浮かべた。

「ちょこっと、あそこ行ってくるわ。あのバカでかい鳥が暴れてレッド・リリィを壊こわされても困るしね」

「サリエールとやり合う気だろう。だが、なぜ今……」

「あいつが本気で遊ぶつもりだからよ。サリエールの奴は気まぐれだからね。めったなことでは本気を出さない。あたしはね、ルーキー。本気のあいつを殺さなくちゃ気が済まないのよ……！」

「ま、待て、ハル。それでもおまえ一人じゃ──」

「ふん、珍めずらしいじゃない。イヴの女の子でもないあたしを心配するなんて。ま、悪いことじゃないけどね。あんたは杏里たちを守ってあげなさいよ。グラン・ノアはあたしが叩たたき落とす！」

　ハルはそう言うと、膝ひざを曲げてぐっと身体からだを沈しずめ──飛んだ。

　それは、まさに飛ひ翔しようと呼ぶにふさわしいジャンプだった。

　メイド服に身を包んだハルは弾はじかれたように飛んでいき、あっという間に豆まめ粒つぶのように小さくなった。

「ハル、あいつ……」

「ジュカ君」

　杏里がそっと寄り添そってくる。

　ハルともっとも仲良くしていたのは彼女だ。

　グラン・ノアという超ちよう兵器に加え、あの中にサリエールがいるというなら。

　危険などというレベルをはるかに超こえている。

　単身突とつ入にゆうするなど、自殺行こう為いとしか思えない。

「ハルを……助けなくていいの？」

「……あいつは七つの大罪の一人だ。封印とやらも解いたらしい。それなら……」

「でも、いくらなんでも一人で行かせるなんて」

　杏里の目は真しん剣けんだった。

　最初に出会った頃ころの、どこか無感情に見える彼女はどこにもいなかった。

　心からハルの身を案じ──ジュカが「来い」と言えば地じ獄ごくの底までもついてきそうだ。

　だが、そうはいかない。

　ここにいる杏里と咲耶、いつきの三人は貴重な能力を宿している。

　特とつ攻こうに付き合って、危険に晒さらすわけにはいかない。

　それに、なにより──

「杏里……咲耶、いつき。俺はおまえたちを失いたくない」

「ジュカ君……」

「さ、冴木君……」

「先せん輩ぱい……」

　ジュカが思わずつぶやいた言葉を聞いて、三人の少女は驚きを隠かくせなかった。

　自分でも驚いたくらいだから、当然だろう。

　ジュカは、つい笑ってしまう。

　復ふく讐しゆうのためだけに生きるはずが、変わり始めたことは自覚していた。

　しかし、いったいどこまで変わっていくのか。

　それは、自分でも見当すらつかないことだった。







　ハルは空中を突つき進んでいる。

　猛もう烈れつな風圧に襲おそわれているが、目を見開いたままだ。

　あの奇き妙みような鳥──グラン・ノアにサリエールがいる。

　ハルは、物心ついた頃から〝牧場〟と呼ばれる自然に囲まれた屋や敷しきにいた。

　サリエールが、美しい魂たましいを持った少女を育てるためにつくった場所だ。

　多くの少女たちが集められたその場所で、ハルは仲間たちと穏おだやかに暮らしていた。

　だが、少女たちはハルが知らないところで一人ずつ、サリエールに魂を食われて死んでいたのだ。

　そんなことも知らず、ハルはサリエールという青年を信しん頼らいし、尊敬しながら育った。

　そして、十二歳の誕生日──

　ハルはサリエールの私室に呼ばれ、彼女は〝牧場〟の意味を知った。

　しかし、ハルはただ黙だまって食われはしなかった。

　彼女は逆牙を発現させ、縛鎖を断たち切って背徒になり、サリエールの支配から逃のがれた。

「…………っ」

　ハルは、ぎりっと奥歯を嚙かんだ。

　背徒になったのは、もう五年も前の出来事だ。

　彼女が自由を手に入れた代だい償しようは、大きかった。

　背徒になった直後から強大な戦せん闘とう能力を有していたハルと、上級神魔であるサリエールとの戦いは熾し烈れつを極きわめ──

　牧場は壊かい滅めつし、戦いに巻き込まれた少女たちも全員が命を落とした。

「あたしが殺した……！」

　仲の良かった親友も、まだ物心ついたばかりの子供も、みんな死んだ。

　あのとき、ハルが逆牙を発現させなければ、間ま違ちがいなく彼女は魂を食われて死んでいただろう。

　それでも、ハルがおとなしく食われていたなら、牧場の少女たちはあと数年は生きられた。

　自分が死ねばよかったなどとは思わないが──

　少女たちの死の責任は、ハルが背負わなければならなかった。

　サリエールを殺すことで、少女たちの無念が晴らせるのか。

　それもわからないが、ハルの身の内にサリエールへの憎にくしみが消えずに宿っていることだけは、真実だ。

「ちっ！」

　そこまで考えたところで、グラン・ノアの機き銃じゆうが発はつ砲ぽうを開始する。

　銃じゆう弾だんなど背徒には脅きよう威いでもなんでもないが、グラン・ノアの巨きよ大だいな機銃の弾だん丸がんは人間が一発でもくらえば身体が粉こな微み塵じんになるだろう。

　さすがに、背徒でも当たれば致ち命めい傷しようになりかねない。

「並の背徒なら──ね！」

　ハルはまっすぐ飛びながら、両手に逆牙を出現させる。

　彼女の逆牙は二刀流で、軽く反りのあるナタのような幅はば広びろの短たん剣けんを二本操あやつる。

「うおおおりゃっ！」

　ハルは二本の短剣を縦じゆう横おう無む尽じんに振ふり回し、飛んでくる弾丸を次々とさばいていく。

　巨大な銃弾は短剣などで受け止められるものではないが、ハルの逆牙は別だ。

　逆牙は、彼女の魂そのもの。

　背徒となって、戦いの中で磨みがき上げてきた強き魂から生み出された武器なのだ。

「たかが弾丸なんかで、あたしの魂が砕くだけるかっ！」

　ハルは弾丸を弾き飛ばしながら──グラン・ノアの船体に着地を決めた。

　微び速そくで進むグラン・ノアの船体は、白く美しい。

　あの醜しゆう悪あくなサリエールには不似合いなほどの美しさだ。

「ま、とりあえずぶっ壊しておくか。あそこが艦かん橋きようね」

　ハルは二本の短剣の先せん端たんを、鳥の頭に見える艦橋らしき部分へと向けた。

　距きよ離りは五十メートルほど。

　おそらく、あの男は──あそこにいる！

「モード変へん更こう！　来たれ、蒼あおの雷らい光こう！」

　二本の短剣に幾いく筋すじかの青い光のラインが浮うかび──

　耳をつんざくような轟ごう音おんが響ひびき、短剣から極ごく太ぶとの稲いな妻ずまが[image: 迸]ほとばしった。

　逆牙に宿る特とく殊しゆ能力──封ふう神じんモードによる攻こう撃げきである。

「なにっ……!?」

　ハルは大きく目を見開いた。

　強力な稲妻が艦橋を直ちよく撃げきする直前、天から雷かみなりが落ちてきたのだ。

　天からの雷光はハルの稲妻を、叩き落としてしまう。

「ちぃっ……意外とあっさり出てきたじゃないの！」

「さすがに君の相手はね。私じゃないと無理だろう」

　艦橋の窓をすり抜ぬけるようにして、一人の青年──サリエールが現れた。

　サリエールは、ゆっくりとハルのそばへと降りてきて、ふわりと着地した。

　相変わらず、趣しゆ味みの悪い蜘蛛くものマークが入ったコートなど着ている。

「やあ、ハル。今日も可愛かわいいね。そのメイド服、よく似合ってるよ」

「あたしはなにを着たって可愛いのよ」

　ハルは減らず口を叩いた。

　よし、大だい丈じよう夫ぶ。

　憎しみに駆かられずに頭が回ってる──ハルは自分が万ばん全ぜんであることを確かく認にんする。

「あ、ちょっと待ってね」

　サリエールはそう言うと、コートのポケットからスマホを取り出した。

「と、副長？　悪いんだけど、あとをお願いね。いや、オペレーターに指令は出してるから、落ちないように気をつけてくれればいい。うん、いやいや君なら大丈夫。じゃーね」

　サリエールが通話を切って。

　同時に、グラン・ノアの船体の至る所で砲ほう門もんが開き──

「サリエール！」

　叫さけんだハルの視界が真っ白に染まり、轟音で耳が潰つぶれそうになる。

　開いた砲門から次々に砲ほう撃げきが繰くり出され、地上を薙なぎ払はらっている。

　いくら避ひ難なんが進んでいるとはいえ、これは──

「ここはＳＯＧの街でしょ。破は壊かいしてどうしようってのよ？」

「グラン・ノアのテストさ。まあ、池袋を破壊する程度で済ませるよ。なーに、エデン・ゼロみたいに神聖都市を丸ごと一つ消す気はないからご安心を」

「縛鎖で精神操作をすれば、街が破壊されたって誰だれも気にしないってことね。まったく、あんたら神魔のやり方はヘドが出るわ」

「こらこら、ハル。そんな汚きたない言こと葉ば遣づかいを教えた覚えはないよ」

「あんたからもらったのは、憎しみだけよ」

　ハルは、殺意を込こめてサリエールを睨にらむ。

　やはり、こいつは異常だ──

　本当はグラン・ノアのテストも、どうでもいいに違ちがいない。

　ただ、破壊を楽しんでいる。

　いや、街を破壊することでハルにさらに憎まれようとしている。

「おっと。また揺ゆれたな」

　サリエールはハルの殺意など気にした様子もなく、グラン・ノアの艦橋を振り向いた。

　しかし、さっきからグラン・ノアが不安定にフラフラしているのは確かだ。

「なにせ不完全なものでね、この船は。まあ、副長は生き真ま面じ目めな人だからなんとかするでしょ」

「それはなによりだわ。こんなバカでかいものが落っこちたら、さすがに邪じや魔までしょうがないでしょうね」

　ハルの言葉に、サリエールはくすりと笑った。

　彼は、グラン・ノアが街中に突っ込んでも微み塵じんも気にしないだろう。

「しかし、たった一人で挑いどんでくるとは。あのアダムの少年は来てくれないのかな？」

「あたし一人がいれば充じゆう分ぶんよ」

　ハルは、両手の短剣を構え直した。

「たかが船が一隻せきと、聖天に舞う者でもない上級神魔が一匹ぴき。七つの大罪一人がいれば、余よ裕ゆうで片付けられるわ」

「封ふう印いんも……だいたい解いたようだね。じゃあ、こちらもそうするか」

　サリエールの身体からだの周囲に、魔ま術じゆつ文字が浮かび上がり、それが少しずつ消えていく。

　ハルはかなり強ごう引いんに封印を解除したが、サリエールは神魔の魔術にも通じているらしく、速すみやかに封印を解いていく。

「……よし。いやあ、手て枷かせ足あし枷かせなしで戦うなんて、旧ふるき神々との戦い以来だよ」

「これが最後になるわ」

　ハルは、鋭するどいまなざしと二本の短剣の切っ先を仇きゆう敵てきへと向ける。

「あたしの逆牙──〝葉ハ月ヅキ〟と〝瑠ル伽カ〟がサリエール、あんたのすべてをこの世から跡あと形かたもなく消しよう滅めつさせる！」

「……なるほど。それは、君の親友二人の名前だったね」

「よく覚えてたじゃない。葉月と瑠伽だけじゃない。あの牧場にいたみんなの想おもいも恨うらみもあたしが全部背負って──あんたを討つ！」

「悲しい生き方だね、ハル」

「黙れ」

　全力のサリエールを相手にできるチャンスは、おそらくもうない。

　これが復ふく讐しゆうを果たす最後の機会──あるいは、ハルにとって最後の戦いになるかもしれない。

　それでも、かまわない。

　背徒と神魔の戦いは、おそらくあの男が決着をつける。

　だから、ハルは七つの大罪の称しよう号ごうも、背徒という生き方も捨てて。

　ただ、自分の復讐のためだけに戦える。

　頼たのんだわよ、ルーキー。

　ハルは決して届かない言葉を口の中でつぶやき──

　すべてを終わらせるべく、鋭く一歩を踏ふみ出した。







「きゃっ！」

「いつき！」

　頭上から降ってきたコンクリートの破は片へんを、ジュカは斬ざん神しん絶ぜつ魔まで砕いた。

「あ、ありがと、先せん輩ぱい」

「いいから走れ」

　ジュカは、いつきの背中を押し、彼女を掩えん護ごするようにして走っていく。

　ハルが文字どおり飛んでいって、数分──

　ジュカとイヴの少女たちはビルを降り、少しでもグラン・ノアから離はなれようと路上を走っていた。

　先頭をもっとも戦闘能力に長たけた咲耶が務め、後ろをジュカが固める形を取っている。

　グラン・ノアからの地上への砲撃は絶え間なく続いている。

　いったい、なんのために地上を撃うっているのか──

「咲耶、あそこのビルの陰かげへ！」

「は、はい！」

　咲耶がジュカの指示に頷うなずき、近くのビルの陰に逃にげ込み、立ち止まる。

　ジュカたちも足を止め、一息ついた。

　走っていたのはまだ十分程度。

　背徒のジュカと神器覚醒者の咲耶はもちろん、杏里といつきも鍛きたえているので疲ひ労ろうはたいしたことはないはずだ。

　しかし、砲撃を避さけつつとなれば、話は別だ。

　轟音が響く中の逃とう走そう、というのは心と身体を摩ま耗もうさせてしまう。

「ま、まったく冗じよう談だんじゃないよ……ＳＯＧはいったいなに考えてるんだろ……」

「ＳＯＧはなにか考えてるかもしれないが、あの神魔サリエールは深く考えてないんだろう」

　ジュカは、いつきに答えた。

　杏里の魂たましいを狙ねらっていた名もなき神魔も、ただ食うことしか考えていなかった。

　そもそも神魔たちは、人間とは違う価値観を持つ。

　彼らの考えを理解しようなど、無益だろう。

「……ジュカ君」

「なんだ、杏里？」

　ジュカは、ビルの陰から顔だけ出してグラン・ノアを観察しつつ言った。

「やっぱり、わたしたちもあの船へ行こう」

「なに……？」

　振ふり向くと、驚おどろくほど近くに杏里の真しん剣けんな顔があった。

「グラン・ノアへ乗り込むのか？　無茶を言うな、あれだけ激しく砲撃しているんだぞ。だいたい、いくら低空を飛んでるといっても、高度は百メートルや二百メートルじゃない。どうやって乗り込むんだ」

「ジュカ君がアダムの力を使えば、ハルみたいに飛び乗れるでしょう」

「おまえたちを抱かかえて行けっていうのか？」

「さっきやったわよね」

「…………」

　ジュカは少々不満だった。

　別に、一度やったからといって、二度やる必要もないだろう。

「ハルが強いのは知ってる。でも、サリエールっていう神魔の強さも桁けた外れなんでしょう。一人で行かせるのはやっぱり危ないわ」

「それは……そうだが」

　ジュカも、ハルにはいじめに近いことをいろいろやられているが、信しん頼らいはしている。

　ハルは単独で戦える背徒だ。ジュカたちが危険を冒す必要があるのか──。

「それに、逃げ回っていたらいつ砲撃が止やむかわからない。こっちであの船を止めたほうがいいわ」

「…………」

　考えてみれば、杏里の言うとおりにも思える。

　ジュカは、杏里たちの安全を気にしすぎて、逃げる以外の選せん択たく肢しを忘れてしまっていた。

「だが、危険は大きい」

　ジュカは、まだ納なつ得とくしていなかった。

　グラン・ノアにはなにが隠かくされているかわかったものではない。

　なんとか砲撃をかいくぐって船体に取りついても、対人用の武装くらいはありそうなものだ。

「…………っ！」

　突とつ然ぜん、ジュカたちのすぐそばの地面に大穴が空いた。

　アスファルトがめくれるようにして砕くだけ、煙けむりが上がる。

「……どこにいても危険よ」

「ちっ」

　ジュカは、つい舌打ちしてしまう。

　あれほどの大型戦せん艦かんからの砲ほう撃げきだ。

　射しや程てい距きよ離りは数十キロに及およぶのは間ま違ちがいない。

　いくらジュカたちでも、すぐに射程外まで逃げるのは難しそうだ。

　逃げても追ってくる可能性も高い。

「仕方ない。咲耶、おまえを中心に──」

「ダメです！　冴木君っ！」

「────！」

　ジュカも咲耶と同時に気づいていた。

　グラン・ノアから放たれた砲撃が、ジュカたちが隠れていたビルに直ちよく撃げきしていた。

　撃ち抜ぬかれたビルの巨きよ大だいな破片が、勢いよく落下してくる。

「断だん界かいの十じゆう字じ槍やり──！」

「爆ばく炎えんの魔銃マガン！」

　杏里といつきが素す早ばやく反応し、それぞれの神器を発動させていた。

　魔銃の弾だん丸がんが破片を砕き、杏里の結界が周囲を包み込んで──

「これはっ!?」

　ジュカは思わず息をのんだ。

　周囲のすべてが──静止していた。

　いつきに砕かれた破片は空中でストップし、展開しようとしていた杏里の結界も中ちゆう途と半はん端ぱなところで止まっている。

「時間停止か……朱奈っ！」

「にゃふふ、危ないところだったね、ジュカ」

　道路の向こうから、ゆっくりとセーラー服姿の朱奈が歩いてくる。

　時間を止められる神魔は、おそらく他ほかにはいない。

「おまえに助けられる必要なんかない。本当におまえは神しん出しゆつ鬼き没ぼつだな。消えたんじゃなかったのか？」

「私は、どこにでも現れるよ。ジュカ、この世界は私の遊び場みたいなものだから」

「だったら、一人で遊んでろ」

「それもいいけど、ジュカだけは遊んでくれるでしょ？」

　朱奈は、にこにこと優やさしげに微笑ほほえんでいる。

　ジュカがどれだけ殺意を向けても、朱奈は本当に遊んでいるかのように楽しそうだ。

　アダムの力を手にしているジュカは、もはや油断できる相手ではないはずなのに。

「ジュカ君っ」

「冴木君、この人が……」

「朱奈先せん輩ぱい……」

　杏里と咲耶といつき、三人がジュカのそばに寄ってくる。

「……三人の時間も動かしたままか。なんのつもりだ、朱奈」

「その子たちにも用があるからだよ、ジュカ」

「…………！」

　ジュカは斬神絶魔を構え、警けい戒かい態勢に入る。

　一いつ瞬しゆん──朱奈に魂を食われ、肉体をも消されてしまった妹の姿を思い出した。

　杏里たちと同じく、イヴのかけらを宿していた妹──

　絶対に──杏里たちを妹と同じ目に遭あわせたりはしない。

「警戒する必要はないよ、ジュカ。話をしに来ただけだから。ただ、話をする前に──」

　朱奈はにこやかに言い、さっと右手を上げた。

　すると──

「きゃうっ！」

　砲撃が命中したのとは別の、ジュカたちのすぐそばにあるビルの二階のガラスが割れた。

　そこから、小こ柄がらな少女が転がり落ちてくる。

「おおっと！」

　少女はくるりと空中で回転して、あざやかに着地する。

　聖十字学園の制服を着て、小柄でありながら巨大な胸のふくらみを持つ少女──

「いやあ、いきなりですねっ。さすが聖天に舞う者、一の座。お見通しですか」

　苦く笑しようしつつ言ったその少女は、トーコだった。

　どうやら、朱奈が隠れていたトーコを無理矢理引っ張り出したらしい。

「トーコ、おまえなにしてるんだ……？」

「何度も言わせないでくださいよ。私はジュカさんの監かん視し役ですから、いつでもおそばにいますよっ」

「いたなら、逃げるのを手伝え……」

　トーコに多くを期待してはいけないのはジュカもわかっていたが、非常事態でも監視役に徹てつしていたとは。

「ははは、私って運動は苦手ですから。こっそり見守るのが精せい一いつ杯ぱいで」

「苦手なのは、理由があるんでしょ？」

　笑顔でそう言った朱奈の右手が──まぶしいほど白く輝かがやき出している。

「朱奈、おまえ──！」

　霊気の感知が苦手なジュカにもすぐにわかった。

　朱奈の右手に集まっている光は、霊気のかたまりだ。

　しかも、杏里を狙っていた神魔が使っていた、霊気を凝ぎよう縮しゆくさせた砲撃とはくらべものにならない威い力りよくが秘ひめられている。

　あるいは、グラン・ノアの砲撃以上かもしれない──

「にゃふ、くらったら死んじゃうよ、トーコ」

「困った──方かたですねっ！」

　トーコが叫さけぶと、彼女の全身が白く輝き始めた。

「…………っ！」

　同時にジュカの左目に突つき刺ささるような痛みが走る。

　これは──アダムの左眼が反応してる!?

　驚きよう愕がくするジュカの前で、トーコが三頭の蛇トライ・エツジを取り出して。

「ふっ！」

　朱奈の右手から放たれた霊気のかたまりを三頭の蛇で軽々と弾はじき飛ばした。

　霊気のかたまりは、空中でストップしていたビルの破片を跡形もなく消してしまう。

「……トーコ、おまえ……」

　ジュカだけでなく、杏里たちも霊気のかたまりの行方ゆくえなど見ていなかった。

　ただ、白く輝いているトーコを凝ぎよう視ししている。

「イヴの……かけら……？」

　杏里が、ぼそりとつぶやいた。

　ジュカの左目の反応と、トーコの身体からだの輝き。これはまさに──

「はっはっはー、バレちゃしょうがないですねっ」

　トーコの身体から──ふわり、とトーコと同じ姿をした少女が飛び出して来る。

　その少女は、全身から白い光を放ち、まるで天てん女によの衣ころものようなものをまとっている。

「紹しよう介かいしましょう。白はく雪せつのイヴさんです」

　トーコはなんでもないことのように言った。

　白いイヴはゆっくりと一礼し──また、トーコの体内へと戻もどっていった。

「トーコ……おまえも、イヴのかけらを持っていたのか！」

「できればバレたくなかったんですけどねっ。こんなの持ってるのバレたら、バベルにいいように使われちゃいますし」
















　てへ、とトーコがまったく反省していない顔で言った。

「もし背徒が神魔に全ぜん滅めつさせられても、このイヴのかけらを交こう渉しよう材料にして私だけ助かることも可能！　とか思ってたんですけどっ」

「おまえ……本気でそんなことを……」

　ジュカは、怒おこっていいのか呆あきれていいのか、わからなかった。

　イヴのかけらを見つけ出すのは、背徒の悲願なのだ。

　それを知っていて、ずっと隠していたとは……。

「あー、ウソウソ。ジュカ、君はあっさり騙だまされすぎ」

　朱奈が、ぶんぶんと手を振ふりながら言った。

「イヴのかけらは六つに分割されても、一つでとんでもない力を持ってるんだよ？　このロリ巨きよ乳にゆうはイヴを利用して、さらに強い力を手に入れようとしてたんじゃないかな。たとえば──アダムの力とかね」

「いやーん、ネタバレが早すぎますよっ、紅べに河かわ朱奈さん」

　トーコが、くねくねと身をよじりながら言う。

　どうやら、朱奈の言葉を否定する気はなさそうだ。

「この前、イヴの活性化でジュカさんのアダムの力が強化されたみたいに……イヴとアダムは強い繫つながりを持っています。イヴを利用してアダムの力を私のものにすることも、やり方によっては可能じゃないかなーとか思ってましたっ」

「力を手に入れて……どうするつもりだったんだ？」

「理り不ふ尽じんな運命をぶち壊こわすんですよっ」

　トーコは、にっこり笑った。

「私もろくでもない経けい緯いで背徒になりましたからねっ。別になりたかったわけでもないのに。もう二度と、あんな目には遭いたくないんです。そのためには──やっぱ力がいるでしょ？」

「トーコ、おまえ……」

　間違いなく、トーコは本気で言っている。

　彼女はどんな手を使ってでも、アダムの力──神魔をも軽々と屠ほふる力を手に入れるつもりだったのだ。

　そのために、ジュカたちも欺あざむいていた──

「……と思ってたんですけどねっ、もういいです」

「は？」

　トーコは、笑顔のままでジュカの腕うでにしがみつく。

　杏里たちが抗こう議ぎの声を上げたが、トーコは気にも留めていない。

「アダムの力の持ち主が、復ふく讐しゆう鬼きの皮をかぶったお人ひと好よしだとは思いませんでしたからねっ。ちゃんと反省してごめんなさいすれば、騙してたことは許してくれますよね？」

「……次は、色いろ仕じ掛かけで俺を利用するのか？」

「ジュカさんには、そんなものすら必要ないでしょ？」

「…………」

「あなたは──きっと、私を理不尽な運命から救ってくれます。だからもう──いいんです。私のイヴの力も、あなたに捧ささげちゃいますよっ」

　トーコは、ぱちりと片目を閉じた。

　ジュカは自分をお人好しだなどと少しも思わない。

　だが、イヴの少女たちだけは命を懸かけて守る決意を既すでに固めている。

　たとえ、正体を隠かくしていても、ジュカたちを騙していても、トーコがイヴのかけらの少女だというのなら守らなければならない。とはいえ、騙されていたのも事実で──

「ああ、くそっ！」

「おー、珍めずらしく神魔以外に汚きたないお言葉を。ま、そういうことですので、よろしく。おっと、杏里さんたちもイヴのお仲間ってことで、あらためてよろしくですっ」

　杏里たちは、言葉もないようだった。

　ジュカも今度こそ呆れてしまって、なんと言えばいいか……。

「はい、お話がまとまったようなので、私からプレゼントを」

「朱奈？」

　朱奈は、さっと右手を振るって──

　突とつ如じよ、すぐ近くの地面に淡あわい光を放つ魔ま法ほう陣じんが浮うかび上がった。

「なんだ、それは……？」

「転位術だよ。あの魔法陣の上から、グラン・ノアの内部に瞬しゆん間かん移動できる」

「……なぜ、おまえがそんなものを？」

「あの船の計画には、私も関かかわっててね。ホントは、まだ動かすつもりじゃなかったんだけど、サリエール君がオイタをしてくれちゃったから。いろいろ前まえ倒だおしになったけど、しょうがない。ジュカにも役目を果たしてもらう」

「俺の役目だと……？」

　ジュカは、朱奈の目をじっと睨にらみつける。

　その目の奥の感情は、まったく読み取れないが──

　なぜか、ジュカには彼女が本心を語っているように見えた。

「グラン・ノアの最深部──主機関に行って。そこには、君が望んでいる答えもあるはずだよ」

「朱奈、おまえいったいなんのつもりだ……？」

「一つだけ言えることは。ジュカ、グラン・ノアに行かなければ君の願いは永遠に叶かなわない──」

　朱奈は、それだけ言うと、くるりと身を翻ひるがえした。

　同時に停止していた時間が動き始め、朱奈の黒くろ髪かみが風にふわりと揺ゆれる。

　どうしてだろう、とジュカは自分が信じられなかった。

　朱奈の背中が寂さみしげに見えるなどと──

「ていうか、どのみちここにいてもグラン・ノアに付け狙ねらわれるだけだよ。さっき、そこの青い髪かみの子が言ったとおり。ノアに乗り込んで破は壊かいするのが一番手っ取り早いんじゃない？」

「……選せん択たくの余地はないってことか」

　ジュカは、奥歯を強く嚙かみしめる。

　この世でもっとも憎にくんでいる妹の仇かたきに踊おどらされることになるとは──

「ジュカ君、行こう」

「ええ、行きましょう」

「先せん輩ぱい、あたしがついてるよ」

「……ああ」

　ジュカは振り向き、三人の少女たちに頷うなずいてみせた。

　そして、再び正面を向いたときには、朱奈の姿はまたもや消えていた。

　まあ、いい。今はこれ以上、朱奈と話すことはない。

　まずは、あのグラン・ノアを黙だまらせる。

　すべては、それからだ──
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　その巨きよ体たいは黄おう金ごん色に輝かがやき、全身に鎧よろいをまとった人間のようにも見えた。

　三メートルほどの大きさがありながら、驚おどろくほどのスピードで襲おそいかかってくる。

「ちっ！」

　ジュカは舌打ちしながら、狂きよう乱らんのアダムの力を発現させ──斬ざん神しん絶ぜつ魔まの一刀で胴どう体たいを斬きり裂さいた。

　真っ二つにされた金色の巨体は、輝く粒りゆう子しをまき散らしながら消しよう滅めつしていく。

　だが、黄金の巨きよ人じんはまだジュカの前に三体もいる。

　それらは、霊光体アストラル──神しん魔まが戦せん闘とうに特化した姿である。

「朱しゆ奈なめ……とんでもないところに転送してくれたな」

　ジュカは、斬神絶魔を構え直しながら毒づいた。

　四人の少女とジュカは、グラン・ノア内部に転送されている。

　地上から一いつ瞬しゆんののちに移動したのは、倉庫のような広い空間だった。

　おそらく、艦かん載さい機きの格納庫のような場所なのだろう。

　ただ広いばかりで、物もほとんど置かれていないのは、グラン・ノアの戦力が不完全だからなのかもしれない。

「時よ加速しろ！」

　ジュカは、斬神絶魔の封ふう神じんモードを発動させ──

　一秒もかからずに、三体の神魔を次々に斬り裂き、消滅させる。

「……ふうっ」

　即そく座ざに封神モードを解除、加速した時間を元に戻もどす。

　斬神絶魔の封神は強力ではあるが、長く使うと身体からだに負担がかかりすぎるのだ。

「……なんか、ジュカ君凄すごい」

「今の、霊光体ですよね……神魔の切り札なのに、あんなにあっさりと……」

「先輩、いつの間にこんな化け物に……」

　杏あん里り、咲さく耶や、いつきが呆れたようにジュカを見ている。

　彼女たちは強力な神じん器きの使い手だが、縛ばく鎖さのせいで神魔相手には力を振るえない。

　ただ見ているしかないのは当然のことなのだ。

「のんびりしている場合じゃないだろう。せいぜい、ＳＯＧソーグの神器適てき性せい者しやがいる程度かと思ったら、いきなり神魔の歓かん迎げいだ。新手が来る前に行かないと、次はこう上手うまくいくとは限らない」

　ジュカは、周囲を警けい戒かいしつつ言った。

　さっきはジュカがほとんど不意打ちに近い形で攻こう撃げきできたからこそ、全部で四体もの神魔を一気に倒たおせたのだ。

　あんな幸運は二度とないと考えたほうがいい。

「杏里、咲耶、いつき。おまえたちも一応神器は出しておけ。特に杏里。おまえの結界は役に立つ。もし神魔が現れたら、三人を結界で守ってくれ」

「わかったわ」

　杏里は、こくりと頷いた。

「ジュカさーん、私はどうすれば？」

「トーコは、世界が滅ほろびても生き残るだろう」

「えーっ」

　トーコが不満げに言う。

　はっきり言って、ジュカはトーコを守る必要性をまったく感じない。

　生存能力ならば、トーコのほうがはるかに上だろう。

「あのー、先輩。杏里お姉ちゃんに守ってもらうのはいいけど、どっちへ行くの？　ここ、ホントにグラン・ノアの中かどうかもわからないよね」

「咲耶」

「はい」

　ジュカに言われ、すぐに咲耶が周りをきょろきょろと見回す。

　咲耶の両目が、淡いグリーンに輝く。

　彼女の瞳ひとみは遠えん距きよ離りを見通すだけでなく、障害物を透とう過かすることすら可能なのだ。

「うっ……」

「どうした、咲耶？」

「あちこちに結界が張られてます。私みたいな能力者の目を遮しや断だんする結界みたいです」

「見えないのか？」

「並の能力者では無理でしょう」

　咲耶は、すうっと目を細めた。

　普ふ段だんは頼たよりない咲耶だが、世界に十二人しかいない神じん器き覚醒者マスターだ。

　多少の結界ごときでは、彼女の能力を遮さえぎることはできないはずだ。

「ところで、冴さえ木き君。ちゃんとやりますから……」

「なんだ？」

「この前話した焼き肉、お願いしますね」

「……おまえのおごりだったな」

「おまえじゃないです、先輩です」

　咲耶は性しよう懲こりもなく主張すると、はっと目を見開いた。

「見つけました。一箇か所しよ、多重結界でガードされた区画があります。結界内は見づらいですけど、かなりの……いえ、とんでもない高エネルギーが確かく認にんできました」

「朱奈は、グラン・ノアの主機関とか言ってたな」

　となると、咲耶が見つけた場所で間ま違ちがいなさそうだ。

「驚いた、咲耶先輩も役に立つのね。ただのジュカ君の欲よく望ぼうのはけ口という認識はあらためたほうがいいかも」

「杏里ちゃん、どんどん私の扱あつかいがひどくなってますよ！」

「イヴの女の子が二人増えてしまったのだし、出る杭くいは早めに打っておかないと」

「あたしも叩たたかれちゃうのかな……杏里お姉ちゃん、けっこう怖こわい」

　イヴのかけらの少女たちが、ぎゃあぎゃあと騒さわいでいる。

　元々、知り合い同士だっただけあって、仲良くなるのも早いらしい。

　仲がいい、と思わないとジュカには付き合いきれない。

「咲耶、方向を教えろ。どっちだ？」

「あ、はい」

　咲耶が指差した方向へ、ジュカは先頭に立って走り出す。

「おまえたち、騒ぐのは後回しにしろ。この船を黙らせたら、いくらでもやってくれ」

「焼き肉食べながらですよね」

　咲耶が念を押すように言う。

　彼女の食事への執しゆう着ちやくは並ではないのだ。

「わかって──」

　ジュカが返事しようとしたとき、グラン・ノアが大きく揺れた。

「ちっ……なんだ!?」

　ジュカは体勢を崩くずしかけていた杏里といつきを素す早ばやく抱だきかかえる。

　床ゆかが斜ななめになり、倉庫の隅すみに置かれていたわずかな荷物が、滑すべり落ちていく。

「ジュカさん、外からの攻撃です！　たぶん、これハルさんですよっ！」

「ハルが……!?」

　そういえば、忘れそうになっていたが、ハルは既すでにグラン・ノアに取りついているのだ。

　サリエールを見つけて、戦闘に入っているのかもしれない。

「トーコ、ハルに掩えん護ごは必要だと思うか？」

「ははっ、冗じよう談だんでしょう」

「……ということだ。杏里、心配はいらない」

　ジュカは、やはりハルを心配している様子の杏里にきっぱりと言った。

　ハルはだいぶ派手にやっているようだが、彼女が手助けを必要とするとは思えない。

　アダムの力を不完全にしか使えないジュカより、封ふう印いんを解除したハルのほうが力は上だろう。

　彼女を助けるより──自分がなすべきことをやらなければ。

　ジュカは、四人の少女に目配せする。

　そして、身を翻ひるがえして再び走り出した。







「ぐおおおおおおっ！」

　ハルは空中に跳とび上がり、逆ゲキ牙ガの先せん端たんから再び電でん撃げきを[image: 迸]ほとばしらせた。

　空気を斬り裂き、世界を震ふるえさせるほどの轟ごう音おんを上げて稲いな妻ずまがサリエールへと向かっていく。

「いやあ、怖い怖い」

　サリエールは、さっと左手を横に振ふった。

　直進していた稲妻が急角度で曲がり、グラン・ノアの船体へと吸い込まれていく。

　稲妻が船体に直ちよく撃げきし、グラン・ノアが大きく震えた。

　ノアには強力な結界が張られているらしく、船体に傷はついていない。

　封印を解いたハルの電撃は、地上に落ちれば街を丸ごと一つ薙なぎ払はらうほどの威い力りよくだというのに。

「ちぃっ……！」

　ハルは舌打ちして、グラン・ノアの右う翼よくに着地する。

　その正面には、薄うすら笑いを浮うかべているサリエール。

「あんたの、その余よ裕ゆうたっぷりの顔がムカつくのよ！」

　ハルは翼つばさの上を全力で走り抜ぬけ、左右の逆牙を同時に振るう。

「りゃあああっ！」

「おっと」

　葉ハ月ヅキと瑠ル伽カ、二本の逆牙がサリエールの首と胴どうに激げき突とつし──透とう明めいな膜まくに防がれる。

「霊れい磁じフィールドか！　まったく鬱うつ陶とうしい！」

　霊気オドを制せい御ぎよすることで生み出される反発力を持った、一種の結界。

　霊磁フィールドは、神器適性者にも使える力だが、神魔が使えばその規模は文字どおりにケタが違う。

「くっ、このぉっ！」

　ハルは何度も叩きつけるようにして逆牙を振り続けた。

　だが、サリエールは指一本動かすことなく、ハルの攻撃を防いでいる。

　逆牙が霊磁フィールドに衝しよう突とつするたびに、透明な膜が一いつ瞬しゆん現れ、空気を激しく振しん動どうさせる。

　両者の衝突で拡散していく衝しよう撃げき波はだけでも、地上ならば周囲の建物を崩ほう壊かいさせるほどの破は壊かい力だ。

「サリエールぅぅぅっ！」

「さすがだよ、ハル。七つの大罪の力は伊達だてじゃないね。けど、まだ私には及およばないよ」

「黙だまれぇぇぇぇぇっ！」

　ハルはしつこく逆牙を振るい続け──

　突とつ如じよ、背後へと吹ふき飛ばされてしまう。

「がはっ！」

　グラン・ノアの翼の根本まで飛ばされ、船体に激しく背中を打ち、息が止まりそうになる。

　ハルのメイド服のスカートが乱れ、白い太ももがあらわになってしまう。

「くそっ……霊磁フィールドを反転させたか！　一発でこれとはね！」

　しかし、ハルはすぐに立ち上がり逆牙を構え直す。

　内臓が破は裂れつしそうなほどの衝撃だったが、封印を解除したハルの身体からだは既にほぼ回復を済ませている。

「性格最悪でも、さすがは最古参の神魔ってわけね……！」

「ははは、君に褒ほめられると照れちゃうなあ」

「褒めるか、バカ！　ちぃっ、出し惜おしみしてる場合じゃないか！」

「おや、まだ切り札でも？」

「ふん、見てなさいよ。第十式解放。我が魂たましいの刃やいばよ──今こそその枷かせを解き放つ！」

　ハルは葉月と瑠伽、二本の刃を頭上に掲かかげ、重ねた。

　重なり合った刃が、キイイイとジェット機のエンジンのような甲かん高だかい音を立て始める。

「逆牙解放──天てん逆げきの剣つるぎよ！」

　葉月と瑠伽、ナタのような短い刃が太く分厚く、長く変形していく。

　刀身に青いラインが入った、二本の大剣へと──

「なるほど、それが君の逆牙──君の魂の本当の姿か！」

「あたしの魂であんたを殺す！」

　ハルは、葉月と瑠伽に青く光る電撃をまとわせながら走り出す。

　一瞬もかからずにサリエールに肉にく薄はくし、右手の天逆の剣を振り下ろした。

「なっ……!?」

　初めて、サリエールの目に驚おどろきが浮かんだ。

　天逆の剣は霊磁フィールドをあっさりと斬きり裂さき、サリエールの左ひだり腕うでをも切断し──

　その左腕は、かけらも残さずに消しよう滅めつしてしまう。

「おおお……これは凄すごい！　今度こそ、腕を存在ごと消されたか！」

「感心してんじゃないわよ！」

　神魔は背徒ハイト以上の回復能力を持つ。

　腕を切断された程度では、すぐにくっつくか、あるいは丸ごと再生してしまう。

　しかし、ハルの魂を込こめた斬撃はサリエールの腕を斬り落としただけではなく、腕という存在をこの次元から消し去っている。

　永久に、とはいかないまでも、すぐに再生はできないはずだ。

「もう一本もいただきっ！」

「おおっと！　太陽を秘ひめし魔ま槍そうよ！」

　サリエールは叫さけび、右手に金色の細い槍やりが現れる。

　穂ほ先さきが五つに分かれた、奇き妙みような形状をした槍だった。

　聖せい装そう兵へい器き〝ブリューナク〟。

　エデン・ゼロを壊かい滅めつさせたエクスカリバーにも劣おとらない、強力な兵器である。

「またそれかっ！」

　ハルは左手で斬撃を放ち、サリエールはブリューナクを振るった。

　ブリューナクは太陽のような金色の光を発し、肉体も霊れい体たいも次元から消し飛ばすほどのハルの一いち撃げきを止めてしまっている。

「そんなもんで、あたしを止められると思うなぁぁぁぁぁぁっ！」

　ハルは、ほんのわずかも怯ひるまなかった。

　ブリューナクに止められた左手の剣をさらに押し込み、右手の剣も再び振るう。

「っと！」

　サリエールは天逆の剣を受け止めたまま、ブリューナクの柄えを手の中でするりと滑らせ、もう一本の剣も止める。

　甲高い音が鳴り響ひびき、天逆の剣と聖装兵器がぶつかった衝撃で、周囲の空気をも丸ごと消し飛ばしそうな波動が周囲に広がっていく。

「うおおおおおおおおおおおおおおっ！」

「ハルっ……！」

　ハルはサリエールに顔を近づけ、二本の天逆の剣を強く強く押し込む。

　これが、サリエールを仕留める最後のチャンス──

　牧場で家か畜ちくとして飼われていた自分。

　サリエールに食われた少女たちの魂。

　そして、ハルがサリエールに反逆したがために命を落とした仲間たち。

　復ふく讐しゆうと、自分への罰ばつ。

　それらを果たせるのは、今しかない。

　今、すべてを捨ててでも戦わなければ、ここまで生きてきた意味すら失われてしまう。

「消えてなくなれサリエール！　あんたが消えれば終わるのよ！」

「つまらない……つまらないな、ハル！」

　サリエールは、ブリューナクの柄を強ごう引いんに一回転させ、ハルを吹き飛ばした。

　飛ばされながら、ハルは空中で体勢を立て直して着地する。

「ハル……私が育てた最後の少女。君も、少しは面おも白しろくなったと思ったんだけどな」

「……どういうことよ？」

「そんな可愛かわいらしい服を着て、コスプレ喫きつ茶さなんて経営して。仲間たちと楽しそうに話してる君は魅み力りよく的だったよ。牧場にいた頃ころよりもずっとね」

「ざっけんな。あんたに褒められても寒気がするだけだっつーの……！」

　ハルは、ぎゅっと天逆の剣の柄を握にぎり締しめる。

「冗談を言ってるんじゃないよ。許されるなら、私も君のお店に行きたいくらいだ。あのアダムの少年と同じ、君もまた背徒としては変わり種だよ。実に面白い」

「あんたを楽しませるために生きてるんでもない！　あたしは、あんたを殺すためだけに今日まで……！」

「結局それが背徒という生き物か。君は〝憤ふん怒ぬ〟のハルだしね」

　サリエールは右手に握っていたブリューナクを──消してしまう。

「なんのつもりよ！　武器を捨てるなんて！」

「いや、わかったんだよ。君は七つの大罪の憤怒でありながら、優やさしい少女でもある。君は、どちらにも染まれないんだよ」

「あんたに優しさを見せた覚えはないわ」

「そうだね。でも、牧場が滅ほろんでからの時間が君の憎にくしみを薄れさせてしまったらしい。私を憎んでいるのは事実だろう。だけど、憎しみが足りない」

「足りない……!?　あたしは、あんたを殺すことだけを……！」

「そうさせてあげるよ」

　サリエールは酷こく薄はくな笑えみを浮かべると──

　両りよう腕うでを大きく広げた。

　そして、サリエールの両りよう隣どなりに──淡あわく輝かがやく、二つの人ひと影かげが現れる。

「なっ……!?」

　ハルは目を見開き、絶句する。

　サリエールの両隣にいきなり現れたのは、二人の少女。

　まだ十二、三歳の女の子たちだ。

　二人とも白いワンピースのようなものを着て、空中に数センチ浮いている。

　まるで亡ぼう霊れいのような──

「葉月姉ねえ……瑠伽……」

　いや、それはまさしく亡霊だった。

　幼い頃のハルを可愛がってくれた、姉のような存在の葉月。

　ハル以上にいつも強気で勝ち気だった、親友の瑠伽。

　葉月はサリエールに魂を食われ、瑠伽はハルが起こした反乱に巻き込まれて命を落とした。

　二人とも死んだ、死んだはずだ──

「そのとおり、牧場が育てた少女、葉月と瑠伽さ」

「な、なんで……なんで二人が……」

「瑠伽もあのとき、私が食べさせてもらったんだよ。君との戦いの合間にね。君は気づかなかったようだけど」

「サ、サリエール……」

「君ほどじゃないが、瑠伽もなかなか美味おいしそうに育っていたからね。戦せん闘とうのドサクサで失うのは惜しかったのさ」

「ぐっ……！」

　ハルは、天逆の剣の柄をさらに強く握り締めた。

　てのひらの肉が裂け、血が滴したたり落ちていく。

「神魔に魂を食われるということは、我々の魂と同化するということでもある。こうして、彼女たちの魂だけ取り出すことも可能なんだよ」

「サリエール、あんたは……死んだ人たちまで弄もてあそぶのっ!?」

「そのとおりだよ、彼女たちは間ま違ちがいなく死んでいる。たとえ肉体が無事でも戻もどれないし、私から離はなれることもできない。だけど……」

　亡霊の少女たちは、ふらりとよろめき──

『く、苦しい……苦しいよぅ……』

『た、食べ続けられてる……ずっと……魂をかき回されて……身体がねじ切られるみたい……痛い……痛いよ……』

「…………っ！」

　それはまさに、ハルが知る二人の少女の声だった。

　彼女たちの声は──苦しみと怨えん嗟さに満ちていた。

　サリエールに食われた少女たちの魂は、死したあとも苦しめられ続けているのだ……。

「もちろん、牧場にいた他ほかの少女たちの魂も私とともにある。リクエストがあったら、誰だれか出してあげようか？」

「……落ちろ」

「ん？」

「地じ獄ごくへ落ちろ、サリエール──あたしが、叩たたき落としてやる！」

　ハルの真っ赤な髪かみがざわざわと揺ゆれる。

　彼女の頭は、純じゆん粋すいな怒いかりに染まっていた。

　胸の奥から全身を燃やし尽つくすほどの熱が噴ふき上がり、天逆の剣へと伝わっていく。

「うああああああああああああああああああああああああっ！」

「いいぞ、ハル！　それだ！　それほどまでの怒り！　いいぞ、美しいじゃないか！」

　ハルは、天逆の剣を二本同時に振ふり上げ、サリエールへと接近し、一気に振り下ろす。

　サリエールの右みぎ腕うでを斬り落とし、胴どう体たいの中央を突つき刺さす。

「ぐうっ……！」

「サアァァァァリエェェェェルッ！」

　ハルは突き刺した勢いでそのままサリエールを突き飛ばすようにして、翼つばさの上から落とした。二人はともに、空中に投げ出される。

「ふはははっ、ハル！　いいよ、本当にいい！」

　サリエールは両腕を失い、胴体を貫つらぬかれながらも笑った。

　ふっ、と二人の少女の魂たましいが消える。

「その怒り！　純粋な怒りだけに染まった魂──今こそ、いただこうじゃないか！」

「くっ……！」

　地上へと落下しながら、サリエールはハルの胸むな元もとへと食くらいついてきた。

　サリエールの口は、ハルの服や肉を傷つけることなく──ずるり、と魂を引きずり出す。

　胸元から、ハルの姿をした白いかたまりが、少しずつ引き出されていく。

「ははははははっ、やはり最高だ！　最高で最上だ！　ハル、待っただけの甲か斐いはあったよ！　これほどの魂を食うのは初めてだ！」

「…………」

　ハルは魂を引きずり出されながらも、意識を保っていた。

　いや、サリエールが意識を失わないようにしているのかもしれない。

　魂の頭部に食らいつかれ、恐おそろしいほどの不快感に襲おそわれる。

　そして、ハルが握っていた天逆の剣が消えていく。

　逆牙も天逆の剣も、魂から生み出された武器である。

　魂を引きずり出されるとともに、天逆の剣も魂の中に戻っていっているのだ。

「あはは、あははははははは！」

　サリエールは、今度はハルの魂の首筋に食らいついた。

　そのまま──魂のエネルギーがサリエールの中へと吸い込まれていく。

「あんたに……あんたに食われるために育てられ、あんたを殺すために生きてきた！　このときを、ずっと待っていた……！」

　ハルの魂が絶ぜつ叫きようを上げる。

　これは、想定内の出来事。

　サリエールがハルの魂に執しゆう着ちやくしていたことはわかっていた。

　いつか、こうして食われることも予想していた。

　だから──ハルは、最後の仕し込こみを用意してあった。

　それは──

「今ここに、最後の封ふう印いんを解き放つ！」

「ハル……!?」

　完全に肉体の外へと飛び出したハルの魂が、サリエールにしがみついた。

「砕くだけろ、砕けろ、砕けろ！　あたしの怒りと憎ぞう悪およ、砕けて爆はぜろ！」

　ハルの魂が、強くまぶしく輝き──

　一気にエネルギーのかたまりと化し、奔ほん流りゆうとなってサリエールを襲う。

「ははは、これはいい！　君の魂を味わいながら消えていけるなんて！　そうか、ようやくわかった！　私はこのときのために数千年も生きてきたんだ──！」

「死ぬときくらい、黙だまって逝いけぇっ！」

　もはや、ハルの魂は原形を留とどめていない。

　それでも、彼女は叫さけんだ。

　途と切ぎれそうな最後の意識で、最後の力で。

　そして、思った。

　これで、あたしの戦いは終わる。

　あたしの、くだらなくてもひたすらに必死で真しん剣けんだった復ふく讐しゆうは終わる。

　あとのことは──任せたわよ、ルーキー。

　いえ、ジュカ。

　神殺しのジュカ、あんたはやるべきことをやって──それでも、生きるのよ！

　ゆっくりと、意識が途切れていく。

　ハルは、肉体も魂もバラバラになっていく苦痛の中で、胸が満たされていくのを感じていた。







　ズズン、とこれまでにないほどの大きな揺れが、ジュカたちを襲った。

　左右にスイングするような今までの揺れとは違ちがい、下から突き上げてくるかのようだった。

「なんだ、今のは……？」

　ジュカは足を止め、後ろを振り向いた。

　四人の少女たちも立ち止まって周りを見ている。

「私もわかりませんでした。でも、一いつ瞬しゆん船の外が真っ白に輝いたようにも……」

　咲耶が、たどたどしく言った。

　ここはもう、船の中心近くのはずだ。

　いくら障害物を透とう過かして遠くを視みる能力を持つ咲耶でも、船外の状じよう況きようまではわからないらしい。

「……そうか。わからないことは仕方ない。墜つい落らくしているわけでもなさそうだしな」

「ええ、それに……もうすぐそこみたい」

　杏里が、すっと正面を指差した。

　狭せまい通路の先に、頑がん丈じようそうなドアがあった。

「あそこが主機関室ですかねっ。なんか危なそうです」

「あたし、あんたのほうがよっぽど危なく見えるけど……」

「あらら、いつきさん。ほぼ初対面なのにひどいことおっしゃいますねっ」

　トーコといつきが、どうでもいい会話を交かわしている。

　ここまでの道中で、トーコがイヴのかけらについて、いつきに説明していたようだった。

　不思議と、この二人は気が合っているらしい。

「行くぞ。おまえたち、俺から離れるなよ」

「ジュカ君、なんか偉えらそうね……今に始まったことではないけど」

　文句を言いつつも、杏里が真っ先についてくる。

　ジュカは、全員が歩き出したのを確かく認にんしてから、通路を進み始めた。

　数メートル進み、ドアの前に立つ。

　やはり、ずいぶんと分厚いドアだが、どうやれば開くのか──

「…………！」

　ジュカが悩なやんでいると、いきなりドアが開いた。

　まるで、ジュカたちを歓かん迎げいしているかのように。

「……今さら、罠わなを気にしても仕方ないわ」

「わかってる」

　杏里の言葉に頷うなずき、ジュカは室内へ一歩踏ふみ出した。

　ドアの向こうは──地上から転送されて最初に入った倉庫と同じような、広い部屋だった。

　天てん井じようは高く、床ゆかや壁かべに一ひと抱かかえもあるような太いケーブルやパイプがびっしりと這はっており、ところどころで、白い蒸気が吐はき出されている。

　あちこちによくわからない機械が置かれており、不気味な作動音が響ひびき、多くのランプがちかちかと点てん滅めつしている。

「いかにもって感じですねっ。ここをぶっ壊こわしちゃえば、グラン・ノアを止められるんじゃないですかね？」

「そうだろうが……朱奈がここに行けって言ったのはそれだけのためじゃないだろう」

　ジュカは、トーコに答えた。

　グラン・ノアにはなにか秘密がある──

　朱奈の口ぶりから、ジュカはそれを察していた。

　その秘密がわからないうちは、迂う闊かつなことはできない。

「先せん輩ぱい、こっち。通路みたいなのが奥まで続いてるよ」

「ああ……」

　機械とケーブルだらけで、室内はまるで迷路のようだ。

　いつきが指し示した通路に入り、ゆっくりと進んでいくと──

「これは……」

　開けた空間に出たところで、ジュカは足を止めた。

　学校の教室程度の広さで、奥に円えん筒とう形の水すい槽そうのようなものがある。

　水槽の大きさは、幅はばと奥行きが二メートル、高さが五メートルほど。

　ケーブルやパイプが、水槽の上部や底部に繫つながっており、低く唸うなるような機械音が聞こえてくる。

　薄うすい水色をした液体で、水槽は満たされている。

　そして、水槽の中には──

「バカな……」

「そ、そんな……」

　ジュカといつきが、ほぼ同時につぶやいた。

　杏里と咲耶が息をのみ、トーコも小さく唸るのが聞こえた。

「なぜ……なぜだ……」

　ジュカは、自分の声が震ふるえるのがわかった。

　水槽の中に浮ういているもの──

　それは──

「あーちゃん……！」

　だだっ、といつきが水槽に駆かけ寄より、叫んだ。

　そう、水槽の中には一人の少女が浮かんでいた。

　黒い髪かみを肩かたまで伸のばし、幼い顔つきをしている。

　少女は、一糸まとわぬ姿だ。

　小さな胸のふくらみと、折れそうなほど細い腰こし。

　目は閉じられ、身動き一つしない。

「愛あい花か……！」

　二年ぶりに──

　二年前のあの日以来、一度も口に出さなかった名前を、ジュカはつぶやいてしまう。

　水槽に浮いているのは、間ま違ちがいなくジュカの妹──愛花だった。

　紅ぐ蓮れんのマリアと呼ばれる、聖装兵器の適格者にもっとも近づいた者。

　紅こう玉ぎよくのイヴを宿していた、イヴのかけらの所有者フラグメント。

　そして、聖天に舞まう者、一の座に魂たましいを食われて死んだ少女。

「愛花は死んだ……エクスカリバーでイヴのかけらごと消されたはずだ……」

　ジュカは、妹の魂も肉体もこの世から消えたことを知っている。

　なのに、なぜ──

「せ、先輩！　あーちゃんだよ！　あーちゃんがいる！」

「…………」

　ジュカは、いつきになにも答えられなかった。

　ただ、ふらふらと水槽の前まで近づき、浮いている少女を見上げる。

　妹の身体からだは、最後に見たときとなにも変わらない。

　生きていれば、いつきと同い年、十五歳のはずだ。

　しかし、妹の顔も身体も幼く、死んだときの──十三歳のままだ。

「なぜ、おまえがここにいるんだ……愛花……」

《聖天に舞う者、一の座──あの者の仕し業わざです》

「…………！」

　ジュカの左目に、鋭するどい痛みが走る。

　突とつ然ぜん、水槽の中に少女がもう一人現れていた。

　愛花とまったく同じ容姿で、天てん女によのような羽は衣ごろもをまとい、銀色に輝かがやいている。

「イヴか……！」

《私は銀ぎん河がのイヴ……あなたを待っていました、アダムの少年……》

　ジュカは、水槽の中に浮かぶ妹の裸ら体たいと、銀河のイヴを見つめる。

「どういう……ことだ。どうして、妹がこんなところにいる。おまえは、なにか知っているのか！」

《私は数年前、聖天に舞う者に発見され、私を宿していた少女とともに捕ほ縛ばくされました。少女ごと封ふう印いんされ、消しよう滅めつさせられることもなく、ＳＯＧという神魔の信しん奉ぽう者たちの施し設せつで様々な実験に使われました》

「実験……？」

《イヴのエネルギーを、神魔たちは利用しようとしたのです。あるいは、他ほかのイヴの捜そう索さくにも利用できると考えたようです》

「神魔どもめ……！」

　妹に宿っていた紅玉のイヴは問答無用で消滅させられた。

　しかし、イヴのかけらの少女ごと封印し、安全な状態で確保できるなら──

　確かに、急いで消してしまう必要はなく、利用する手段を考えてもおかしくはない。

《ですが、私を宿していた少女は、実験に耐たえられずに命を落としてしまいました……その代わりとして、一の座が連れてきたのが、この少女なのです》

「朱奈が……連れてきた……？」

《かつて、私たちのかけらを宿した少女の肉体です。既すでに魂は去っていますが、彼女は神々の兵器をも操あやつるほどの強力な霊気の持ち主だったと。肉体だけでも、私の器になるには充じゆう分ぶんだったのです》

「俺の妹だ。だが、妹は死んだ。肉体も消滅したはずだ……！」

　他でもないジュカ自身がそれを目もく撃げきしている。

《聖天に舞う者でも、死者をよみがえらせることはかないません。ですが、肉体を再生する程度は、なんでもないことでしょう……》

「そんなことのために……ただイヴを宿らせるためだけに、朱奈は愛花の身体まで利用したのか……！」

　魂を食われ、死んだあとも神魔の都合のために肉体を利用される……。

　妹がこれほどの屈くつ辱じよくを味わわされる理由が、いったいどこにあるというのか……！

「あーちゃんが……ひどい！　どうして、そんなことを……！」

《最終的には、グラン・ノアの主機関として利用するためでした。かつて私が少女に宿っていた頃ころよりも、この少女──愛花の身体に宿ることで安定して私の力を扱あつかえるようになったようです》

「あーちゃんとイヴの力で、この船は飛んでるってこと……？　どうして、イヴのかけらを使ってまで、こんなものを飛ばすんだよ……」

《一の座は、グラン・ノアを使って大きな目的を果たそうとしていたようです。それも、こんな中ちゆう途と半はん端ぱな状態で起動させたことで、どうなるかわからなくなりましたが……》

「……もういい。理由など、どうでもいい。妹の肉体をこれ以上神魔のために使われてたまるか！」

　ジュカは、アダムの力を発動させる。

　蒼あおと翠みどりの光が彼の身体を包み──斬神絶魔を高く振ふり上げる。

「愛花の身体を返せっ……！」

　ジュカは、アダムの力を全開にして斬神絶魔で水槽に斬きりつけた。

　しかし──

　ガキン、と甲かん高だかい音が鳴り、水槽の表面にいくつもの魔ま術じゆつ文字が浮かび上がった。

「結界だと!?」

《この水槽は、グラン・ノアの主機関であるとともに、私を封ふうじる檻おりでもあるのです》

「……簡単には壊せない、というわけか。だったら」

　ジュカは、いつきに視線を向ける。

　続けて、トーコにも。

　ジュカのアダムの力は、イヴと契けい約やくを交かわすことでダウンロードされる。

　いつきの黄おう金ごんのイヴと、トーコの白はく雪せつのイヴ。

　二人のイヴと契約を交わせば──

「頼たのむ。いつき、トーコ。おまえたちの力を貸してくれ」

　ジュカは、できる限りの真しん摯しさで言った。

　頭は怒いかりで煮にえたぎっているが、怒りに任せたところで、この水槽もグラン・ノアも破は壊かいできない。

　できることは、少女たちに願うことだけだ。

「あーちゃんを救うためなら、あたしはなんでも……って、あれ、これなに？」

　たちまち、いつきの顔が紅潮していく。

　さらに、レッド・リリィで着たままだったメイド服をするすると脱ぬぎ始める。

　胸むな元もとが開いていたブラウスを脱ぎ、華きや奢しやな身体と白いブラがあらわになる。

「あ、あたし、なにして……!?」

　いつきは戸と惑まどっているが、ジュカはこの現象を知っていた。

　ジュカの中にわずかに宿るイヴと、いつきの中のイヴのかけらが求め合っているのだ。

　イヴの活性化──ジュカはそのせいで、いきなり咲耶の胸を揉もんでしまったこともある。

「う、うああ……せ、先せん輩ぱい……あたしっ……」

　ジュカがいつきを求め、いつきもそれに応じてしまっているのだ。

　いつきは、ふらふらとジュカに近づき、その小さな胸を押しつけてくる。

　小さくとも、確かな柔やわらかさと弾だん力りよくが伝わってきて──

「いつき」

　ジュカは斬神絶魔を消して、そっといつきを抱だき寄せる。

「わ……せ、せんぱい……？」

「すまない」

「…………っ」

　ジュカは、屈かがんでいつきに口づける。

「んっ……んんっ……！」

　いつきは、小さな声を漏もらした。

「せ、先輩っ、せんぱいっ……！」

「くっ……」

　ジュカは、しがみついてきたいつきを強く抱きしめる。

　細く華奢な身体を抱き、唇くちびるの柔らかさをじっくりと味わってから──ジュカは、ゆっくり彼女を離はなした。

「せ、先輩……これって……？　こ、これでいいの？」

　ジュカは、一度だけいつきに頷うなずいてみせた。

　いつきも、なぜか頷いて、はだけていた服を直し始めた。

「よし、トーコ──」

「んちゅっ」

　ジュカがトーコのほうを振り向くと、彼女はぴょこんと跳とび上がって、唇を重ねてきた。

「んんっ……ん……！」

「…………！」

　ジュカは、トーコと唇を重ねながらドキリとする。

　キスしながら──トーコが舌を差し入れてきたのだ。

「んん……んっ、んんん……」

　トーコは、舌でジュカの口内をたっぷりかき回してから。

　すっ、と後ろに下がった。

　あまりに濃のう厚こうな口づけに、すっかりキスに慣れてしまったジュカでも驚おどろかずにはいられなかった。

「ふふふ、私のファーストキスですよっ。貞てい操そうはいいけど、キスは簡単にはあげないつもりだったんですけどねっ」

「……相変わらず独特な思考回路だな」

「いやー、もういつでも私を捧ささげちゃうつもりでしたけど、こんなエロい気分になっちゃうとは、我ながら意外ですっ」

　トーコは、少しだけ顔を赤くしてにっこり笑った。

　ふと気づくと、杏里も咲耶も、見ないフリをしてくれている。

「わっ」

「ひゃっ」

　いつきと、トーコが急に悲鳴を上げる。

　二人の身体から、黄金のイヴと白雪のイヴが姿を現していた。

《正しき契約をもってあなたとアダムのリンクは繫つながります》

　二人のイヴが同時に語り始め──

《契約は結ばれました。あなたとアダムの新たなる絆きずな──〝アダムの右みぎ腕うで〟の力》

《契約は結ばれました。あなたとアダムの新たなる絆──〝アダムの左ひだり脚あし〟の力》

　イヴの言葉とともに、ジュカの脳のう裏りに映像が浮うかんだ。

　暗くら闇やみの中、太い鎖くさりで全身をぐるぐる巻きにされている巨きよ人じん──

　神殺しの兵器、狂乱のアダムだ。

「うっ……ぐあああああああああああああああっ！」

　ジュカは、絶ぜつ叫きようを上げる。

　彼の右腕が金色に、左足は白い光に輝かがやいている。

　右腕も左足も燃もえ尽つきてしまいそうなほどに熱い。

　だが、力が充みち満ちて全身に循じゆん環かんしていくのがわかる。

　狂乱のアダムの力が、ジュカの肉体にダウンロードされているのだ。

「斬神絶魔──」

　ジュカはぼそりと言い、右腕を掲かかげる。

　逆牙が彼の手の中に現れ──金と白、さらに蒼と翠の光がジュカの身体からだを螺ら旋せん状に駆かけ上がっていく。

「愛花……今、助けてやる。これが俺にできる、せめてものことだ……！」

　ジュカは両手で斬神絶魔の柄つかを握にぎり──アダムの力を込こめ、水すい槽そうめがけて一気に振り下ろした。

　浮かび上がった魔術文字がバラバラになっていき──

　高さ五メートルもある水槽の中心に沿って、一本の線が走った。

　水槽のガラス面にぴしっ、ぴしっと軽い音を立ててヒビが入っていく。

　割れた水槽から、薄うすい水色の液体が一気に溢あふれ出してくる。

「きゃあっ！」

　いつきが、小さな悲鳴を上げるのが聞こえた。

　他ほかのイヴの少女たちも驚いているようだ。

　グラン・ノアが大きくバランスを崩くずし──急降下を始めているのだ。

　この水槽は、船の主機関──つまり、メインエンジンが破壊されて止まったのだから、当然の結果だ。

「愛花……」

　ジュカは、大きく揺ゆれる船内でもしっかりと立ったままで。

　水槽から飛び出してきた、妹の肉体を受け止める。

　妹の身体は、体温がなかった。

　息もしていない、心臓も動いていない。

　本当に、ただの器うつわとして使われていただけだったのだ……。

　ジュカは、わずかに顔をうつむかせ──

「杏里、頼む」

「わかってるわ」

　振り向かずに言った一言に、杏里がすぐに答えた。

　背後で、杏里が神器を発動させ、周囲をドーム状の結界で包んでいくのがわかった。

　グラン・ノアは間もなく地上に落下する。

　このままでは、船内の杏里たちまで墜つい落らくに巻き込まれてしまう。

　少し前までのジュカならば、妹のことだけ考えて、杏里たちの安全に気を配ったりはしなかっただろう。

　しかし、今のジュカにとっては杏里たちも妹と同じくらい大切な存在だ。

　絶対に死なせるわけにはいかない──

　ジュカは妹を抱かかえたまま、くるりと後ろを向いた。

　そこには、イヴのかけらの少女たちがいる。

　ジュカは、彼女たちと向き合いながら──

　一ひと粒つぶだけ、涙なみだをこぼした。







　グラン・ノアは地上に落下しつつも船体はほぼ原形を留とどめていた。

　あちこちから煙けむりが上がり、動力は完全に停止している。

「まさか、ここに落ちるなんて」

　グラン・ノアの外へ出て、杏里は珍めずらしく驚いた顔をした。

　ジュカも愛花の身体を抱え、ゆっくりと外に出て、そこで足を止める。

　そこは、聖せい十じゆう字じ学園のグラウンドだった。

　避ひ難なんが済んでいたからか、周囲に生徒たちの姿はない。

　幸い、建物を壊こわすこともなく、グラウンドを囲んでいたフェンスが倒たおれ、地面が大きくえぐれた程度で済んでいる。

「あっ、あの人たち……！」

　咲耶が、艦かん橋きようのあたりを指差した。

　艦橋の窓が破られ、そこから数人の人々が飛び出してきている。

　どうやら、グラン・ノアの乗組員たちらしい。

「あれ、久く住ずみさんです。なんで、あの人が……」

　咲耶が驚いたように言い、ジュカも気づいた。

　乗組員の一人は、先日のベヒーモスの事件の際に現れた、トバルカインの女性隊員だった。

　どんな経けい緯いがあって、グラン・ノアに乗り込んだのか……。

「でも、乗組員のみなさんも無事みたいですね」

「被ひ害がいはずいぶん小さかったみたいだね」

　咲耶が安心したように言い、いつきも同意する。

　ジュカは、ＳＯＧの連中がどうなろうと知ったことではなかったが、とりあえず乗組員たちも混乱しているようだし、これ以上の面めん倒どうは起きそうにない。

「そういえば、ハルさんの姿も見当たりませんね。ま、あの人こそ墜落程度で死ぬわけもないですけどっ」

「もしかして、場所を変えて戦ってるのかも……」

　トーコはのんきなものだが、杏里はまだハルを心配しているようだ。

　もちろん、ジュカもハルのことが気にならないわけではない。

　なにしろハルが戦っているのは、最古参の上級神魔なのだから。

　だが──

「おまえたち、下がっていろ。いや、逃にげたほうがいい」

「え？」

　ジュカの唐とう突とつな言葉に、杏里がきょとんとする。

「いつき、悪いが愛花を預かっていてくれ」

「え？　う、うん」

　ジュカは制服のワイシャツを脱ぬぎ、Ｔシャツ一枚の姿になる。

　ワイシャツを妹の身体にかけてから、いつきに託たくした。

「せ、先せん輩ぱい。どうする気なの？」

「俺にはやることがある。だが、これ以上おまえたちは巻き込めない」

「優やさしいね、ジュカは──」

　ジュカの正面に──長い黒くろ髪かみに白いセーラー服の少女、朱奈が現れていた。

　右手には美しい拵こしらえの長ちよう剣けん、エクスカリバーを握っている。

「グラン・ノアはやっぱり落とされちゃったか」

「おまえが、俺たちをノアに行かせたんだろう。この船を落とさせるつもりだったんじゃないのか？」

「それは、ジュカ次し第だいだと思ってたよ。私はただ、君を懐なつかしい子に会わせてあげただけ」

「……ずいぶんと悪あく趣しゆ味みを仕込んでくれたな」

　ジュカは、一歩前に踏ふみ込んだ。

　妹を殺した上に、その肉体まで利用してくれたのだ。

　まるで、意図的にジュカの憎にくしみを煽あおっているかのようだ。

「ただの悪趣味じゃないよ。実際、確保したイヴのかけらを消さずに利用するには、その器が必要だったもの。私にも、愛花の肉体以外のあてはなかったんだよね」

「それで、許されるとでも……思っているのか？」

「君の許しがほしいなんて思ったことはないよ」

「だったら、おまえの望みはなんだ！」

　ジュカは、殺意を込めて朱奈を睨にらむ。

「グラン・ノアのエンジンにイヴのかけらを使って──そもそも、なんのためにグラン・ノアをつくった！　つくらせたんだ!?」

「ノアのエンジンには、かけらだけじゃなくて六つのイヴすべてを使うつもりだったんだよ」

「なに──!?」

「一つは私が勢い余って消しちゃったけどね。でも、五つのかけらでも計算上は可能なはずなんだよ」

「可能……？」

　ジュカの頭は混乱し始めていた。

　朱奈への殺意を忘れてしまいそうなほど──

「もちろん、〝楽園〟へ行くことだよ」

　楽園──神魔たちが住まうという場所。

　どこにあるのか、どうやって行くのか、誰だれも知らない場所。

「楽園は別の次元に存在してるの。イヴのかけらを複数使ったエンジンなら、次元の壁かべを突とつ破ぱして楽園までたどり着くことができる。ううん、それが唯ゆい一いつの方法なんだよ」

「グラン・ノアがなければ、イヴのかけらを集めても楽園への扉とびらは開かないということか!?」

「イヴは扉を開ける方法を知ってる。だけど、背徒──肉の身体を持つ身では次元を超こえて楽園へ行くことはかなわない。私たちやカインズみたいな、本質が霊れい体たいである存在じゃないとね」

「……待て。おかしいだろう。それは……筋が通らない」

　ますます、話が理解できない方向に進んでいる。

「だったら、俺たちは……背徒は、イヴを全部見つけ出しても楽園には行けないってことになる。じゃあ、バベルはいったいなんのために……」

「バベル？　そんな組織、とっくになにもかも見失ってるよ。背徒だって、感情や思考回路は人間と変わらない。バベルは私たちと何百年も対立し、組織を巨きよ大だい化させ──腐くさらせていったんだよ。もうバベルの上層部は、私たちを滅ほろぼすつもりなんてないんじゃないかな」

「なに……!?」

「神魔と戦うこと。現状を維い持じすること。自分たちの権力を少しでも拡大すること。でも、現状を大きく変えるのはリスクが大きい。だから、楽園への突とつ入にゆうなんて考えてない。楽園へ行ける船の建造も、エンジンの問題はあるけど、バベルにだって時間をかければ可能だったのに。でも、バベルの計画に、船の建造なんて影かげも形もないよ」

「そんなバカな……」

　ジュカは、思わずトーコに視線を向けた。

　バベルのメンバーであり、組織にもっとも詳くわしいのが彼女だ。

　だが──

「…………」

　トーコは、黙だまって首を振ふっただけだった。

　つまり──朱奈の話は、ハッタリではないということだ。

　そして、バベルは信用に値あたいしないということ……。

「……まだわからないことがある。だったら、なぜＳＯＧは──神魔は、グラン・ノアを建造したんだ？　船がなければ楽園に行けないのなら、そんなものをつくらなければ俺たちはどうやっても神魔の巣へ行けない。つくってしまえば、背徒に奪うばわれるリスクもあるだろう！」

「にゃふふ、勝ち目しかない戦いなんてなにが面おも白しろいの？」

「…………っ！」

　ジュカは、ようやく理解した。

　いや、わかっていたことを再さい確かく認にんした。

　朱奈は──ジュカや愛花、イヴのかけらの少女たちを、人間を弄もてあそんでいる。

　グラン・ノアも遊びでつくったのだろう。

　バベルが楽園に来ないのなら、みずから呼び込むつもりで──

「もう遊びは終わりにしてやる──グラン・ノアもどうでもいい。俺は、おまえさえ殺せればいい。他ほかの背徒たちには悪いが、ここでおまえを殺せば楽園に行く必要もない！」

「にゃふー、残念。楽園はいいところだよ。一度、ジュカにも見せたかったのにな」

「俺が見たいのは、おまえの死だけだ！」

　ジュカは斬神絶魔を出現させ──再び、アダムの力を発現させる。

　全身が蒼あおと翠みどり、金と白の光に包まれ、走り出した。

「うおおおおっ！」

「わっ、と」

　ジュカの一いち撃げきを、朱奈はエクスカリバーで軽々とさばいた。

　さらに、ジュカは続けて斬神絶魔を振るう。

　斬神絶魔とエクスカリバーの刃やいばがぶつかるたびに、爆ばく発はつのような轟ごう音おんが響ひびく。

「さすがは、アダムの力！　一撃が天地をも引き裂さくレベルだね！」

「それを軽く受け止めてるおまえは、化け物だな！」

「幼なじみにも容よう赦しやないね、ジュカ！」

「手加減なんぞしたら、一いつ瞬しゆんで殺されるだろうが！」

　ジュカと朱奈は、怒ど鳴なり合いながら剣けんを交かわしていく。

　そのたびに轟音が鳴り、空気が暴風のように震ふるえる。

「面白い、さすがは兄妹きようだいだね。太刀たち筋すじが、あのときの紅蓮のマリアにそっくり」

「勝手に面白がってろ！」

　ジュカは、一度剣を引いて、体勢を立て直す。

　そして。

「モード変へん換かん、時よ加速しろ！」

　斬神絶魔の封神モードを発動させ、一気に駆かけ出す。

　みずからの時間が加速して、周りのすべてがスローに見える。

　しかし──

「無む駄だだよ、ジュカ！　時を操あやつる私に、その能力は通じない！」

「くっ……！」

　がくん、とスピードが落ちていく。

　朱奈の力で、加速させた時が減速されているのだ。

　それでもジュカはかまわずに、斬神絶魔を横から薙なぐようにして朱奈の首を狙ねらう。

「そのあきらめの悪いところが好きだよ！」

「俺はおまえが大だい嫌きらいだ！」

　まるで痴ち話わ喧げん嘩かのような言い合いをしつつ、ジュカは再び朱奈と斬きり結ぶ。

　朱奈はほとんど防戦一方だ。

　ジュカの攻こう撃げきに圧あつ倒とうされているのではなく、また遊んでいるのだろう。

　かまわない、好きなだけ遊んでいろ──

　ジュカは、すうっと大きく息を吸い込んだ。

　アダムの四つの力を右みぎ腕うで一本に集中──

「うああっ！」

「…………っ！」

　ジュカの右腕が四色に輝かがやき、斬神絶魔をエクスカリバーにぶつける。

　ビキッ、と鈍にぶい音とともにエクスカリバーの刀身にヒビが入り、朱奈の手元から吹ふき飛んでいく。

「アダムの力！　そこまで使いこなせてたの！」

「使えなくても使わなければ、おまえには勝てない！」

　特に訓練したわけでもないが、ジュカはアダムの力の使い方を理解しつつあった。

　妹の仇かたきを討うつために、すべてを終わらせるために。

　願う心が、ジュカの肉体を極限まで研とぎ澄すませている。

「やっぱり君は、アダムの因子をもっとも濃こく継ついだ、運命の子！　もう、君自身が狂乱のアダムだと言ってもいい！」

「だからどうした！」

「だから──君では、私に勝てないんだよ」

「なっ……」

　ジュカが振り下ろした斬神絶魔の一撃を、朱奈は軽くステップしてかわした。

「私は、旧ふるき神々との戦争のあと、狂乱のアダムも殺せるように力を磨みがいたんだよ。もう、誰にも私を滅ぼせない──」

　朱奈は一歩踏ふみ込んで、ジュカのふところに飛び込んでくると、左ひだり肘ひじを腹に叩たたき込んできた。

「ぐうっ！」

「まだだよ！」

　朱奈は右みぎ拳こぶしをジュカの脇わき腹ばらに打ち込み、彼の身体からだが折れたところで、顔面に右のフックを放った。

　金属のかたまりがぶつかり合ったような重々しい音が響き、ジュカは激しく脳を揺ゆさぶられるのを感じた。その衝しよう撃げきで、握にぎっていた斬神絶魔が消えてしまう。

「くっ……！」

「長い付き合いだけど、殴なぐり合いは初めてだね！」

「こっちは……殴ってないだろうが！」

　ジュカは言い返すのが精せい一いつ杯ぱいで、反はん撃げきなどかなわなかった。

　数発殴られただけで、身体の芯しんまで響くようなダメージを受けている。

　ブリューナクに貫つらぬかれたときのほうが、まだダメージは小さかったかもしれない。

「これが……聖天に舞う者の力かっ……！」

「どんな術よりも、どんな武器よりも、私の身体に秘ひめられた力のほうが強いんだよ。ごめんね、ジュカ」

　朱奈は本当に申し訳なさそうに言うと、今度は右のハイキックでジュカの側頭部を蹴けり飛ばした。

　ジュカは、ガリガリと地面を削けずりながら吹き飛んでいく。

「ぐっ……！」

　両手で地面を摑つかんで勢いを殺し、体勢を立て直す。

「ダメだね、君の頭を足あし蹴げにしても嬉うれしくないや。そういう趣しゆ味みはないみたい」

「……俺も蹴られても嬉しくはないな」

　すぐ前に、朱奈が立っている。

　ジュカは彼女の顔を見上げ、睨にらみつける。

「さあ、早く立って、ジュカ。君はまだ戦えるでしょ」

「当たり前だろう。まだおまえが生きてるんだからな……」

　ジュカがよろめきつつ立ち上がろうとして──

「裂れつ空くうの──」

　いきなり、咲耶の澄んだ声が響いた。

「魔ま砲ほう！」

「…………っ！」

　朱奈の右みぎ肩かたに、短い槍やりが突つき刺ささっていた。

　ジュカが素す早ばやく朱奈の後方に目を向けると、そこには巨大なクロスボウを構えた咲耶の姿があった。

　ジュカも直接見るのは初めてだった。

　覚かく醒せいさせた、咲耶の神器──裂空の魔砲だ。

「外れた!?　心臓を狙ったのに！　でも、私の魔砲は！」

　咲耶は驚おどろきつつも、グリーンに輝く瞳ひとみで朱奈を鋭するどく睨みつけていた。

　一瞬ののちに──朱奈の周囲にいくつも魔ま法ほう陣じんが現れ、彼女の身体を押おし潰つぶしていく。

　咲耶の魔砲は、標的を撃うち抜ぬくだけでなく、命中させた対象を破は壊かいの術式で粉々に砕くだいてしまうのだ。

「これはまた、面めん倒どうくさい攻撃だね！」

　朱奈は、槍を引き抜いて放ほうり投げ、右腕を軽く振るった。

　魔法陣が引き剝はがされるように朱奈の周囲から離はなれていく。

「術式を力ずくで!?　そんな無茶な！」

　咲耶がぎょっとしている。

　ジュカも驚きを隠かくせなかった。

　朱奈とベヒーモスではレベルがまったく違ちがうとはいえ、こうも簡単に咲耶の切り札がかわされるとは。

「無茶をしてるのは、そっちもだよ。ああ、そっちの二人もかな？」

「そうよ！」

「朱奈先せん輩ぱい、お覚かく悟ご！」

　今度は、杏里が断だん界かいの十じゆう字じ槍やりを構え、結界のエネルギーに指向性を持たせて攻撃する〝結けつ界かい流りゆう〟を放った。

　さらに、いつきが凍とう滅めつの妖よう刀とうから冷気を放ち、朱奈の足あし下もとを凍こおらせて、爆ばく炎えんの魔銃マガンを続けて何発も撃つ。

「神器適性者としては、なかなか。二人とも、覚醒者レベルだね。凄すごい、凄い」

　朱奈は微笑ほほえみながら言って、パンと両手を打ち合わせた。

　彼女の周囲に霊気が爆発するようにして噴ふき上がり、結界流と燃える弾だん丸がんを弾はじき、足下を凍らせていた冷気を吹き飛ばした。

「杏里お姉ちゃん、全然効いてないよ！」

「咲耶先輩以上に可愛かわいげのない女ね、あの人……」

　杏里といつきは、呆ぼう然ぜんとしている。

　ジュカは、また別の驚きを感じていた。

「おまえたち、どうして神器を使えるんだ……？」

　そう、神魔を相手に神器は使えないはず。

　縛鎖がある限り、人間は神魔相手に戦えないのだ。

「イヴとの完全融ゆう合ごう……かな？　さすがに分割されてても、私たち相手に生き残った神。縛鎖に逆らうくらいのことはやってのけるってことか。すごーい」

　朱奈は、余よ裕ゆうたっぷりで拍はく手しゆした。

　言われてみれば、杏里たちの身体はそれぞれ、蒼、翠、金に輝き、強きよう烈れつな霊気を放っている。

「ところで、トーコは戦わないの？」

「いやですねっ、杏里さん。私が勝ち目のない戦いをするとでも？」

　元から神魔相手に戦えるトーコは、傍ぼう観かんに徹てつするようだ。

　もちろん、ジュカもトーコの性格はよくわかっているので、特に気にならない。

「でも、まともにくらえば私でもちょっと厄やつ介かいだね。イヴのかけらたち、君たちを殺す気はないけど……封じさせてもらおうかな。イヴのかけらを五つ、グラン・ノアに載のせ直してもいいしね」

「…………！」

　朱奈の身体からさらに強烈な霊気が放たれてくる。

　地面が震しん動どうし、深い亀き裂れつが走っていく。

　ヒビ割れた地面からは蒸気のように霊気が噴き出してきて、震動はますます大きくなっている。

　まずい、朱奈は本気だ──

　ジュカは力を振ふり絞しぼって立ち上がる。

　杏里たちを封ふう印いんなどされて、たまるものか。

　愛花のように、イヴのかけらを宿したまま力を利用されるなど──

「くっ……動け……ここで戦えなければ……！」

「ダメだよ、ジュカ。そこでおとなしくしてて」

　朱奈が、ゆっくりと杏里たちへと近づいていく。

　イヴのかけらの少女たちは、それぞれの神器を構えた。

　だが、誰だれも攻こう撃げきしようとしない。

　むろん、攻撃したところで通じるはずもない。

《アダムの少年……最後に、私の力もあなたに授さずけます》

「…………！」

　ふっ、とまるで湧わいて出たように銀河のイヴ──

　妹の姿をしたイヴが、目の前にいて。

　ジュカに手を伸のばし、そっと口づけてくる。

「イ……ヴ……」

《契けい約やくは結ばれました。あなたとアダムの新たなる絆きずな──〝アダムの心臓〟の力》

「こ、これは……！」

　どくん、とジュカの心臓が跳はねる。

　銀色の光がジュカの胸で輝き、全身に力が満ちていく。

《そして──最後のイヴとして、すべてを一つにいたしましょう……》

　銀河のイヴはふわりと浮うき上がり、杏里たちのほうへと飛んでいく。

《天あまヶが崎さき杏里──》

「え？」

　銀河のイヴは、杏里の前へと降り立った。

《本来、イヴの依より代しろとなる聖女に選ばれたのは愛花でした》

「依代……って？」

《イヴのかけらではなく、イヴそのものの依代です》

「よくわからないけど、ジュカ君の妹さんは──」

《神魔は、グラン・ノアの核コアとして愛花の肉体を利用し、六つのイヴを宿らせるつもりだったのです。六つのイヴ、すべてを統合し、愛花が、グラン・ノアが、イヴそのものと化す──その予定でしたが》

「グラン・ノアは落ちた……」

《はい、今もっともイヴに適応する個体──もう一人の依代、統とう括かつ者となれるのは、あなたしかいないのです、天ヶ崎杏里》

「わたしが……？」

《既すでにイヴのかけらは五つだけ。一つが欠けた状態ではどうなるか保証できません。ですが、あの者に──聖天に舞う者、一の座に対たい抗こうするにはイヴの力をまとめる以外にありません。あなたが──やるのです》

「ええ、いいわ」

「なっ……杏里!?」

　ジュカは、ぎょっとしてしまう。

　状じよう況きようもよくわからないのに、杏里はなにをあっさり頷うなずいているのか。

　杏里を止めたいのに、ジュカの身体からだは動かなかった。

　アダムの力が全身を駆かけ巡めぐっているが、まだ朱奈にやられたダメージが回復しきっていない。

「だったら、さっさと来て。銀河のイヴ、翠すい緑りよくのイヴ、黄金のイヴ、白雪のイヴ。わたしの中にいる、蒼そう穹きゆうのイヴのもとへ──」

「うっ」

「ひゃっ」

「あらっ」

　咲耶、いつき、トーコの身体からそれぞれのイヴが抜け出す。

　銀河のイヴも三体のイヴとともに、杏里の中へと──吸い込まれるように入っていく。

「なにっ……!?」

　ジュカは、自分の身体からなにかが抜けていくのを感じた。

　小さな、小さな、指の先ほどの赤い光──

　それが、杏里の中へと吸い込まれる。

「あれは……紅玉のイヴか!?」

　わずかに残った紅玉のイヴのかけらは、ジュカの中に宿っていた。

　もう、ダウンロードできるアダムの力はすべて手に入れた。

　既にジュカが持っている必要のない力ではあるが──

「あ、あああああ……」

　杏里が小さな声を上げる。

　五色の──いや、わずかに見える赤色も含ふくめ、六色の光が杏里の全身を包んでいる。

「あはははは！　遂ついに集つどったのね、六人のイヴ！」

　杏里とイヴたちを黙だまって見ていた朱奈が叫さけぶ。

　なぜか、嬉うれしそうに。

　甲かん高だかい声で笑っている。

「……結局、不完全ではあるけどね」

　杏里が、ゆっくりと口を開いた。

　彼女の身体からは六色の光が放たれ、不思議な青色の髪かみが風もないのに揺ゆれている。

「それでも──あなた一人を倒たおすには充じゆう分ぶん。イヴと──狂乱のアダムがここにいるわ！」

「あはははははっ、唯ゆい一いつ私たちから逃にげ延びた旧ふるき神！　我らの仲間を数千体葬ほうむった狂乱のアダム！　確かに最高だよ！」

「一人で笑っていなさい、紅べに河かわ朱奈！　すべてを狂くるわせた神魔よ！」

　杏里がさっと右手を掲かかげる。

　突とつ如じよ、杏里の身体に巻きついていた縛鎖が具現化し──朱奈に向かって先せん端たんが飛んでいく。

「これは……！」

　大きく目を見開いた朱奈の身体に、縛鎖が巻きついていく。

　あっという間に朱奈の全身を縛しばりつけてしまう。

「面おも白しろいね、天ヶ崎杏里！　でも、こんなもので──私を縛れると思わないでね！」

　朱奈はわずかに気合いを発すると、縛鎖を引きちぎるようにして外す。

　だが、そのときには──

「ジュカ君っ……」

　杏里がジュカのそばに移動し、抱だきついていた。

「杏里……」

「わたしでは、不完全なイヴの力だけでは聖天に舞う者には勝てない。でも、あなたなら。アダムの力を宿し、イヴに愛されたあなたなら──」

　ふわりと杏里の甘い香かおりが漂ただよってくる。

　杏里はしっかりとジュカの背中に手を回し、強く強く抱きついてくる。

「わたしの力を、わたしの心を、イヴの──天ヶ崎杏里のすべてをあなたに捧ささげるわ」

「…………っ！」

　杏里はジュカに唇くちびるを重ねてきて──

　彼女の力が、彼女のすべてがジュカの中に伝わってくる。

　アダムの力とイヴの力が、ジュカの体内で混ざり合い、一体化していく──

「愛してる、ジュカ君。だから、わたしがあなたの願いを叶かなえてあげる。それが復ふく讐しゆうでもかまわない。あなたが望むのなら──」

「杏里……」

　ジュカは、そっと杏里の背中を抱いてから。

　彼女を離はなし、一歩前に出る。
















　そこには──

「盛り上がってるところ、悪いけど。ジュカ君、その子があなたの願いを叶えるなら、私はそれを打ち砕くだくよ。そういう──役回りだものね」

　朱奈が再びエクスカリバーを手にして、高く振り上げていた。

　刀身にヒビが入りながらも、その力は圧あつ倒とう的てき──

　あの、エデン・ゼロを壊かい滅めつさせた二年前のように。

「エクスカリバーに、私のすべてを込こめて放つ。あなたを、六人のイヴを、この第６エデンを跡あと形かたもなく消し去るよ。すべて──消えてしまえばいい」

「…………」

　ジュカは、朱奈の正面に立ち、彼女をじっと見つめる。

　これは、本当に……二年前と同じだ。

　エクスカリバーを構えた幼なじみの少女。

　彼女は、世界そのものを滅ほろぼせる強さを持ちながら──

　どこか、儚はかなく見えた。

「朱奈、おまえがすべてを消そうというなら、俺はすべてを守る。杏里、咲耶、いつき、トーコ、ハル……この第６エデンに、今の俺のすべてがあるんだ」

「だったら、受け止めて──みせてっ！」

　朱奈がエクスカリバーを全身全ぜん霊れいで振り下ろす。

　濁だく流りゆうのような光が、エクスカリバーの刀身から放たれる。

　これは──二年前のあのときとは比べものにならない！

　ジュカはその光を見て直感する。

　濁流の横よこ幅はばは十メートルほど。だが、ここから大きく広がっていくのだろう。

　それこそ、世界を吞み込むほどに──

「いや……受け止めない！」

　ジュカは、流れるような動作で斬神絶魔を出現させた。

　右みぎ腕うでに、左ひだり腕うでに、右足に、左足に、そして心臓にアダムの力が満ちていく。

　さらに杏里から託たくされたイヴの力が全身を巡っている。

　もう、恐おそれるものはなにもない──

「打ち砕いてやる！　朱奈！」

　ジュカは叫ぶと、全力で駆け出した。

　斬神絶魔を突つき出すようにして構え、光の濁流へと向かう。

　逆牙の先端が濁流に触ふれ──そこで流れがぴたりと止まった。

「うおお……おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　ジュカは雄お叫たけびを上げ、斬神絶魔を突き出したまま前へと進む。

　ゆっくり、ゆっくりと光の濁流が押し返されていき──

「そんな、まさか……！」

「これが──イヴとの絆きずなの力だ、朱奈！」

　ジュカは叫びながら、斬神絶魔で光の濁流を押し返し、朱奈へと近づいていく。

「君はそこまで、イヴたちを──！」

「人を弄もてあそぶだけのおまえには、わからない！」

「あっ……！」

　濁流が完全に押し返され、朱奈の身体が光に吞み込まれる。

　朱奈の身体だけが、光の中に消えていく。

　ジュカは、光と一体化していくかのような朱奈の胸に──斬神絶魔の刃やいばを突き立てる。

「は……あっ……！」

「朱奈っ……！」

　斬神絶魔は、朱奈の胸から背中まで貫つらぬき、ジュカはさらに彼女に身体をくっつけるようにして深く刺さした。

　朱奈を貫いた刃から、アダムとイヴの力が流れ込んでいき、彼女の霊れい体たいと肉体を内部から破は壊かいしていく。

「うっ、くっ……お見事だね、ジュカ……」

「終わりだ、朱奈……」

　ジュカの脳のう裏りに、遠い過去の思い出がよみがえる。

　いや、それほど遠くはない。

　物心ついた頃ころからそばにいた、一人の少女との思い出。

　長い黒くろ髪かみに、白いセーラー服。

　子供の頃は、日が暮れるまでスニーカーで走り回っていた少女は、いつの間にか茶色のローファーをはいてゆっくりと歩くようになっていた。

　あるいは、俺はこの女の子と一生をともにするのかもしれない──

　そんな幻げん想そうすら、彼は抱いだいていた。

　だが彼の幻想は、二年前のある日に完全に打ち砕かれた。

　そして、今このとき、砕かれたかけらさえも消えていく。

「そうだね、終わりだね……だけど！」

「なにっ！」

　朱奈は、斬神絶魔で胸を貫かれたまま、ジュカの背中に手を回した。

「くっ……朱奈、おまえ！」

「にゃふ、ジュカ。私、一人は嫌いやだよ……」

　朱奈は、光に吞まれながら、ジュカも光の中へと引きずり込んでいく。

　ドドドド、と光の濁流が耳に響ひびき、身体がバラバラにされそうな激痛が走る。

　ジュカは力を使い果たしていて、朱奈の腕を振ふりほどけない。

　目がくらむような光の中で──ジュカは、朱奈の微笑ほほえみを見た。







　広い、広い空の下──

　優やさしく、心地ここちいい風が吹ふいている。

「ここは……？」

　ジュカは、一人で立ち尽つくしていた。

　目の前には、見み渡わたす限りの美しい花園があった。

　花園は、どこまでも、どこまでも、永遠のように広がっている。

「ここは楽園だよ」

「楽園……？」

　振り向くと、すぐ後ろに──朱奈が立っていた。

　やはり、見慣れた白いセーラー服姿だ。

　彼女のスカートが、ひらひらと風に揺れている。

「楽園……神魔が住むというあの場所か……？」

「そう。やっと来てくれたね」

　朱奈は優しく微笑み、そっとジュカの肩かたに額を当てた。

　彼女の胸には刺された傷きず跡あとはなかった。

　ジュカもまた、聖十字学園の夏服姿で、どこにもケガ一つない。

「俺は……死んだのか？」

「君の肉体は私が守ったよ」

「守った……？」

「君は無茶しすぎなんだもの。あのままじゃ、二人まとめて光に吞まれて消えてたよ」

「……そうだったのか」

　朱奈はジュカを巻き込んだのではなく、その逆だったらしい。

「君の肉体は無事だよ。魂たましいだけここに連れてきた。言ったでしょ、霊体だけなら人の身でも次元を超こえられるんだよ」

「俺の魂……」

　ジュカは杏里の魂と自分の魂の内部を見ている。

　しかし、魂だけで別の場所に移動したのは初めてのことだった。

「おまえも死んでいないのか？」

「ここにあるのは、私の魂のかけら。肉体は、君に完全に破壊されちゃった。けど、私はこれでも聖天に舞まう者、一の座。肉体が破壊されても、霊体をずたずたにされても、存在がひとかけらでも残っていれば、いずれ完全に再生できる」

「俺の力は──おまえには届かなかったのか」

「限りなく死に近づいたよ。でも、君のアダムも彼女たちのイヴもやっぱりまだ不完全だった。私のすべてを消すにはあと一歩及およばなかったね」

「そうか……」

　ジュカは、ふうっとため息をついた。

　不思議と、怒いかりも悲しみも湧わいてこなかった。

　ただ、力が抜ぬけていくのを感じていた。

　ジュカは、その場にゆっくり座り込む。

　朱奈も同じようにして、彼の隣となりに腰こしを下ろした。

「ここは……綺き麗れいだな」

「でしょ。私の本当の目的はね……君と一いつ緒しよにここを見ることだったんだよ」

「俺と……？」

「そう、アダムの因子を持つ子のそばに遊びで転生して……でも、君との日々は本当に楽しかった。君のそばにいられることが、嬉うれしかったんだよ。ずっと、君と同じ時間を過ごしたかった」

　朱奈は、またジュカに寄り添そってくる。

「愛してる。愛してる君に、私の故郷を──私が大好きなこの光景を見せたかった。一緒に見たかったんだよ……」

「そのために俺がイヴのかけらを集め、グラン・ノアを起動させてイヴを統合して、ここに乗り込んでくるのを待っていた……とでもいうのか？」

「回りくどかったかな？　でも、神魔の私には、たとえ何十年かかっても一いつ瞬しゆんみたいなものだから」

「結局……こんな形で来ることになったじゃないか」

「すべてが叶かなうってことはないんだよ。私も、君もそれはよく知ってるはず」

「……そうだな」

　ジュカは、なんとなく朱奈の頭に手を置いた。

　彼女が憎にくむべき敵だということを忘れたわけではない。

　ただ──自分でも不思議なほど、ジュカの心は透すき通っていた。

「うん、お兄ちゃん。ボクもわかってる。ボクの願いは叶わなかったし、これからも叶わないってこと」

「愛花……？」

　いつの間にか、愛花がジュカたちの前に立っていた。

　彼女もまた、朱奈と同じ白いセーラー服姿だった。

「おまえ、どうして……？」

「ボクは、朱奈姉さんの魂の中にいるんだ。今は、少し外に出てるだけ」

「本当に、愛花……なのか……！」

　ジュカは立ち上がり、妹の顔をじっと見つめる。

　さっきの、器うつわとして使われただけの肉体とは違ちがう。

　本物の妹にしか見えなかった。

「お兄ちゃん、ボクも……朱奈姉さんを恨うらんでる。お兄ちゃんを戦いに巻き込んで、ボクの魂も食べちゃったんだから。許すってわけにはいかない」

「当たり前だ。そんなのは……当たり前だ！」

「でもね、お兄ちゃん」

　妹は、ジュカにそっと抱だきついてくる。

「ボクはお兄ちゃんを守るために戦ったんだ。ボクが守りたかったのは、優しいお兄ちゃん。お兄ちゃんの心が復ふく讐しゆうに染まるなら、ボクが……命を懸かけた理由がなくなっちゃう」

「愛花……そんな……」

「だから、ボクは朱奈姉さんを許す。お兄ちゃんのために許すよ。戦うなら、守るために戦って。優しいお兄ちゃんに戻もどって。憎しみを忘れて──生きてほしい」

「…………」

　ジュカは、後ろを振り向いた。

　立ち上がっていた朱奈は、わずかに目を逸そらした。

　あるいは、朱奈の術で愛花の魂に語らせているのかと思ったが──

　違う。

　語っているのは、他ほかでもない愛花だ。

　ジュカのすべてだった、大切な妹だ。

「それでも……忘れることはできない。朱奈が生きているのなら、俺は倒たおすために生きるだろう……」

「お兄ちゃん……」

「忘れることはできないが……」

　ジュカは、妹に微笑みかける。

「憎しみで戦うのはもういい。今の俺には、戦う理由が他にある。だったら、そのために──杏里たちのために生きる。あいつらのために戦う」

「それでいいよ、お兄ちゃん。ありがとう……」

　朱奈が、前に数歩歩き、愛花の隣に並ぶ。

「ありがとう、ジュカ──しばらく、さよならだね」

「ああ」

「また、きっと会いに行くよ。愛花も一緒にね。そのときは──また君に気持ちを伝えるよ」

　朱奈は、にっこりと笑った。

「愛してるって言うよ。ねえ、────」

　最後に朱奈がなんと言ったのか、ジュカには聞こえなかった。

　だが、それがなんだったのか、わかっている。

　もう忘れた、捨ててしまった彼の本当の名を朱奈は呼んだのだ。

　それは聞こえなくてよかった。

　彼の名は、ジュカ。

　神殺しの背徒。

　そろそろ帰らなければならない。

　彼をジュカと呼ぶ少女たちが待っている──








エピローグ






　数ヶ月後──

　第６エデン、聖せい十じゆう字じ学園。

　季節は冬になり、この日も朝からずいぶんと冷え込んでいた。

「ふうっ……」

　ジュカが吐はき出す息も、真っ白だ。

　校門に近づくと、巨きよ大だいな船──グラン・ノアの艦かん橋きようが遠くに見えた。

　結局、グラン・ノアは数ヶ月経たった今も学園のグラウンドに残されたままだ。

　噂うわさでは、どんな手段を用いても撤てつ去きよが不可能だったらしい。

　今ではまるで校内のランドマークのような扱あつかいになっている。

「もう見慣れたけど、未いまだにあれを見ると気分はよくないわ」

「杏あん里りちゃんはけっこう執しゆう念ねん深いですね。私はもう、どうでもいいです。私たちがあれのエンジン代わりにされることもないでしょうし」

　ジュカの後ろで話しているのは、杏里と咲さく耶やだ。

　今も、二人との同どう棲せい生活は続いている。

　もちろん、一線は越こえていないが、そろそろ危ないような気もしてきている。

「ところで先せん輩ぱいはもうすぐ卒業ね。楽しみだわ」

「人の卒業を楽しまないで！　というか、どうせ一緒に住んでるんだから進学したって大して変わらないでしょ」

「困ったものだわ……」

「いえ、私が杏里ちゃんに困らされてますよ……」

　こんな調子だが、二人は相変わらず仲がいい。

　どちらかといえば、ジュカが邪じや魔まなのではないかと思うくらいだ。

「おまえも、毎日大変そうだな」

「……なんだ、八や坂さかか」

　突とつ然ぜん、ジュカの背中をぽんと叩たたいてきたのは、聖十字学園の男子生徒──バベルの情報連れん絡らく員、八坂嘉か一いち郎ろうだった。

「まあ、おまえは、学校中の男子生徒から見れば憎しみの対象だけどな。毎日毎日、可愛かわいい子たちをはべらせやがって」

「……用件を言え」

　はべらせているなど心外なので、ジュカは短く脅おどすように言った。

「ちぇ、もうちょっといじりたかったのに。ほらよ、また出現情報だ」

　八坂は、そう言って小型のメモリーカードを差し出してくる。

　ジュカが黙だまって受け取ると、八坂は「ではごゆっくり」などと楽しそうに言って、一人で先に行ってしまった。

「あーっ、先輩！　おはよう！　今日も目つき悪いね！」

「……おはよう」

　道の向こうから走ってきたいつきに、ジュカは無愛想に挨あい拶さつする。

　いつきは、聖十字学園の制服姿だ。

　グラン・ノアの事件のあと、聖十字学園に転校してきたのだ。

　ちなみに、アイドル活動は既すでに引退している。

　引退の際に「今後は恋こいに生きます！」などと宣言したことが、彼女のファンたちに大きな悲しみをもたらしたらしいが──ジュカにはどうでもいい。

「こらこら、いつきさん。一人で行っちゃダメですよ。一応、まだ護衛が必要な立場なんですからねっ」

「はーい、了りよう解かい了解」

　いつきの後ろから現れたのはトーコだ。

　彼女は今、いつきとともに暮らしている。

　杏里や咲耶と違い、イヴによる活性化を行わなかったためか、いつきは強くジュカを求めてくることはない。

　そこで、ジュカの負担を減らすためにも、トーコが護衛についているのだ。

　五人は並んで校門をくぐり、校舎へと続く道を歩いて行く。

「それにしても……五人ですか。本当は、ここにもう一人いるはずだったのに。辛つらいですねっ、ジュカさん」

「トーコ、おまえな……」

「ふうー……やっぱり、あのツンデレさんがいないと火が消えたようで……」

「……へー、トーコ。そのツンデレさんって、どのツンデレさん？」

「ぎゃっ！」

　トーコが妙みような悲鳴を上げて、横に跳とんだ。

　ジュカたちの後ろに現れたのは──

「あんた、人がいないところじゃメチャクチャ言ってそうね。一度、じっくり話し合ったほうがよさそうだわ」

「ははは、いやー、ハルさん。おはようございます」

　七つの大罪の憤ふん怒ぬ──ハルだ。

　彼女も聖十字学園の制服姿で、微び妙みように着き崩くずしている。

「ハル、今日は調子がよさそうね」

「あたしはいつも絶好調よ。ジュカが本気でかかってきても、足一本であしらえるわ」

　ハルは、杏里に偉えらそうに言い切った。

「本当にあしらっちゃいそうですよねっ。自じ爆ばくして死にかけておいて、数ヶ月で復活するんですから、怪かい物ぶつすぎますよ」

「うるさいわよ、トーコ」

　そう、ハルはサリエール相手に自爆して──なぜか生き残ったらしい。

　ハル自身の推測によると、他でもないサリエールがハルの自爆を妨ぼう害がいし、崩壊しかけていた魂を修復した──ということのようだ。

　要するに、サリエールに救われたということでもある。

　仇きゆう敵てきを仕留めきれなかったことを悔くやんでいるハルは、それを決して認めていないが。

　そして、ハルが自爆に失敗している以上、おそらくサリエールも生きている。

　だが、今のところハルはサリエールを追うつもりはないようだ。

　救われたことで、彼への憎にくしみが薄うすれたわけではないだろう。

　ただ、ハルはサリエールの顔はしばらく見たくないと言っている。

「さあ、行くわよ。面めん倒どうくさいけど、あたしたちも学園生活くらいは楽しまないとね」

　ハルは勝手に仕切り、一人で先頭を歩いて行く。

「まあ……元気ならいいわ。よかった……」

「ああ」

　ジュカは、杏里に頷うなずいてみせた。

　ハルも揃そろって、これで六人。

　背徒ハイトと、イヴのかけらの少女たち。

　彼と彼女たちは、今のところは平和な学園生活を送っていた。

　神しん魔まやＳＯＧソーグから刺し客かくが差し向けられることもない。

　ただ、穏おだやかな日々が過ぎていく。

　ジュカは、学園に通い、レッド・リリィで働き──

　時々、池いけ袋ぶくろの外れにある霊れい園えんに通っている。

　そこには、グラン・ノアから救い出した愛あい花かの身体からだを葬ほうむった墓がある。

　妹を助けることはできなかったが、彼女の墓をつくれただけでも、少しだけ救われた気分になれた。

　ジュカは、あるいはすべてを成し遂とげたのかもしれない。

　だが、それでもジュカは──







　十二時間後──

　ジュカは、夜の池袋を歩いていた。

　制服の上に黒ジャケットを着て、ポケットに手を突つっ込こんでいる。

　彼は、ビルとビルの間の路地に、足を踏ふみ入れた。

「そこまでだ」

　ジュカは、路地の奥に向かって鋭するどく声をかけた。

「おまえたちが大だい嫌きらいな──食事の邪魔をさせてもらいに来た」

「貴様は……」

　路地の奥にいた茶色い髪かみの青年が振ふり返る。

　彼の前には、聖十字学園の制服を着た少女がいた。

　少女は催さい眠みん術じゆつにでもかかったかのように、うつろな目をしている。

「背徒ハイトか。ふん、そこで待ってろ。この魂たましいを食くったら遊んでやろう」

「残念ながら、そうはいかない」

　ジュカは、口に黒いマスクをつける。

　八坂からの情報は、神魔が最近このあたりに出しゆつ没ぼつし、少女の魂を食らっている、というものだった。

　バベルはもう信用できなくとも、神魔の動向を知るには役に立つ。

「おまえに選せん択たく肢しは二つある」

「選択肢……？　背徒は、神魔われらを見れば目の色を変えて襲おそってくるバカどもだと聞いたがな」

「魂を食わずにこのまま楽園に帰るなら、見み逃のがす」

「は……？　み、見逃す？　は、はは……あははははははははっ！」

　茶ちや髪ぱつの神魔は狂くるったように笑い出した。

「この私を見逃すだと？　たかが背徒ごときが！　面おも白しろすぎるじゃないか！」

「魂を食わなければ、おまえたちを殺す理由はない」

　そう、ジュカは──守るために戦っている。

　この神魔が人を食わないのならば、積極的に殺す必要はない。

　こんな考え方をする背徒は、おそらく彼だけだろう。

　それでも、ジュカは自分が間ま違ちがっていないと信じている。

「まーったく、ルーキー──ジュカの甘い戯ざれ言ごとに付き合うのも面倒だわ」

「仕方ないですよ。だいたい、ハルさんもジュカさんみたいな背徒がいてもいいって、言ってたじゃないですか」

「それは言うなって言ったでしょ！」

　路地に、制服姿のハルとトーコがじゃれ合いながら入ってくる。

「そうですよ。もし、冴さえ木き君が失敗したって私たちもいますから」

「そうそう、先輩の甘さはあたしたちがフォローするよ！」

　続いて、咲耶といつきが神じん器きを手にして現れる。

「ええ、わたしたちが──いつだってジュカ君のそばにいるんだから」

　最後に、杏里がゆっくりと歩いてくる。

　彼女も断だん界かいの十じゆう字じ槍やりを手にしていて、もし神魔が妙なマネをしたらいつでも動ける態勢だ。

　杏里の身体には、統合されたイヴのかけらが宿っている。

　もし彼女がその気になれば、そこにいる神魔など一いつ瞬しゆんで消しよう滅めつさせられるだろう。

「そういうことだ。逃にげるなら追わない。戦うのならば、俺が──！」

　ジュカは、斬ざん神しん絶ぜつ魔まを発現させ、片手で構える。

　彼の戦いは、杏里たちを守るための戦いでもある。

　復ふく讐しゆうは、既に終わった。

　だが、戦いは続いていく。

　形を変え、理由も違ちがっているが、ジュカの戦いはまだ終わらない。

　いずれよみがえる聖天に舞まう者、一いちの座ざと再び出会う日まで。

　ジュカは神を殺し、人を生かし、少女たちを守る。

　それは、第６エデンの戦いで見つけ出した、彼の希望だ。

　果てしなき戦いを、ジュカは希望を胸に生き抜ぬいていく──
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　どうもこんにちは、鏡かがみ遊ゆうです。

　ちょっと間が開いてしまいましたが、『六人のイヴと神殺しの使徒』３巻を無事にお届けできました。ほっとしております。

　前巻の終わりが思い切り「続く！」の形でしたので、できるだけ早く──と思っていたのですが、そういうときに限って時間がかかったりするんですよね……。世の中、ままならないものです。いや、世の中にまで話を広げることでもないですけど。




　３巻は、なかなか怒ど濤とうの展開となりました。

　一気にお話を進めつつ、きっちりサービスシーンも入れたかったので、少々手こずってしまいました。だって、サービスシーンって大事じゃないですか。

　キャラクターは勝手に動いてくれたので、助かりましたけどね。新登場のヒロインも、上手うまくジュカ君たちの中に入ってきてくれました。

　桐きり美み原はらいつき、ちっこくてスリムで可愛かわいいですよね！

　ジュカは格好よく、ヒロインたちは可愛く、神しん魔またちは胡う散さん臭くさく。みんなハードな状じよう況きようで頑がん張ばってくれました。




　そして、『六人のイヴと神殺しの使徒』シリーズはこれにて完結となります。

　割と駆かけ足あしになってしまいましたが、なんとかゴールまでたどり着けました。

　元から予定していたお話、書きたいお話はまだまだあったのですけど（七つの大罪や、聖天に舞まう者の他のメンバーとか）、すべてを書ききるのは難しいところもありまして、今巻で決着をつけることとなりました。

　このお話は、主人公・ジュカの復ふく讐しゆうがメインとなっています。その彼が復讐以外の生き方を見つけ出すことをゴールにすることも、最初から決めていました。そういうわけで、ラストは予定どおりのものとなりました。




　完結したことですし、あまり語ることもないのですが、企き画かく時のことでも振ふり返かえってみますか。

　前作の『ボクの可愛い国家令嬢おじようさま』は、バトルや特とく殊しゆな設定などがありつつも、実際のところはゆるふわな日常ものでした。そこで、次回作はその真逆なもので行ってみようか、というところからスタートさせました。

　もちろん、いくつか方向性の異なる企画案を提出してみたのですが、やはり前作とははっきり違ちがうものがいいかな、ということで復讐ストーリーを進めることとなりました。

　主人公が女装メイドから一転、ハードな復ふく讐しゆう鬼きというのはなかなか極きよく端たんですが。

　担当さんと話し合いを重ね、極端に暗くなりすぎないように調整を加えつつ、ヒロインも人数を絞しぼって一人一人の掘ほり下さげを深く──って、最終的には少ないって数でもなくなりましたけど。

　世界観に合わせて、キリスト教や神話などの資料も調べていたのですが、そのあたりをあまり活いかせなかったのはちょっと心残りですね。まあ、この先も作家を続けられればどこかで活用できる機会もあることでしょう。

　とにかく、この作品に限りませんが、企画を進める際にはいろいろなことが起こります。そのいろいろが少し多めだったこともあって、思い出深い作品となりました。




　それでは、最後になりましたが謝しや辞じです。

　挿さし絵えのカグユヅ先生、素晴らしい絵をありがとうございました。女の子たちは可愛くエロく、ジュカは痺しびれるくらい格好よかったです。

　そして、今巻からの新担当様、立ち上げから２巻までを担当してくださった前担当様、お世話になりました。

　編集部、デザイナーさん、校こう閲えつさん、営業さん、皆みな様さまのお力があったからこそ、この作品を世に出すことができました。

　もちろん、読者の皆様には最大限の感謝を。

　本当にありがとうございました。

　では、いつかまた別の作品でお会いできれば嬉うれしいです。
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